



























































勇者になれなかった俺は

しぶしぶ就職を決意しました。10




〈ファンタジア文庫電子応援店限定版〉








左京　潤





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　戌角　柾
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第一章　「魔王の娘さんは怪談が苦手なようです。」

第二章　「魔王の娘さんがマジヴィ取材を受けるようです。」

ボーナストラック１　「魔王の娘さんが健康診断を受けるようです。」

第三章　「魔王の娘さんがプレゼントを配るようです。」

第四章　「魔王の娘さんが万引き犯にお怒りのようです。」

ボーナストラック２　「魔王の娘さんが草狩りをするようです。」

第五章　「魔王の娘さんたちがマジックショップに閉じこめられたようです。」

第六章　「勇者になれなかった俺はようやく里帰りを決意しました。」

「エピローグ」




　あとがき

　特別付録　書き下ろし短編　「マジックショップ・レオン王都店はお盆も営業中です。」







　第一章　「魔ま王おうの娘むすめさんは怪かい談だんが苦手なようです。」







「──それはちょうど、今日みたいに生暖かい風が吹ふく夜のことだったー……」




　閉店後のマジックショップ・レオン王都店。

『魔ま法ほうの力で害虫退治！　一いち撃げき必殺マジカル殺虫ラケット』と書かれた安っぽいパッケージを売り場に並べつつ、その男は静かな口調で語り始める。

「そいつ……そうだな、仮にＢ、とでもしておこうかー……。

　本部に出さなきゃいけない報告書と、お客さんから受けたクソめんどくさい見積もりと、担当分野の新商品の発売日と、メールマガジン原げん稿こうの締しめ切きりが重なっちまったＢが半泣きで残業してると、とつぜんマジックフォンが鳴りだしてなー……。Ｂが受話器取ったら、若い女の声がぼそぼそと聞こえてくんだよー……。

　──『あたしです……。あたし、いま、武器屋の角にいるの……』」




「っっっ!?」

　男が声こわ色いろを変えたとたん、銀ぎん髪ぱつの少女がびっくりしたように息を吞のむ。

　かわいらしい顔立ちに怯おびえたような蒼あおい瞳ひとみ。『イフリートの炎ほのおの中でも快適！　大好評マジカルクールインナー』の包みを細ほそ腕うでに抱だきしめて聞き入る少女の前で、男が小さく首を振ふった。

「……タチの悪いイタズラだと思ったＢは受話器を置いたんだが、すぐまたマジックフォンが鳴りだしてなー……切っても切っても、何度も何度もかかってくんだよー……そんで、受話器を取るたびに、陰いん気きな女の声がー……

　──『あたし、いま道具屋の前にいるの……』

　──『あたし、いま前の道にいるの……』

　──『あたし、いま駐ちゆう竜りゆう場に……』」

「ち、近づいて来てるっっっ!?」

　いまにも泣き出しそうな顔で叫さけぶ少女。

『その安値、神話級──年に一度のハルマゲドンセール開かい催さい中ちゆう！』なんて大おお仰ぎようなＰＯＰポツプを貼はりつつ、男がさらに声を低くする。

「──『あたしです……あたし、いま、お店の裏口にいるの……』

　さすがに気味悪くなったＢはバックヤードへ向かったんだが、おそるおそる裏口ドアを開けてみても、そこには誰だれもいなくてなー……。

　Ｂがあたりを見み渡わたしてると、店ん中でまたマジックフォンが鳴って……急いで駆かけ戻もどったＢはつい、受話器を取るなり声を荒あららげたんだ。

『おい！　お前、イタズラもいい加減に……『あたしです』」




　──そこで、ふっと言葉を切って。

　目の前の少女を見み据すえた男が、口の端はしを持ちあげてニヤリと笑った。




「『あたし、いま、あなたの後ろにいるの……！』」

「いやああああああっっっ！！！！！」




　むぎゅうううううっっっ！

　刹せつ那な、まるでセイレーンみたいな悲鳴をあげて飛びついてくる銀髪の少女フィノ。

「……副店長」

　……半泣きですがりついてくるフィノの背中をぽんぽんとなだめつつ。かたわらで品出ししてた黒くろ髪かみの少年こと、元勇者予備校の首席ながら現在はこの店で働くしがないヒラ社員ラウル・チェイサーは、目の前の上司を冷ややかに見やった。

「それ、前にうちの店にいた社員の女の子の話じゃないですか。残業中にちょっと店離はなれてコンビニに行ったのに気づかず副店長が裏口の鍵かぎ締しめちゃって、あわてて店にマジックフォンかけたのに、イタズラだと勘かん違ちがいした副店長にことごとく通話切られまくったっていう……」

「あー……」

「……副店長、話を聞いたセアラ店長に『女の子を夜中に閉め出すなんて』ってめちゃめちゃ叱しかられて、バックヤードで泣きながら土ど下げ座ざしてましたよね？」

「そ、それは、そのー……」

「ら、らうるぅっ……」

　……思いきり視線を泳がせるバイザー副店長を尻しり目めに、蒼い瞳をうるませたフィノがおそるおそる口を開く。

「ね、ねえっ、オレ様の後ろ、誰もいないっっっ？　なんか、さっきから背中がぞわぞわってするんだけどっ……」

「って、お前、副店長の話に影えい響きようされすぎ……」

「おー、ほんとだー。フィノ君の後ろに毛が三本生えたタラコクチビルのオバケが……」

「いやああああああっっっ！！！！！」

　むぎゅううううううううっっっ！

　またもや悲鳴をあげるなり少年の胸に顔を埋うずめるフィノ。

　ぶるぶる震ふるえる背中を庇かばうように抱だき、ラウルは懲こりない上司をあきれ顔で睨ねめつけた。

「……副店長、そうやってフィノをからかうの、やめてくださいよ。こないだだってこいつ、副店長が変なこと吹き込んだせいで、ひとりで風ふ呂ろに入れないって俺に泣きついてきて……」

「ち、違うもんっっっ！」

　あわてたように顔を上げ、フィノがぶんぶんと首を振る。

「オレ様もう大人だしっ、ひとりでお風呂入るのなんてぜんぜん怖こわくないぞっ！　ただっ、そのっ……」

　……言いながら、みるみるしぼんでくフィノの声。

「ふ、副店長が、お風呂で目をつぶって髪かみを洗ってるとき、後ろでオバケがじーっと見てるって言うからっ……」

「……で、ラウル君。けっきょく、お風呂へは一いつ緒しよに入ったのかい？」

「入りませんよっっっ！！！！！」

　興きよう味み津しん々しんに訊たずねてくる上司へ怒ど鳴なり返し、ラウルは額を押さえてしまう。

　……その脳のう裏りに、つい先日の夜の出来事が甦よみがえった。




　──『あ、あのねっ……オレ様が髪洗ってる間、オバケが来ないように後ろを見張ってて欲しいんだっ……！』

　部屋に訪ねてくるなりラウルを見上げ、真しん剣けんなまなざしで言いい募つのるフィノ。

　一いつ瞬しゆん言葉を失ったラウルは、目の前でほんのり頰ほおを染める少女の魅み惑わく的すぎる申し出をありったけの理性で振り払はらい、マジカルコピー用紙の切れっ端ぱしへデタラメに筆ペンを走らせて作った自家製お札を握にぎらせながら「こ、これを風ふ呂ろ場ばに貼っとけば大だい丈じよう夫ぶだからっ！」なんて言いくるめることでどうにかイベントをやりすごすことに成功し……って、どうして俺がこんな気を遣つかわなきゃいけないんだよっ!?

　……ま、正直、魔ま人じんとは思えないくらい素す直なおすぎるフィノの反応を見てれば、副店長がついついからかいたくなっちまう気持ちも分からなくはないけど……ラウルは胸中でため息をつく。そのとばっちりがいちいち俺のとこに来るのはほんと、全力で御ご免めんこうむりたいもんだ。




「……ていうか」

　未いまだにびくびく縮こまるフィノを見やり、ラウルは思わず目をすがめてしまう。

「オバケが怖いだなんて、お前それでも魔王の娘かよ？」

「お、親父おやじは関係ないだろっ!?　怖いものは怖いんだっっっ！　あいつら物理攻こう撃げきが通用しないしっ……」

「って、物理攻撃が通じない魔ま物ものくらい珍めずらしくないだろ。そもそも聖水でダメージ受ける時点で、お前ら魔人もオバケと似たようなモン……」

「一緒にするなあっっっ！」

　ラウルのエプロンをぎゅっと摑つかみ、フィノが抗こう議ぎの声をあげる。

「オレ様たち魔人はオバケなんかとはぜんぜん違うもんっ！　魔人が聖水とかダメなのはそういう体質だからだもんっ！　お前ら人間だって熱湯浴びたらダメージ受けるだろっ!?　それとおんなじでっ……」

「いやそれは体質とかそういう問題じゃねえだろ！　……ったく、血とか内臓みたいなスプラッタ系なら大喜びするくせに」

「だ、だってっ、血とか内臓とか見えてた方が親しみやすいじゃないかっ！」

「親しみたくねえよっっっ！」

「……ラウルはオバケ、怖くないの？」

　不意にラウルを見上げ、上うわ目め遣づかいにおずおずと訊ねてくるフィノ。

「って……」

　……そんな少女を見下ろし、ラウルはあきれ顔で息を吐ついた。

「……全然」

「本当っっっ!?」

「ああ」

　とたんに身を乗り出すフィノの前で、ひょいと肩かたをすくめてみせる。

「これでも俺、元勇者志望だぜ？　ファントムドラゴンとかビースト・ゴーストみたいな危険度Ｓ級アンデッド系モンスターならともかく、オバケみたいないるかどうかも分からないようなモン、怖がってられるかよ」

「うわあ……やっぱ、ラウルはすごいなっ……！」

　ラウルの言葉に感かん嘆たんの声をあげるフィノ。きらきらした尊敬のまなざしに、ラウルはつい、いい気分になってしまう。

「まあな。だからお前も安心して……」




　トゥルルルル、トゥルルルル……




「「「っ……!?」」」

　──不意に売り場に響ひびく硬こう質しつな音。

　思わず言葉を吞み込むラウルの前で、フィノがびくっと身を強こわばらせる。

　奇き妙みように静まりかえった店の中。鳴り響くマジックフォンの音はやけに大きく感じられて……すっかり蒼ざめた副店長が、ラウルの視界の端はしでごくりと喉のどを鳴らした。

「ら、ラウル君、まさか……」

「……って！」

　意味ありげに呟つぶやく上司の言葉を遮さえぎり、ラウルは大きな声を出す。

「なに馬ば鹿かなこと考えてるんですかっ！　オバケなんているわけないですよっ！　きっと他ほかの店からの在庫確かく認にんかなんかでっ……」

「って、お、おいっ、ラウル君っ!?」「ラウルっ、出ちゃうのっ!?」

「あ、当たり前だろっっっ!?」

　驚おどろいたように声をあげる副店長とフィノに怒鳴り返し、ラウルは乱暴な手つきで受話器を取った！

「もしもしっ？　もしも……」

　……けれども、返事はなく。

　受話器の向こうには、ひどく薄うす気き味み悪い沈ちん黙もくが広がっていて。

　胸の奥がちりちりするような不安を振ふり払うように、ラウルは再び口を開いた。

「も、もしもし……」

『……ま……の……』

「っ……!?」

　──まるで、鼓こ膜まくをざらりと舐なめられるような感覚。

　思わず凍こおりつくラウルをあざ笑うかのように、受話器から低い声が聞こえた。




「──『あたし、いま、あなたの後ろにいるの……！』」




「って、副店長っっっ！！！！！」

　……次の瞬しゆん間かん。振り向きざまに叫さけんだラウルの前で手にしたケータイのスイッチを切り、バイザー副店長がニヤニヤと面おも白しろそうに目をすがめた。

「なーんだ。ラウル君、オバケなんて怖くねーとかえらそーなこと言って、ふつーにビビってんじゃねーかー」

「び、ビビってなんていませんって！　ていうか、イタズラ通話で遊んでないで仕事してくださいよっっっ！」

「──お、そーだ、フィノ君はぬいぐるみ勇者の話って、知ってるかー？」

　声を荒あらげるラウルの言葉をスルーし、副店長がしれっと話題を変える。

「ぬいぐるみ勇者っ？」

　品出ししていたフィノが、興味を惹ひかれたようにぴょこんと顔をあげた。

「なにそれっ!?　副店長っ、それ、なんなんだっ!?」

「ああ。昔むかーし、ある勇者が遠えん征せいから戻もどる途と中ちゆう、毒の沼ぬま地ちにハマって毒を食くらっちまってなー。どくけしそうもやくそうも全部クエストで使い尽つくしちまってて、必死に街へ向かって歩いたものの、あと一歩ってとこでＨエイチＰピーが尽きちまって……その翌朝、街の門の一マス手前に、冷たくなった勇者の身体からだがぽつんと、転がってたんだそーだ……」

　……しんみりした口調で語りつつ、副店長は悲しげに首を振る。

「……じつは、その日はちょうど、娘むすめさんの誕生日だったそうでなー……亡なくなった勇者の腕には、娘にプレゼントするつもりだったらしいウサギグマのぬいぐるみが抱かれてて……たぶん、死んでも死にきれなかったんだろーな。しばらくして、その辺じゃ、どくけしそうを求めて夜な夜なさまよう、ぬいぐるみを抱かかえた勇者の姿を見たっていうウワサが後を絶たなくなったんだよ……」

　そこで、ふと、言葉を切って。

　神しん妙みような面おも持もちでフィノの顔をのぞき込み、副店長が声を低くした。

「……なにを隠かくそう、うちの店の……ちょうどフィノ君が立ってるそのあたりが、勇者が亡くなった場所なんだ……！」

「っいやああああああああああっっっ！！！！！」

　むぎゅうううううううううううっっっ！

　本日三度目の抱ほう擁ようを繰くり出だしてくるフィノ。……ていうか、なんかすげえやわらかい感かん触しよくが思いっきり脇わき腹ばらに押し当てられてっ……！




「──……ずいぶんとうれしそうね、ラウル・チェイサー？」

「っっっ!?」




　不意に飛んできた声に弛ゆるんでいた表情を引ひき締しめ、ラウルはあわてて顔をあげる。

　──視界に飛び込んでくる鮮あざやかな蜂はち蜜みつ色の髪。制服越ごしにもはっきりと分かる均整の取れたプロポーション。

　整った顔になんだか少し不ふ機き嫌げんそうな色を浮うかべ、抱えていたコンテナを床ゆかに下ろした後こう輩はいバイトこと通つう称しよう『オールＡ』のアイリが副店長を見やった。

「……副店長。それ、アマダにいたときも聞いたことありますよ。私が聞いた話だと、勇者が倒たおれた場所に建ったのはアマダで、深夜の店内をぬいぐるみを抱えた勇者がうろついてるって……」

「えっ……勇者が死んでたの、レオンがあったとこじゃないのっ!?」

「あー……」

　驚いたように聞き返すフィノの前で、副店長が気まずげに弁解する。

「その、この店があった場所でってのは、あくまでおれが聞いたバージョンの話でー……まー、たしかに、王都じゃ割とどこにでもある都市伝説だからなー……」

「都市伝説っ？」

「ラウル・チェイサー、田舎いなか育ちのあなたは知らないでしょうけど、王都にはいろいろな都市伝説──怖こわいウワサがあるの。首無しドラゴンライダーとか、口くち裂さけシスターとか、ターボ長老とか、人面スライムとか……」

「く、口裂けシスターっ!?」

　いかにも恐おそろしげな響きにびくっとするフィノをよそに、副店長がああ、と相づちをうった。

「あー、あったなー、口裂けシスターのウワサ。口元を布で覆おおったシスターが夜道で『私きれい？』って訊たずねてくんだけど、うっかり『きれい』なんて答えちまったら『これでもぉ……？』って言いながら布外して十字に裂けた口見せつけて、メイス振ふり上げて追いかけて来るんだよなー」

「ぴゃあああああああああっっっ！」

　ナキオオカミみたいな悲鳴をあげるフィノ。ラウルが思わずぽつりと呟く。

「……って、ターボ長老ってなんだよ」

「フジゼロック山さん麓ろくの街かい道どうを赤いドラゴンで走ってると、白ひげの長老がすごい脚きやく力りよくで追いかけてくるそうなの」

「ぴゃあああああああああっっっ！」

「ちなみに人面スライムは人の顔したスライムでなー。目が合うと『ぷるぷる、ぼくわるいスライムじゃないよ！』って弁解してくるそうだぞー」

「ぴゃあああああああああっっっ！」

「……それ、怖いんですか？」
















　都市伝説におびえまくるフィノと、いたって冷静なラウル。

「そうそう」

　コンテナの商品を棚たなに補ほ充じゆうしつつ、アイリがふっとラウルを見やった。

「そういえば、勇者予備校にも『トイレのマリアさん』ってウワサがあったわよ。校舎の西にある女子トイレの一番奥の扉とびらを開けるとマリアさんがご飯を食べててね。『……赤いお弁当箱と、青いお弁当箱、どっちが好き……？』って聞いてくるの」

「……赤い弁当箱と青い弁当箱？」

　……なんだか不ふ穏おんな問いにぞくりとする背筋。

　ラウルが思わず聞き返すと、アイリが「ええ」、と頷うなずいてみせる。

「それでね、『青いお弁当箱』って答えると、マリアさんがニヤリと笑って……」

「わ、笑ってっ……？」

「『わ、私もそうなのっ！　えへへっ、き、気が合うねっ？』って……」

「ぴゃあああああああああっっっ！」

「って、それ友達いない子が初対面で頑がん張ばって話題振ってみた的なノリじゃねえか！　俺なんかちょっとマリアさんを応おう援えんしたくなったよっ!?　あとフィノっ！　いまの話べつに怖くもなんともねえから冷静になれっ！」

「あとで聞いた話なんだけど、マリアさんはＢ組の子で……」

「実在の人物かよっ！　なんかもうそっとしといてやれよおおおおおおっっっ！」

「まあ、いわゆる勇者予備校の七不思議ってやつね。他にも、『夜中に動き出す勇者バイオスの像』とか、『誰だれもいないのに剣けん戟げきの音が聞こえる体育館』とか、『いつの間にか髪が伸のびてる魔ま法ほう準備室のワラ人形』とか、『授業中配られる剣の中に一本だけ交ざってるという《うっかり抜ぬき放はなつと失しつ恋れんする呪のろわれた剣》』とか、『旧校舎地下に広がるダンジョン』のウワサとか、『校長室の隅すみの宝箱』とか……」

「『校長室の隅の宝箱』っ！　あれ、俺も成績優ゆうし秀ゆう者で校長室に呼ばれたときすげえ気になってたわっ！　お陰かげで校長の話とか全然耳に入らなくってっ……話が終わった後で『開けてみなさい』とか言われるかと思ったら、べつにそんなこともなかったぜ……」

　勇者予備校時代の想おもい出にラウルはつい、遠い目をしてしまう。

　……と。

「七不思議なら、うちの実家にもあったぞっ!?」

　かたわらで話を聞いてたフィノが不意に口を挟はさんできて……って!?

「「「魔ま王おう城の七不思議ーっ？」」」

「ああ！」

　思わず叫ぶラウルたちに、品出し中のフィノがえへんと胸を張った。

「まず、『夜中に動き出すガーゴイル像』とか！」

「それはそういうモンスターだっ！」

「『誰もかけてないのに場内に流れるおどろおどろしいＢＧＭ』とか！」

「って、あれって魔王が趣しゆ味みで流してる曲とかじゃなかったのかよっっっ!?」

「『いつの間にか増えてる親父おやじの部屋の勇者の死体』とか！」

「最終決戦で敗れた先せん輩ぱい勇者がた安らかにお眠ねむりくださいっっっ！」

「あと、『いくら勇者が押し寄せても発動しない幻まぼろしのトラップ』に、『どうやっても開かない開かずの西門』……」

「不思議がる前にリフォーム業者でも呼べっっっ！！！！！」

「あとは、壊こわしても壊しても親父の部屋の直前に出来る『謎なぞの回復の泉とセーブポイント』とか……」

「って、ちょっと待て！　あれってお前らが作ったんじゃねえのっ!?」

「当たり前だろ？　いくら物好きな親父だってそんな勇者にエリクサーを送るような真似まねをするはずないじゃないか。まあ、ダンジョンにありがちな自然現象で……」

「俺たちってそんな得体の知れないとこで回復してたのかよーっっっ!?」

「そういえば……」

　……ふと思いついたように、アイリがバイザー副店長を見やる。

「副店長、このお店にも、七不思議みたいなものってあるんですか？」

「ふっふっふっ、よくぞ聞いてくれたなアイリ君！　もちろん！　おれたちの王都店にもちゃあんと立派な七不思議があるんだぞー？」

「へえ……」「そ、そうなのっ!?」「って、俺も初耳ですけどーっ？」

「ふっ……」

　とたんに色めき立つ部下たちを見やり、副店長が自信たっぷりにひとさし指を立てた。

「まずは『店のシャッター裏にある謎の手形』だろー？　『何度数えても金が合わない呪われた三レジ』だろー？　おれが入社したときからずーっと売れ残ってる『壊れかけのマジオ』に、『必ず初期不良で戻ってくる呪われたＰＢ商品』、『知らないうちに移動する売り場の脚きや立たつ』に、『休きゆう憩けい室右から二番目にある開かずのロッカー』……」

「……移動する脚立は、副店長が使った後で元に戻さないからです」「開かずのロッカーは、昔バックれたバイトが鍵かぎ持ち逃にげしただけですし……」

「あとは、『真夜中に通りかかっても必ず明かりがついてる店の売り場』……」

「それって、副店長がひとりで残業を……」

「……どーだい、ラウル君？　王都店の七不思議はおそろしーだろー……？」

「……七不思議よりなにより、うちの会社が恐ろしいです」

　……死んだスライムみたいな目をして呟つぶやく上司にラウルは思わず顔を逸そらす。副店長のクマ、さいきん日ごとに濃こさを増してるような……ほんと、いつもお疲つかれさまです。

「……と、まー、そーいうわけで、王都店の七不思議ってのは冗じよう談だんなんだがー……」

　売り場のそこかしこに積まれたコンテナの山──今日中に品出ししなきゃいけないセール商材が詰つまったそれらを一いち瞥べつし、副店長が疲れたような顔で嘆たん息そくした。

　……と。




「──あら、七不思議なら、ありますよー？」




「「「店長っ!?」」」

　溜たまっていた書類の処理がようやく終わったか。店長室から現れた美少女が、栗くり色いろの髪かみをふわふわさせながらこちらへ歩いてくる。

「わたしがこのお店に配属されたとき、先輩社員さんに教えてもらったの。ええと、『夜中ひとりでにスイッチが入る展示マジックヴィジョン』でしょ、『十三日の金の曜日に現れる幻のレジ』でしょ、『数が変わる階段』でしょ……あとは『売り場のハナコさん』に『倉庫室のヤマモトさん』、『一レジのユウコさん』と『三レジのレイコさん』かしら」

「『数が変わる階段』って、二階の休憩室に行くとき使ってるあの階段っっっ!?」

「ええ」

　フィノの問いに頷くセアラ店長。

「うちのお店の階段、ほんとは十八段のハズなんだけど、一段ずつ数えながら上ると、たまに十九段の時があるらしいの。そして、もしもうっかり十九段目を踏ふんじゃうと……」

「ふ、踏んじゃうとっ……？」

　真しん剣けんな顔でオウム返しするフィノ。

　つられて息を吞のむラウルたちの前で、店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「その日は超ちようラッキーなんだそうです」

「増える階段占うらないーっ！！！！？」

「ふふっ、わたしも階段上るときはいつも心の中で数えてるんだけど、これがけっこうよく当たるんですよー？」

「しかも割と日常的に増えてた！」

「あ、あの、店長、『売り場のハナコさん』っていうのは……」

「ふふっ、アイリさん、うちのお店ってスタッフの誰かがお客さんに『いらっしゃいませ！』ってご挨あい拶さつしたらすぐ、後に続いて全員が声出しするよう指導してるでしょ？」

「……そのお陰かげで、コンビニや古本屋なんかで『いらっしゃいませ』って聞くとつい釣つられて声出しそーになっちまうんだよなー……」

「……それ、俺もやっちまったことありますけど、すげえ恥はずかしくって……」

「わ、私も……」

「ふふっ、みんな、ちゃんと徹てつ底ていしてくれててうれしいです」

　ぼやく部下たちを微笑ましげに見やり、セアラ店長が言葉を続ける。

「それでね、そうやって売り場のあちこちから返ってくる声の中に、ときどき知らない声が混ざってるそうなの。三人しかいないのに、四人分の声が返ってきたり……それが、『売り場のハナコさん』。夜、誰もいない売り場で『いらっしゃいませ！』って声をあげると、ハナコさんが声を返してくるそうよー？」

「っ！」「それ、ちょっと怖こわいですね……」

　いまにも泣きそうな顔をするフィノと、なんだか気味悪げに独りごちるアイリ。ラウルもつい、ぞくりとしてしまう。

　たしかに、いつも店内を飛び交かってる「いらっしゃいませ」の中に知らない声が混じってたらと考えると……って、なに真に受けてんだよ俺っ！　オバケなんてモン、いるはずないだろっ!?

「あと、誰もいない深夜の倉庫室から在庫を数える声が聞こえてくるっていうのが『倉庫室のヤマモトさん』。たまに数が合わなくて、舌打ちや重苦しいため息が聞こえてきたりするそうですよー？」

「あー……なんか、それ、とても他人ごととは思えねー……」

「『一レジのユウコさん』は、真夜中の一レジでひたすらレジ締しめをしているそうなの。……なんでもある日の夜、ユウコさんは一年ぶりに会いに来た遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の恋こい人びとと仕事の後に食事する約束をしてたんだけど、レジのお金がどうしても合わなくて……」

「うわっ、あるある……」

「なにか予定がある日に限ってレジ、合わないのよね……」

「……約束の時間はもうとっくに過ぎてるのに、何度数えても五千ゴールド足りないし、原因もぜんぜん、まったく分からなくて。泣きながら数え直しを繰くり返かえしてるうちに、時間はさらに過ぎていって……すっかり絶望したユウコさんは発作的に備品のハサミを握にぎりしめて、そのまま……」

「まさかっ……」「自殺したんですかっ!?」

「…………」

　思わず息を吞むラウルとアイリの前で、セアラ店長が静かに瞳ひとみを伏ふせた。

「……髪を切り落として出家したの」

「まさかの展開だった！」

「そういえば、この前お店に遊びに来たけど、とっても元気そうでしたよー？」

「しかも店長の顔見知りとか！」

「……でも、そのときのことがよっぽど悔くやしかったみたいでね。ユウコさんの生いき霊りようは今でも夜な夜な、絶対に金額が合わないレジ締めを続けているそうよー？」

「ま、かわいそう……ですけど……」

　なんか……その……うん……ついつい微び妙みような面おも持もちになってしまうラウルの前で、店長が「ええと」と呟いた。

「最後のひとつが『三レジのレイコさん』ね。わたしが聞いたお話によれば、レジがとても並んじゃってるのにレジ要員が足りてないとき、どこからともなく現れたレイコさんが颯さつ爽そうと三レジを開けてお会計を手伝ってくれるそうよ」

「って、すごくいいオバケじゃないですか」

「本当だわ。うちのお店、人手足りてないし、そんなオバケなら大だい歓かん迎げい……」

「代わりに、レジから五千ゴールドお金抜ぬいてくらしいんだけど……」

「ダメだそいつっっっ！」

　思わず叫さけぶラウル。

「ていうか、ユウコさんが出家したのってレイコさんのせいなんじゃ……」

　あきれ顔で独りごちるアイリの前で、話を終えたセアラ店長がにっこりと微笑んだ。

「というわけで、以上が王都店の七不思議でした。……あらあら、フィノちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「って……」

　店長の言葉に視線を落とし、ラウルは目を丸くしてしまう。

「ぁ……ぅぅ……」

　……大きな蒼あおい瞳いっぱいに涙なみだを溜め、ぷるぷると震ふるえながら呻うめくフィノ。

　人一倍怖がりな魔ま人じんの少女は、店長が語る七不思議に怯おびえきって動くことすらままならない有様で……ったく、どうりでさっきからめずらしく黙だまり込んでると思ったら。

　……ていうか、そんなに怖かったかよ、王都店の七不思議？




「──あら、もうこんな時間」

　……と。不意に腕うでの時計を見やるなり、セアラ店長がかわいらしい顔を上げた。

「これから商店会の寄り合いがあるんです。セール準備の途と中ちゆうに抜けちゃって申し訳ないけど、ちょっと外に出てきますねー？」

「つーか、ほんとにおれも行かなきゃダメなのかよー……まだぜんぜん仕事終わってねーんだけど……」

「……すみません、わたし、あの商店会長さん、ちょっぴり苦手で……ひとりだと心細いの。バイザーくんのお仕事、後で手伝いますから……ね、お願い？」

　──切々とした声と、すがるようなまなざし。

「あ、ああ……」

　ごくりと喉のどを鳴らした副店長が、懇こん願がんに負けたように頷うなずいた。

「わ、分かったよー」

「……ありがとう、バイザーくん」

　琥こ珀はく色いろの目を細めて天使みたいに微笑むセアラ店長。……店長のお願いを断れる男が果たしてこの世に存在するだろうか。いや、あり得ない。

「──一時間くらいで戻もどってくるから、よろしくお願いしますね？」

　ラウルたちにぱちりとウインクするなり、セアラ店長が栗色の髪をふわりと揺ゆらしながらきびすを返した。







「──ねえっ、ラウルっ」




　無造作に売り場へ積み上げられた無数のコンテナたちの間で。『どん引きするくらいよく伸のびる！　夏の想おもい出はこれで決まり！　ハイパーロングマジカルヘビ花火』のパッケージを並べつつ、先ほどからずっと押おし黙っていたフィノがおずおずと口を開く。

「さっき店長が話してた七不思議だけど……う、『売り場のハナコさん』って、ほんとにいるのかなあっ……？」

「……はあ？」

「お、オレ様っ、さっきからずっと、背中に視線みたいなの感じててっ……！」

　売り場のどこかに潜ひそむという「いらっしゃいませ」の声に反応する正体不明のオバケ、ハナコさんの気配に怯えてラウルの服を摑つかむフィノ。

　……って。

　びくびくしながら周囲をうかがう少女の様子がまるで小動物みたいにかわいくて、ラウルの中にむくむくとイタズラ心が湧わきあがる。

「……なんなら、試ためしてみるか？」

　思わずニヤリとしながら、ラウルは大きく息を吸った。




「──いらっしゃいま……っ!?」

「～っっっ！！！！！」

　声をあげた瞬しゆん間かんびくっとするなりラウルに飛びついてくるフィノ。

　小さな両手でラウルの口を塞ふさぎ、少女がうわずった声をあげる。

「だ、だめえっ！　だめえええええええっっっ！！！！！」

「むぐっ……お、落ち着けって！」

「っくっ、や、やだあっ！　ハナコさん呼んじゃやだあああああっ……！」

　かわいそうなくらい動どう揺ようしつつ、フィノは必死でラウルを止めようとする。……って、こいつの反応かわいすぎんだろっ……！　なんか、副店長がついついフィノをからかいたくなっちまうのも分かる気がするっていうか……。

「……見み損そこなったわ、ラウル・チェイサー」

「お、『オールＡ』っ……」

　……氷のように冷たい声にはっと顔を向ければ、蜂はち蜜みつ色の髪かみをした少女が仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを睨にらみつけている。

「……まったく、仕事中になに遊んでるのよ。社員のあなたはどうせサビ残なんだからだらだら働いててもいいかもしれないけど、アルバイトの私やフィノさんはこの時間もお金を貰もらってるんですからね。フィノさんにちょっかい出すの、止やめてくれるかしら？」

「うっ……」

　……正直、ぐうの音も出ません。

　気まずげに視線を逸そらすラウルの前で、今度はフィノへと向き直ったアイリが藍あい色いろの目をすがめた。

「フィノさんもフィノさんよ。さっきからずっときょろきょろしてて、ぜんぜん仕事に身が入ってないっていうかっ……」

「だ、だってっ、オバケがっ……」

「オバケがいようがなんだろうが、ちゃんと働かなきゃダメ……っ!?」

「「っっっ!?」」

　言いかけた言葉を吞のみ込んで上を向くアイリ。

　ほぼ同時に、ラウルとフィノも天てん井じようを見やる。




　──三人の頭上……二階の、ちょうど倉庫室のあたりから聞こえてきた物音。

　でも、いまこの店にいるのは、ここにいる三人だけのハズなのに……!?




「も、もしかして、いまのっ……」

　……不気味な沈ちん黙もくを打ち破り、フィノがおずおずと口を開く。

「て、店長が言ってた『倉庫室のヤマモトさん』じゃっ……」

「って、そんなハズないだろっ!?」

　怯えたようなフィノの言葉を否定し、ラウルが強く首を振ふった。

「七不思議なんてモン単なるウワサだし、きっと、ネズミかなんかが……っ!?」

　──また、物音。

　今度のそれは、先ほどよりもずっとはっきりとしてて、なんというか……。




　まるで、人の足音、みたいな……。




「ら、ラウルうううっ！」

　ぶるぶる震えながらすがるようなまなざしを向けてくるフィノ。

　いまにも泣き出しそうなその様子に、ラウルは思わず嘆たん息そくする。

「……しかたないな。見てきてやるよ」

「ま、待ってっっっ！」

　あわてたように声をあげ、フィノがラウルのエプロンをぎゅっと摑んだ。

「ラウルっ、置いてかないでっ！　は、ハナコさんとかがいる売り場に残るのやだっ……オレ様も一いつ緒しよに行くっ！」

「わ、私も行くわっ……」

「……って、『オールＡ』、お前、真ま面じ目めに仕事しろって言ったばっかじゃ……」

「そ、それは、そのっ……ち、ちょうど倉庫に什じゆう器き取りに行こうと思ってたのっ！」

「……べ、べつに怖こわくなんてないんだからっ」なんて呟つぶやきつつ、アイリもラウルたちの後に続いた。







「──一段、二段、三段……」

「だ、だめえっ！　だめえええええええっっっ！！！！！」

「ちょっ、ラウル・チェイサーっ！　なに数えてるのよっ!?」

「だって、十九段目があったら超ちようラッキーって店長が言ってたろ？」

　抗こう議ぎする少女たちに言い返し、ラウルはカウントを再開する。

「四段、五段、六段……」

「ら、ラウルううううっ！」

「……大丈夫だって」

　階段途と中ちゆうで立ち止まってしまったフィノを見やり、ラウルがあきれたように目をすがめた。

「うちの店、魔ま法ほう鉄筋コンクリートなんだぞ？　いくらなんでも階段の数が変わるハズないだろ。入るたびに構造が変わるタイプのダンジョンじゃないんだからさ」

「で、でもっ……」

「ったく。オバケなんていないって、俺が証明してやるよ。……ほら、手」

「う、うんっ……」

　差し出した手をぎゅっと握にぎってくるフィノ。

　軽く手を引いてやると、フィノは意を決したように歩き始めた。

「七段、八段、九段……」

「……ふ、フィノさんばっかりっ」

「十段、十一段、十二段……」

　フィノの手、あったかくてやわらかいな……背後でアイリがなにか呟いたような気もしたけど、特に気にせず歩を進める。

「十六段、十七段、十八段っ……」




　──無事、階段を上りきって。

　少しだけほっとしながら、ラウルは隣となりに立つフィノの顔を見下ろした。

「ほら、きっかり十八段だろ？　七不思議なんて、店長の冗じよう談だんで……っ」

　言いかけた言葉を吞み込み、ラウルはその場に立ちすくむ。

　……なぜだろう。肩かたを並べて一緒に上ったハズのフィノの前にはもう一段、階段が残っていて……っ!?

「……じ、十九段っ」

　先に階段を上りきったラウルに並ぼうとするように。

　いまにも泣きそうな顔をしたフィノが、本来ならば存在してはいけないはずの段へと足を踏ふみ出した！




　ててててってっててーっ！




　フィノが段に乗ったとたん、場ば違ちがいなほど明るいファンファーレが真夜中の階段に響ひびき渡わたる！

「って、なんかいま超ラッキーっぽい音鳴ったんだけどっっっ!?」

「ら、ラウルどうしよっ!?　なんかいまそこで小さなメダル拾ったっ！」

「ほんとに超ラッキーだった！」

「……ふ、フィノさんばっかりっ」

　取り乱すフィノを見やり、アイリが羨うらやましそうにくちびるを嚙かんで。……と。




　ラウルたちの目の前に開けた通路の先。

　突つき当あたりのドアの向こうにある倉庫室の中で、なにかが動く気配がした。







「っ……！」

　……それは、聞きき間ま違ちがいなどでなく。

　淡たん々たんと数を数える知らない男の声が、はっきりと聞こえてくる。

　すっかり凍こおりつくラウルたちの耳に、苦々しげな舌打ちと重苦しいため息が……。




「いやあああああっっっ！！！！！」

「って！」「ちょっ、待ってっ！　ひ、ひとりにしないでよっっっ!!」




　まるで新しん鮮せんなマンドラゴラみたいな悲鳴をあげて逃にげ出すフィノ。ラウルとアイリもあわてて後を追う。

「っ……！！？」

　竜りゆうに追いかけられる鷹たかのような勢いで階段を駆かけ下りて。売り場へ飛び込もうとしたフィノが、不意に足を止めた。

「っ、ど、どうした、フィノっ……」

「あっ……ああああれっ……」

　これ以上ないほど声をうわずらせるフィノの、震ふるえる指の先。

「っ……！」

　半開きになったバックヤードの扉とびらの隙すき間まからレジカウンタを見やったとたん、ラウルの心臓がぎゅっと縮みあがった。




『──一枚、二枚、三枚……』




　──黒く長い髪かみと、精気の感じられない漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　見慣れぬ若い女が一レジに立ち、慣れた手つきで紙し幣へいを数えている……！




『七枚、八枚、九枚……』

　ラウルたちがたたずむバックヤードまで聞こえてくる抑よく揚ようのない声。

『十枚、十一枚、十二枚……』

　全身の体温が失うせたような寒気。未体験の恐きよう怖ふに息が詰つまる。

『二十枚、二十一枚……』




　やがて紙幣を数え終わるなり、女……『一レジのユウコさん』はぴたりと動きを止め。

　……次の、瞬しゆん間かん。




『ああああああああああああああああああああああああああ！！！！！』

　ユウコさんが思い切り絶ぜつ叫きようした！




『なんでっ、なんでなんでっ、なんでなんでなんでなんでなんでなんでなんで何度数えても一枚足りないのよおおおおおまじ空気読めこのクソ五千ゴールド札があああああああ！！！！！』




　地じ団だん駄だを踏みつつ吠ほえながら、ユウコさんは手にした紙幣の束をマジカルメンコバトル世界王者決定戦決勝のような気き迫はくで床ゆかへ叩たたきつけ。レジカウンタ前の床へとダイブするなり黒くろ髪かみを振り乱してじたばたと暴れ出す！

『だいたいあたし今日はほとんど二レジにいたもん！　一レジなんて二回くらいしか使わなかったもん！　間違えたのあたしじゃないのに！　なんでなんでなんでなんでどうしてもうやだもうやだもうやだあああああああああああああああ！！！！！！！！！』

　……たっぷり一分ほど、そうしていただろうか。

　やがて動きを止めたユウコさんはよろよろと起き上がり、諦あきらめたような表情で床に散らばった紙幣を拾い集めるなりまた、その枚数を数え始める。

『一枚、二枚、三枚……──』




「──え、ええと……」

　……やたら人間味あふれる王都店の七不思議を前に、ラウルは思わず頭を搔かいた。

「なんかあれ、オバケっていうか……」

「……親近感湧わきすぎて、恐きよう怖ふ心しんもなにもないわね……」「ふええええ……」

　あきれ顔で相づちをうつアイリと、相変わらずビビりまくりのフィノ。

『……札よ増えろー……一枚増えろ増えろー……今度こそ二十二枚になーれー……っ！』

　ぶつぶつと念じながら紙幣を数えていたユウコさんがまた、ぴたりと動きを止める。

『二十枚っ！　二十枚っっっ!?　一枚増えるどころかさらに一枚減ったわあああああああああっっっ！！！！！』




「ってそれ、さっきお前が床に投げつけたせいだろっっっ！！！！？」




　……つい、我が慢まんできず。バックヤードから飛び出したラウルがツッコむと同時に、ユウコさんがばっと顔を上げる。




　じろりとこちらを睨にらむうつろな目。

　ぞくりとするラウルの前で、ユウコさんが口元を歪ゆがめた。




『──……あなたが隠かくしたのね？』

「っ!?」




　──刹せつ那な。

　高々とハサミを振ふり上げたユウコさんがラウルへ襲おそいかかった！







「くっ……！」

　頰ほおを走るチリリとした痛み。

　とっさに身を引いて致ち命めい傷しようを避さけ、ラウルはハサミを握るユウコさんの手首を押おさえようと手を伸のばす。

　……しかし。

「っ!?」

　ユウコさんの腕うでをすり抜ぬけて空くうを搔くラウルの指先。

　体勢を崩くずしたラウルにユウコさんのハサミが迫せまる！

『早く隠したお金出しなさいよおおおタケシがレストランで待ってるのおおお！』

「うわっっっ！！！！！」

　とっさに床へと逃のがれ、ラウルは思わず声をあげた。

「こいつ、物理攻こう撃げきが通じないのか！」

「だ、だからそう言ったろっっっ!?」

　涙なみだ目めで叫さけぶなり、扉の陰かげで震えていたフィノが売り場へ飛び出してくる。……って！

「おいっ、フィノっ！　出てくんなっっっ！」「フィノさんっ!?」

「ラウルっ、待っててっ！」

　ラウルたちの制止を振り切ってフィノが叫ぶ。

「いま、売り場から聖水を……っ!?」

　言いかけた言葉を吞のみ込み、フィノがその場でぴたりと立ち止まった。

「あっ……」

　──臨界点を超こえたみたいにがたがたと震え出す小こ柄がらな身体からだ。

　大口を叩いたくせに、ユウコさんと目が合ったとたん恐怖で動けなくなって。

　そんなフィノを見やったユウコさんが、光の無い目をすがめて笑った。




『タケシ待ってていいますぐレジ締しめ終わらせるからああああああああああ』

「フィノっっっ！！！！！」




　とっさにフィノを抱かかえてユウコさんの攻撃を避けるラウル。

　その瞬間、指先になにか硬かたいものが触ふれ……思わず、ラウルは目を丸くした。

「……フィノ、お前、背中になんかついてるぞっ？」

「えっ？」

　フィノの制服に張り付いた十センチほどの甲こう虫ちゆう。

　その正体に気づいたとたん、ラウルは思い切り叫んでしまう。

「って、これ、モウソウチュウじゃねえか！」

「も、モウソウチュウっっっ？」

「ああ！　こいつは周囲に幻まぼろしを見せる昆こん虫ちゆうタイプの魔ま物もので……って！」

　……くそっ、つまり、この状じよう況きようはそういうことだったのかよっ!?




　──次の、瞬間。

　すさまじい勢いでレジ前の平台へと駆け寄ったラウルが、陳ちん列れつされてたアイテムを取り上げるなりその安っぽいパッケージを一気にむしり取った！




「食くらえっっっ！！！！！」




　──網あみの部分に魔ま力りよくを流し、ハエやゴキブリアといった害虫を焼き殺す話題の（？）アイテム、『マジカル殺虫ラケット』。

　ラケットに焼かれたモウソウチュウがフィノの背中から転げ落ち、同時に、ハサミを振り上げるユウコさんの姿がふっとかき消えた。







「……ふう」

　殺虫ラケットを握にぎりしめて息を吐つくラウル。床に落ちた虫を見やり、フィノが蒼あおざめる。

「こ、こんな気持ち悪いのが背中についてたのっ!?　どうりで、さっきからずっと後ろになんか気配感じると思って……」

「……ごめんな、保護色使ってたから気づかなくってっ……」

　言いながら、先ほどユウコさんのハサミがかすめた頰へ指を当てる。薄うすく血が滲にじんでたハズの傷口は跡あと形かたもなく消え去ってて……いや、そもそも、傷口なんてモノはユウコさん同様に最初から存在しなかったんだ。

「どっから入り込んだか知らないけど、モウソウチュウはすげえ危険な魔物なんだ。取とり憑ついた相手の恐怖を読み取り、相手の魔力を利用して領域内に恐おそろしい幻を投とう影えいするんだけど、その幻に殺されたやつはほんとに死んじまって……」

「ま、幻なのに殺されちゃうのっっっ！」

「ま、フツーはせいぜい一メートルくらいの領域しか作らないんだけどな。……たぶん、お前のデタラメな魔力のせいで店一いつ軒けん丸ごと包むような領域になっちまったんだろ」

「……つまり、さっきからこのお店で起こってた異変の原因は、この虫だったのね」

　ほっとしたように呟つぶやくアイリに、ラウルが笑ってみせた。

「ああ。やっぱ、オバケなんているハズが……って、フィノ、どうした？」

「あ、あれっ……！」




　蒼ざめたフィノが震ふるえる指で指す方。

　……売り場の奥に、ぼんやりと浮かぶ人ひと影かげが見える。




　──まるで、長い旅から戻もどってきたように汚よごれた鎧よろいと兜かぶと。

　籠こ手てに包まれた腕に、白いウサギグマのぬいぐるみを抱だいて。

　勇者のような格好をした男の口から、絞しぼり出だすような声が漏もれた。




『──ドクケシソウヲ……クレ……』




「っ……！」

　すっかり凍こおりつくフィノとアイリ。思わず、ラウルもその場に立ち尽つくす。

　──これって、まさか、副店長が言ってた……！

　ちりちりと上半身に走る焦しよう燥そうに似た感覚。ラウルの本能が狂くるったように警告する。早く！　いますぐどこかへ身を隠さないとっ……！

「フィノっ！　アイリっ！」「「っ!?」」

　ふたりの腕をぐいと摑つかむなり、ラウルはかたわらに展示されていた特大サイズの魔ま法ほう冷蔵庫へ飛び込んだ！




「ら、ラウルっ？」「ちょっ、な……」

「しっ！」

　内側からドアを閉めたとたん、視界が闇やみに覆おおわれる。

「……息、潜ひそめろっ……このまま隠れて、あいつをやり過ごすんだ……っ！」

　勇者のオバケ……ラウルはぞくりと身み震ぶるいする。モウソウチュウは退治したハズなのに、いったいどうしてあんなモンが出てくるんだよっ!?

　……ていうか、ふと、ラウルは息を吞む。それはそれとして、さっきから右手とか左手に当たってるこの感かん触しよく、まさか……。

「……やっ！」「ら、らうるぅっ!?」

　探さぐるように指を動かしたとたんびくんと身じろぎし、なにかを堪こらえるみたいな声をあげる少女たち。って、このやわらかいものはやっぱりっ、フィノとアイリのっ……！

　あわてて身体を離はなそうとするものの、いくら７００リットルの大容量タイプとはいえ、三人も入ればそんな余よ裕ゆうはない。

　ぎゅうぎゅう詰づめで密着する少女たちの体温と感触。鼻び腔こうをくすぐる女のコの匂においを意識したとたんに心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようする。くそっ、な、なんて状況だよ……っ!?




　──きいぃ。

「っ!?」

　浮うわつく心に冷水を浴びせるように、軋きしむような音が聞こえてきた。




　きいぃ……ばたん。

　きぃぃ……ばたん。

　少しずつ近づいてくる音の正体に気づいたとたん、ラウルの心臓が縮み上がる。

　何者かが冷蔵庫の扉とびらを開けては閉める音。

　……まさか、あいつ、俺たちを捜さがしてるのかっ!?

　全身から血の気が引く感覚。蒼ざめたまま、ラウルはきつく唇くちびるを嚙かむ。……くそっ、俺はどうなっても、フィノとアイリだけは守らなきゃっ……！




　きぃぃぃぃぃぃぃ……
















　軋むような音とともに、闇の中に引かれた光の線が広がって。

　かたわらの少女たちが怯おびえたように息を吞み、身体を寄せ合って。




　覚かく悟ごを決めたラウルが飛び出そうとした、その矢先。




「……お前ら、なにやってんだ？」

　……冷蔵庫をのぞき込んだ赤毛の男が、なんだか戸と惑まどったように呟いた。




　　　　＊　＊　＊




「──……それで、冷蔵庫ん中にいたのかよー」




　ラウルたちが事の次し第だいを話すなり、副店長がからかうような口調で言い放つ。

「まったく、店戻ったら売り場にゃ誰だれもいねーし、冷蔵庫の隙すき間まからフィノ君のエプロンがはみ出してて、なにかと思ったら、オバケが出ただなんて……」

「って、笑い事じゃないですってっ！」

「そうですよ、バイザーくん？　冷蔵庫って内側からは開かない仕組みになってるし、下手したら、売れるまで気づかれずに閉じ込められたかもしれないのに……」

「って、ちょ、マジですか店長っ!?」

　……割と真ま面じ目めに危ないところだった。

　思わず声をあげるラウルの前で、副店長がけらけらと笑った。

「つーか、夢でも見たんだろー。だいたい、むかし勇者が倒たおれてたのがうちの店んとこってのはまったくのウソだしなー」

「って、ウソなのっ!?」

「あー、すまんな、フィノ君。冗じよう談だんだよ、冗談。うちの店、もともとは田んぼだったらしーし、出るのはせいぜい稲いねやカエルのオバケくらいなモンだって」

　悪びれもせず暴ばく露ろしつつ、副店長が肩かたをすくめてみせる。

「まー、だいたい、オバケなんてモン、いるハズが……」




「あら、むかしこの土地に勇者さんが倒れてたってお話、本当ですよー？」

「「「へっ？」」」




　とつぜん口を挟はさんできたセアラ店長の言葉に目を丸くするラウルたち。

　店長がにこにこしながらひとさし指を立てる。

「ほら、うちのお店の駐ちゆう竜りゆう場の隅すみに小さなほこらがあったでしょう？　この間みんなで草取りしたときにフィノちゃんがうっかり壊こわしちゃったあれが勇者さんの慰い霊れい碑ひなの。お陰かげでこの建物って、家賃がとっても安くて……」

「って！」「それじゃ、さっきのはっ……」

　思わず顔を見合わせるラウルとアイリ。

　……と。




「──ぴゃあああああああああっっっ！」




　……まるで、聖せい剣けんにでも貫つらぬかれたような声をあげ。

　魔ま王おうの血を引く少女が泡あわを吹ふいて店の床ゆかへと倒れ込んだ。







　第二章　「魔王の娘むすめさんがマジヴィ取材を受けるようです。」







『──ハァイ！　今週も始まりました大人気番組「突とつ撃げき☆となりのお店訪問っ！」略して「とつ☆みせっ！」……とゆーワケでワタクシっ、本日はサウザンドクロス商店街の「ミートショップ・クリムゾンビースト」さんにお邪じや魔ましておりまスー！』




　レジ前に設置された展示マジックヴィジョンの中。王都マジヴィいちの売れっ子巨きよ乳にゆう女子アナが、こぢんまりしたお肉屋さんの軒のき先さきでにこにこしながら手を振ふっている。




『こちらのお店の一番人気は、なんといっても天然真ドラゴンをゼータクに使用したドラゴンメンチカツっ！　元ドラゴンスレイヤーのご主人が毎朝ダンジョンに赴おもむいて一頭狩がりしてきたドラゴンを店先で捌さばきましてえっ、刺さし身みで戴いただけるくらいに新しん鮮せんなお肉をたっぷりと……っと、たったいま揚あげたてのアツアツが並んだようでスー！』




「わあっ、おいしそうううっ……！」

　きらきら輝かがやく蒼あおい瞳ひとみと、すっかり紅潮したあどけない頰ほお。

　画面いっぱいに映し出されたドラゴンメンチカツのオウゴンギツネ色に揚がった衣ころもに見とれつつ、魔王の血を引くバイトの少女フィノはよだれをたらさんばかりの顔をする。

「……って、フィノさんってば、仕事中なのにマジヴィばっかり見てちゃダメじゃない。まったく、魔ま人じんのくせにだらしない顔しちゃって……」

　そんなフィノと肩を並べ、あきれたように苦言を呈ていする蜂はち蜜みつ色の髪かみの少女。

「……そういうお前こそ、そんなに必死にマジヴィ見てたってメンチカツは出てこないぜ、『オールＡ』？」

「～っ!?」

　ラウルが指し摘てきしたとたん、たったいままでマジヴィに見入っていた『オールＡ』こと知勇兼けん備びの美少女アイリががばっと顔を上げるなり首を振った。

「ち、違ちがっっっ！　わ、私はただこのマジヴィの解像度が気になっただけでっ、べつにフィノさんみたいに仕事中にマジヴィ見てサボってたわけじゃっ……！」

『この断面をご覧ください！　サクサク衣の中からこのとーりっ、ジューシーな肉にく汁じゆうがどんどんあふれてっ……』

「うわあ、すごいっ！　肉汁がすごい勢いでしたたり落ちてるうううっ！」

「べ、べつに、メンチカツなんてちっとも興味ないしっ……」




　ぴくぴくと耳を動かしながらも強ごう情じようにマジヴィから顔を背そむけるアイリ。

　そんな部下たちのやりとりをよそに、マジヴィをチラ見したバイザー副店長がだるそうな顔でぼやいた。

「しっかし、マジヴィで紹しよう介かいされたらお客さんもいっぱい来るんだろーな……」




　……平日昼間のマジックショップ・レオン王都店。

　明るいテーマソングが流れる店内には、お客さんの影かげはただのひとつも見当たらない。

「……なんか、今日はまた一段とお客さんが少ないですね」

「どーせ、ライバル店が日ひ替がわりセールかなんかやってんだよー……」

　思わず呟つぶやくラウルの前で、副店長がゆううつそうに嘆たん息そくする。

「もー午後だってのに、まだ売り上げ10万ゴールドもいってねーし……っつーか今日の日割り予算１００万ゴールドだぞ？　いったいどーしろっつーんだよ……ほんと、店長が休みでおれが責任者の日に限ってどーしていつもこう……」

「ま、日ひ頃ごろの行いですかね……」

「あー、ところでラウル君、昨日入荷したばかりの新鮮な最新型マジヴィがあるんだがー、ラウル君もそろそろ新しいマジヴィに買い換かえる気はー……」

「……副店長、いくらお客さんがいないからって部下を接客しないでください」

　そもそも、そんなの買えるほど給料もらってないし……なりふり構わぬ上司に、ラウルはつい半眼になってしまう。

　ま、たしかに、買ったときからすでに型落ちだったラウルのアパートのマジヴィは相当な旧式もいいとこだけど、まだちゃんと映るし愛着もある。……そういやあれ、勇者予備校を首席で卒業したあとテンション上がっちまって、ほとんど勇者になったような気になって前祝いのつもりで買っちまったんだっけ。まさかその直後に勇者試験が廃はい止しされ、ショックで半年くらい部屋に引きこもってた間さんざんお世話になるとは……。

「副店長っ！」

　……と、感かん慨がいにふけるラウルの隣となりでフィノがぱっと顔を上げた。

「オレ様、まだ持ってないからマジヴィ欲ほしいっっっ！」

「おー、感心だねえフィノ君！　それなら、ちょーどピッタリの掘ほり出だし物ものがー……」

「副店長っ！　フィノにまで物売りつけようとするの止やめてくださいっ！」

「って、なんだよラウル君。フィノ君の社会勉強のためにもマジヴィくらいあった方がいーだろー？　……ははあ」

　ラウルの抗こう議ぎに副店長がニヤリと笑う。

「……さてはラウル君、フィノ君がマジヴィ見るために部屋に遊びに来るの、楽しみにしてるんだろー？」

「ふ、副店長と一いつ緒しよにしないでくださいよっ！　たしかにこいつマジヴィ目当てでしょっちゅう俺の部屋に来るし、いつの間にか予約録画のやり方まで覚えやがってっ……」

「ふはは！　《れんどらろくが》機能を使うと、まいかい予約しなくても勝手に続きを録とっといてくれるんだぞっ!?」

「……お陰で深夜にやってる人気なさそうな番組まで勝手に録りまくって、前にも増して俺んちに入いり浸びたるようになって、こっちはいい迷めい惑わくでっ……」

　──『ラウルっ、「竜りゆう戦記ドラゴンセブン」と「せいけん！」見せてー！』

　仕事から帰ったラウルがくつろいでるタイミングを狙ねらったみたいにチャイムを鳴らす隣りん室しつ住まいのフィノ。

　ためらいもなく上がり込んでくる魔人の少女はたいていの場合、既すでにお風ふ呂ろを済ませてて。しっとり濡ぬれたままの髪や薄うす桃もも色いろに染まった肌はだからは石けんのいい匂においがし、無防備な部屋着でラウルのベッドに寝ね転ころんではマジヴィを見たり、小さな足をぱたぱた揺ゆらしながら鼻歌交じりに王都新聞のマジヴィ欄らんをチェックしたりなんかして……。

「だって、人間の勉強するためにもっといろんな番組見たいしっ……それに、ラウルの部屋って居い心地ごこちいいんだもん！　オレ様の好きなお菓か子しもあるし、ベッドもふかふかでやわらかくて、ラウルの匂いがするしっ……」

「って、ふ、フィノっっっ！」

「ほほー、フィノ君ってばいつの間に、ラウル君のベッドを使うよーな関係に……」

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーっ！」

「ち、違ちがうってっっっ！　俺の部屋すげえ狭せまくて他ほかに座るとこないからこいつっ……」

　眉まゆをつり上げて叫さけぶアイリにあたふたと弁解するラウル。

「なー、どうだい？　せっかくだしアイリ君も一台、新しいマジヴィを……はっ」

　言いかけた言葉を不意に吞のみ込み、副店長が静かに首を振った。

「……いや、なんでもない。なんつーか、あまりにも思いやりに欠けた発言だったなー。すまん、忘れてくれー……」

「って、な、なんで謝るんですかっ!?　たしかに私もマジヴィ持ってないですけどっ、それは特に必要がないからだしっ、ＭエムＨエイチＫケーの集金も断りやすいしっ、だからそのっ、わ、私だって、べつにマジヴィ買うお金くらいはっ……」

「そういえばアイリ、今日のお昼も休きゆう憩けい室でなんにもかかってないスパゲティ食べてたけど、あれってそんなにおいしいの？　ねえ、こんどオレ様にも食べさせてっ！」

「～っ……！」

　あくまで無む邪じや気きなフィノを恨うらみがましげに睨にらむアイリ。……『オールＡ』のアイリが勇者予備校時代に受けてた奨しよう学がく金の返済、まだ当分は終わらないようだ。

　……と。

『──ではではっ、本日はサウザンドクロス商店街の「ミートショップ・クリムゾンビースト」さんからおおくりしましたーっ！』

　ラウルたちが喋しやべってる間に番組も終わりに近づいた様子。

　つけっぱなしのマジヴィから巨乳女子アナの明るい声が聞こえてくる。




『さてさてっ、次回の「とつ☆みせっ！」は、裏通りにある魔ま法ほう道具店、「マジックショップ・レオン王都店」さんからおおくりしまスー！』

「「「「……へっ!?」」」」




　寝ね耳みみにスライムな予告に揃そろって声をあげるスタッフたち。

　ほぼ同時にレオン王都店の入り口ドアが勢いよく開くなり、店内に現れた巨乳女子アナがにこにこと挨あい拶さつする！

「ハァイ！　今日はーっ！　ワタクシ、王都マジヴィのアナウンサー、ナナオ・アイレルと申しまスー！」

　キャミソールからあふれそうな胸と、マジヴィでお馴な染じみのハイテンションな笑え顔がお。

　マイクを手に自己紹介する女子アナの後ろからは、ごてごてしたマジヴィカメラや魔法集音マイクといったプロ用機材を抱かかえたマジヴィ局の一行がぞろぞろと入ってくる。

　……って、ど、どうなってんだよっ!?

「すごいっ、マジヴィに出てたおねーさんだっっっ！」

　ついさっきまでマジヴィに映っていた女子アナの来店に表情を輝かせるフィノ。ぽかんとするラウルたちを尻しり目めに店内を見み渡わたし、女子アナが「わああっ」と歓かん声せいをあげた。

「ご覧くださいみなさんっ！　イマドキちょっとめずらしいっていうか、レトロっていうか、落ち着くっていうか、なんだかとっても懐なつかしいカンジのするお店でスねーっ！」

　……ものすごく遠回しに店の古さをディスりつつ、ふと副店長に目を留めた女子アナがぺこりと頭を下げる。

「あ、どーもでスー。今回、王都マジヴィの人気番組「とつ☆みせっ！」でこちらのお店を取材させて戴いただくことになりましてーっ、いろいろとご迷惑をお掛かけするかもでスが、どーぞヨロシクお願いしまスー！　こちら、つまらないモノでスがーっ……」
















「は、はあ、どーも……」

　まるでスライムが水みず鉄でつ砲ぽうでも食くらったような顔で、差し出された銘めい菓か『フェニックスの玉子』の菓か子し折おりを受け取るバイザー副店長。

「ねえねえっ、おねーさんっ！」

　そわそわと様子をうかがってたフィノが、やがて我が慢まんできなくなったように声をあげた。

「取材ってことはもしかしてっ、オレ様たちもマジヴィに映れるのっっっ!?」

「はいっ、もちろんでス！　どーぞヨロシクお願いしまスーっ！」

「わーいっっっ！！！！！」

　女子アナの言葉にぴょんぴょん飛とび跳はねるフィノ。

「ち、ちょっと待って下さいっ！」

　……と。ようやく我に返った副店長が、菓子折りを抱えたままあわてた様子で口を開いた。

「き、急にそー言われても、その、こちらにも用意ってもんがー……」




「──ま、10％ってとこかなー」




　──不意に聞こえてくる声。

「「「「っ!?」」」」

　ラウルたちが顔を向けると、店の入り口にサングラスを掛けたひとりの男が立っている。

　片手に握にぎられた黄色いメガホンと、腰こしの回りにプロデューサー巻きされたシャツ。マジヴィ局一行から歩み出た男はこぢんまりした王都店内を見渡し、なんだか難しい顔でぶつぶつと独りごちる。

「さーて、いったい、どう料理するかなー……」

「……あ、あのう、そちらの方はー……」

「はいっ！」

　おずおずと訊たずねる副店長に、女子アナが元気よく頷うなずいた。

「そちらは当番組の演出ディレクターさんでスー！　手がけた番組はことごとく大ヒットっ！　通つう称しよう『視し聴ちよう率りつスカウター』なんて呼ばれてる超ちよう有名な名物ディレクターさんでしてっ、なんとロケーションや人物を見ただけで本放送時の視聴率が予測できるんでスよー！」

「視聴率が分かる、ってー……」

「──０％」

　バイザー副店長をちらりと見やるなり、ディレクターがあっけらかんと評してくる。

「いてもいなくても視聴率にはまったく関かん与よしないレベル。まあ、背景みたいなもんだから、ぎりぎりボクちゃんのカメラに映ることを許可してもいいかなー？」

「は、背景っっっ？」

「ま、待って下さい！　これでもいちおう、うちの副店長なんですよっ!?」

「……あ、あのー、ラウル君、『いちおう』、ってのは余計じゃないかいー……？」

　……ラウルの弁護になんだか複雑な表情を浮うかべる副店長。

「ふうん……」

　詰つめ寄よるラウルを一いち瞥べつし、ディレクターがなんだかつまらなそうに嘆たん息そくした。

「──マイナス５％……キミさあ、悪いんだけど画面外に下がっててくれるかなー？」

「って、なんで俺映すと視聴率下がるんですかあああああっっっ!?」

「うーん、あと、他に使えそうな素材は……と」

　抗議するラウルをあっさり視界から追い出し、真しん剣けんな表情で店内を見渡すディレクター。

　鋭するどく油断のないその視線がふと、ある一点でぴたりと留まった。




「──10％！」

「「っ!?」」




　ディレクターが向けたメガホンの先で目をぱちくりさせるフィノとアイリ。

　そんなふたりに駆かけ寄るなり、ディレクターが興奮したように叫んだ。

「素す晴ばらしいよキミたち！　貧ひん乳にゆうのキミもロリ顔のキミも、ウチのナナオちゃんの巨きよ乳にゆう女子アナ属性を補完してあまりある逸いつ材ざいだ！　キミたちを画面に映しただけで、ふたり合わせて視聴率10％アップはもう確実だね！」

「ひ、貧乳っ？」「……ろりがお？」

　思わず声をあげるアイリと、きょとんとした顔で首を傾かしげるフィノ。

　なんだかいいことでも思いついたようにディレクターがぽんと手を鳴らす。

「よしきた！　さっそくアイデア湧わいちゃったね！　ナナオちゃんが店内に入ったら、たまたまキミたちが着き替がえの真っ最中だったハプニング！　これで瞬しゆん間かん最大視聴率25％は堅かたい！」

「ハプニングってそれっ、思いっきりヤラセじゃないですかっっっ！」

「……ちょっとちょっと、キミねー、人聞き悪いこと言わないでくれるかなー？　こーゆーのはヤラセじゃなくて演出って言うんだよー？　だいたいさー、素人しろうと相手の取材じゃ、どんなハプニングがあったっておかしくないでしょー？」

「だからって、マジックショップの売り場で女性スタッフがナマ着替えしてるなんて不自然すぎますっ！」

「ちっちっちっ、そこをどーにかこーにかして撮とるのがボクちゃんこと演出ディレクターの腕うでの見せどころでしょー？　ま、安心しちゃってよ。見えちゃいけない部分は謎なぞの光で隠かくすからさー」

「なんなんですか謎の光ってっ!?」

　余よ裕ゆうにあふれたディレクターの言葉に、ラウルは思わず声を荒あららげた。

「ていうか、『とつ☆みせっ！』ってナナオさんとお店の人のふれあいを中心にした人情味あふれる番組ですよねっ？　そーいうお色気ハプニングとかいりませんよねっっっ!?」

「あっ、それなんでスけどー……」

　と、様子を見ていた巨乳女子アナが不意に横から口を挟はさんでくる。

「じつは、前の担当ディレクターさんが飲酒運転で降格されちゃいましてー、今回からディレクターさんが代わったんでスよー」

「い、飲酒運転っっっ!?」

「はいー。なんか、夏休みのバーベキューではっちゃけすぎちゃったみたいでしてー、キメラビールを十本空けたあと、自家用ドラゴンを暴走させてメインストリートの魔法信号機に超ちよう音おん速そくで突つっ込こんじゃったんでスよー。さいわい巻き込まれた人はいませんでしたし、オリハルコン加工の特注竜りゆう車しやに乗ってたお陰かげで本人もムチウチだけで済んだんでスけど……お酒って人を変えちゃうってゆーか、ほんと、怖こわいですよネー……」

「はあ……」

　……思わず遠い目をしてしまうラウルの前で、女子アナがにっこりと笑った。

「とゆーワケで、今回がスタッフ一新の新体制で行われる『とつ☆みせっ！』一回目の収録でしてー……でもでもっ、どーかご安心くださいーっ！　新しいディレクターさんは、斬ざん新しんな演出でいくつもの深夜番組をヒットさせた超ちよう敏びん腕わんディレクターさんで、ワタクシも大ファンなんでスよーっ！」

「まあ、どっちみち『とつ☆みせっ！』はマンネリ化が激しくって視聴率落ちてきてたからねー。でも、このボクちゃんが来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶ！　いままでのヌルい雰ふん囲い気きは払ふつ拭しよくし、とことんエンタメ路線をつきつめて王都マジヴィの超人気番組に育てちゃう感じだからさー！」

「で、でも、そういうオリジナルの良さを否定するようなテコ入れって、死亡フラグのような気が……」

「大丈夫だいじょーぶ！」

　おずおずと呟つぶやくラウルに、ディレクターがからからと笑ってみせる。

「ボクちゃんには、打ち切り寸前だった地味ーな園芸番組を、大人も子どもも楽しめるバラエティ園芸演芸番組に路線変へん更こうさせてゴールデンにまで進出させた実績とかもあっちゃったりするしー！」

「って、園芸と演芸って単なるダジャレじゃないですかっっっ!?」

「はい、ぶっちゃけ局内でもそう言われてたんでスけどー、『コント・やくそう』とか、『マンドラゴラ漫まん談だん』とか、『デビルアブラムシ早駆く除じよ選手権』みたいな独創的な企き画かくを次々に投入して大人気を博したんでスよーっ」

「まあ、そのあと立ち上げた『有名人の庭にこっそり種を蒔まいて来よう！』コーナーで、某ぼう大物演歌歌手んちの庭に勝手にマカイミント蒔いたのが問題になって打ち切られちゃったんだけどさー」

「カンペキに整備された純王都風庭園がたった一夜にしてジャングルと化しちゃいましたからネー……マカイミントの繁はん殖しよく力ほんと怖いでスーっ」

「それどんな生物兵器ですかっっっ！」

「ちなみに、いろんな魔ま法ほう除草剤ざいをいくら試ためしても駆除できなかったもんだから持ち主さんもすっかり諦あきらめちゃってさあ、いまじゃ放ほう棄きされた屋や敷しきごとダンジョンになっちゃってるらしいねー？　ああ、心配しないで。訴そ訟しようの方はちゃあんとコレで解決したから」

「その話のいったいどこに安心すればいいんですかあああっっっ！！！！？」

　あっけらかんと笑いながら指でゴールド硬こう貨かの形を作ってみせるディレクター。……って、大丈夫か、この人っ!?

　全力でツッコむラウルを尻しり目めに、ディレクターが「うーん」と小さく唸うなる。

「……でも、たしかにキミの言うとーり、売り場で着替えってのはさすがに、ちょっと不自然かもしれないか……」

「そ、そうですよっっっ！」

　激しく同意するラウルの前で、ディレクターがメガホン片手に頷いた。

「よーし、じゃあ、司会のナナオちゃんが店に入ったらなぜか誰だれもいなくて、困ったナナオちゃんがカメラと一いつ緒しよに裏を覗のぞいたら、そこのロリ顔と貧乳のカワイコちゃんたちが着替え中だったって設定で行ってみよーか！」

「っっっ!?」「い、イヤですっっっ！」

　ディレクターの提案に赤面し、声をうわずらせるフィノとアイリ。

「あー……」

　……と、先ほどから様子をうかがっていたバイザー副店長が、見かねたように口を開いた。

「待ってください、ディレクターさん。マジヴィ取材の件はまー、ありがたいんですけど、ウチでお預かりしてる嫁よめ入いり前の大事な部下たちに、いくらなんでもそんな真似まねをさせるワケにはいきません」

「「「副店長っ……！」」」

「そのー……申し訳ないんですが、今回はお引き取り戴いただけませんか？」

　横暴なディレクターを制止するように、副店長がきっぱりと言い放つ。

　さすがは副店長だっ……！　あくまで毅き然ぜんとした上司の態度に、ラウルはなんだか感動してしまう。普ふ段だんはいまいちやる気がないように見えるけど、言うべきことはちゃんと言うし、今日みたいに部下を庇かばったりして……やっぱり、副店長は頼たよりになるなっ！

「──ふーん、そっかー……」

　くるくるとメガホンをまわしつつ、ディレクターが思い出したように独りごちた。

「あ、そーいえば、今度ボクちゃんの甥おいっ子こが結けつ婚こんするんだけど、新生活に必要なマジックアイテム一式をお祝いにプレゼントしようと考えててさー。副店長ちゃんさえよければ、取材後に現金一いつ括かつで購こう入にゆうしちゃおーかなんて……」

「当店スタッフで良ければなんなりと協力させて戴きますっっっ！」

　コンマゼロ秒でころりと態度を変えるなり、とびきりの営業スマイルを浮かべた副店長が全力で揉もみ手でをする。

　……って！

「ちょ、副店長っ！　たったいま断ったとこじゃないですかっっっ！」

「すまん、ラウル君。君ら部下も大事だが、目先の売り上げはもっと大事なんだよ……」

「だ、だからってっ……！」

「まーまー、落ち着いてよ、そこの視し聴ちよう率りつマイナスくん」

「誰が視聴率マイナスですかっ!?」

　気け色しきばむラウルをあっけらかんとなだめつつ、すべての元げん凶きようたるディレクターが口を開いた。

「ちょっとキミ、考えてみてよー？　王都の人口は城じよう壁へきの内外合わせておよそ百万人。視聴率が１％上がれば一万人の目に触ふれる計算になるでしょー？　ボクちゃんに素す直なおに協力してくれれば、このお店の宣伝効果、ちょっとすごいことになっちゃうと思わないー？」

「さー、フィノ君、アイリ君、頼たのんだぞーっ！」

「「「副店長ーっっっ！！！！！」」」

　……いつの間にかすっかりディレクター側についたバイザー副店長。

　急せかすように手を叩たたきつつ、副店長がラウルを見やる。

「ほらほら、ラウル君も黙だまってディレクターさんに協力する！　……あ、そうだ、みなさん喉のどなんか渇かわいてません？　ジュースでも買ってきましょうかっ？　もしもお疲つかれならビンテージモノのポーションもありますよーっ？」

「いやー、お気き遣づかいなく。……っと」

　副店長の申し出をさらりと流し、売り場に目を留めたディレクターが声をあげた。

「おっ、その魔法冷蔵庫、なかなかイイねー！。ナナオちゃんがなにげなく扉とびらを開けたらコワーイ魔ま物ものが飛び出してくるとか、もしくは、そこの金きん髪ぱつカワイコちゃんが水着姿で閉じ込められてるのも悪くないねー」

「って、な、なんで私が水着でそんなとこ入ってなきゃいけないんですかっ!?」

「……あのさあ、大事なのはインパクトがある画えでしょー？　理由なんて、うっかり制服を汚よごしちゃったものの着替えがなく、しかたなく水着姿で冷蔵庫を掃そう除じしてたキミがうっかり閉じ込められちゃった的なもので充じゆう分ぶんなんだよー？」

「わ、私はそんなことしませんっっっ！」

「おっと、このマジカルマッサージャー、使えるかもー……」

　アイリの抗こう議ぎに耳も貸さず、売り場にあったマッサージ機を手に取るディレクター。

　って、なんなんだよ、あのディレクターさんっ……！

　……なんだか不安を感じつつ、ラウルはかたわらの少女たちに耳打ちした。

「おいっ、どうするっ？　なんか、副店長はすっかり乗り気みたいだけどっ……」

「でも、あの人、マジヴィに映れば、お店にお客さんがいっぱい来るって……」

　ラウルとアイリの顔を見上げ、フィノがおずおずと口を開く。

「……副店長が前に言ってたけど、お客さんが少なくて『うりあげよさん』っていうのが達成できないと、お店や店長が怒おこられちゃうんだろ？」

「それはっ……」

　思わず口ごもるラウルの前で、アイリがふっと目をすがめた。

「……私と、フィノさんと。去年よりふたりもバイトが増えてるのに、ライバル店のせいで売り上げは下がってるし、このままだといずれ人を減らさなきゃいけなくなっちゃうかも。もしかしたら、お店を閉めることに……」

「お店、つぶれちゃうのっっっ？」

　びっくりしたように聞き返すフィノに、アイリが「ええ」と頷うなずいてみせる。

「副店長はきっとそれを分かってて、私たちのお店を守るために断腸の思いでディレクターさんに協力を申し出……」

「……日割りさえっ……日割り売り上げ予算さえ達成できりゃ、とりあえず今日は店長に怒られないで済むっ……」

「と、とにかくっっっ！」

　……隅すみっこで独りごちる副店長の言葉はとりあえず聞かなかったことにして、アイリが小さく息を吐はいた。

「私たちのお給料分は私たちが稼かせがないとね。……不本意だけど、協力するしかないわ」

「お、オレ様も頑がん張ばるっ！」

「いや、たしかに、うちの店にとってこんなチャンスめったにないけど……でも、お前らほんとにいいのかよっ？」

「っ……う、ううっ……」

「ま、まあ、見えちゃいけないところは謎なぞの光で隠かくしてくれるって言うし……」

　はにかむように頰ほおを赤らめて頷くフィノとアイリ。

「──どーだい、フィノ君、アイリ君、決心はついたかいー？」

　そんな少女たちに、副店長が気安く声を掛かけてくる。

「なーに、何事も経験だよ。こんなの、いったんやっちまえば、なんてことは……」




「──……バイザーくん、なにやってるんですか？」




　とつぜん背後から聞こえてくる聞き慣れた声。

　反射的に振ふり返かえったラウルたちの視界に、ふわふわした栗くり色いろの髪かみが飛び込んだ。

「「「店長っっっ！」」」

「き、今日は公休のハズじゃっ……」

　意外な人物の登場に思わず叫さけぶラウルらと、声をうわずらせる副店長。

　すっかり動どう揺ようする部下たちの前で、栗色の髪の美少女……セアラ店長が淡たん々たんとしたまなざしを副店長に向ける。

「忘れた書類を取りに来たんですけど……バイザーくん、部下にいったい、なにをさせようとしてたのかしら？」

「い、いや、そのっ、これはおれじゃなくっ、そっちのディレクターがっ……」

「ディレクター？」

　……と。




「──10％！」




　興奮したように叫ぶなり副店長を押しのけ、店長のたおやかな手を取ったディレクターがものすごい勢いでまくしたてる！

「すごい！　すごいよ！　たったひとりで視聴率プラス10％なんてトップアイドルレベルの逸いつ材ざいだ！　いいねえ！　これは画えになるねえ！　あ、ボクちゃんはこーゆーものです。じつは、このたびこちらのお店を取材させてもらおーと……」

　セアラ店長に名めい刺しを渡わたし、事情を説明するディレクター。

　ややあって……。

「──なるほど、お話は分かりました」

　ひとしきり話を聞いた店長がこくりと頷き、改めてディレクターを見やった。

「でも、フィノちゃんとアイリさんにそんなことさせるわけにはいかないし。……もしも可能なら、着き替がえのシーンはわたしが、ひとりでやります」

「って、店長っ!?」「おいっ、マジかよっ!?」

　あわてて叫ぶラウルと副店長。

「お、オレ様もっ！」

　……と、様子をうかがっていたフィノがかたわらで決意に満ちた顔を上げる。

「店長がやるならオレ様もやるっ！」

「フィノちゃん……無理しなくても、いいんですよ？」

「ううんっ！　店長はオレ様の目標だし、オレ様も頑張らないとっ！」

「わ、私もっ！　フィノさんには負けられないしっ、私も協力しますっ！」

「店長だけに恥はずかしいことさせるワケにはいかないもんっ！」

「フィノちゃん、アイリさん……ふたりとも、ありがとう」

　部下たちの健けな気げな申し出に目を細め、にっこりと微笑ほほえむセアラ店長。

　……ていうか。尊敬のまなざしで店長を見やるフィノとアイリの様子に、ラウルは思わず半眼になってしまう。

　店長って、売り上げのために自分のセクシーブロマイドを特典にしたり、ミスコンで優勝してお客さんとの約束を守るために水着ポロリを仕組んだりするような人だし、そもそもフィノが言うように恥ずかしがってないっていうか、むしろノリノリなんじゃ……。

「素晴らしい！」

　メガホンをぽんぽんしつつ、ディレクターが興奮したように叫ぶ。

「これなら視聴率50％超ごえも夢じゃないね！　さあ、さっそく始めようか！」




　　　　＊　＊　＊




「──ハァイ！　今週も始まりました大人気番組「突とつ撃げき☆となりのお店訪問っ！」略して「とつ☆みせっ！」……とゆーワケでワタクシっ、本日はエルム地区の裏通りにある「マジックショップ・レオン王都店」さんにお邪じや魔ましておりまスー！」




　マイクを片手にハイテンションな声をあげる巨きよ乳にゆう女子アナ。

　マジヴィカメラにウインクし、女子アナがわざとらしく店内を見み渡わたす。

「……っと、なぜか誰だれもいないよーでスが……あのー、すみませーん……」

　言いながらずかずかとバックヤードに踏ふみ込む女子アナとカメラ。

　次の瞬しゆん間かん、狭せまいバックヤードで着替えていた半はん裸らの少女たちが、あっけにとられたように目を瞬しばたたかせた。

「っっっ！」
















「いやー」

「きゃー、見ないでー」

　まばゆい肌はだを包むかわいらしい下着。

　やわらかそうな胸のふくらみを両手で隠し、少女たちが口々に悲鳴をあげる。

「──視し聴ちよう率りつ20％！」

　メガホンをぽんぽんしながら、ディレクターがひょいと首をひねった。

「うーん、おかしーなー……計算ではこの時点で25％いけるハズなのに、視聴率スカウターとまで呼ばれるボクちゃんの第六感と５％ほど乖かい離りがあるねー。いったい、なにが悪いんだろう？」

「……そりゃ、店長たちの悲鳴が明らかに棒だったり、最初からめちゃめちゃカメラ目線だったりするからじゃないですかね……」

　半眼でぼやくラウルの前で、ディレクターがぽんとメガホンを叩く。

「そうか！　あそこの鏡にキミの服の端はしが映り込んでたのが原因だ！」

「って、俺の分のマイナス５％っ？」

「キミさー、そーやって画面の端をちょろちょろしてないで、ちょっと店の外出ててくれない？　あとから編集で消してくの、けっこー大変で……」

「なんで俺だけ消されること前提なんですかあああっっっ！」

　思わず声をあげるラウル。

　と、売り場の方から現れた若いＡＤがディレクターに向かって会え釈しやくした。

「ディレクター、売り場の仕込み、指示通り完かん了りようしましたー！」

「し、仕し込こみっ!?」

「はいはい、ご苦労さまー」

　オウム返しするラウルの前で、ディレクターがよいしょと腰こしをあげる。

「じゃ、準備もできたみたいだし、お仕事パート行っちゃおう！　ほら、ナナオちゃん、カメラちゃん、みんなこっちこっち！」

「って、あの、ちょっと！」

　……なんだかイヤな予感を覚えつつ、ラウルも売り場へ向かった。




　　　　＊　＊　＊




「わあっ、もうコタツが置いてあるんですねー！」

　ディレクターが捧ささげ持もつ『マジカルコタツ』と書かれたカンペをちらりと確かく認にんし、さも自分から興味を持ったかのように足を止める女子アナ。

　女子アナの後をぴょこぴょことついてきたフィノが胸を張る。

「くく……甘いなっ！　『もう置いてある』んじゃなく、『まだ置いてある』だ！」

「ま、『まだ置いてある』ーっ!?」

「ああ！　そのコタツは去年の冬からずーっと売れ残ってる『ふりょーざいこ』で、副店長がいつも邪魔だって……むぐっ」

「意外に一年中問い合わせがあるから、在庫で置いてるんですよー？」

　フィノの口をやさしく塞ふさぎつつ、セアラ店長がにこにこと説明する。

「そちらは去年の人気のタイプで、ふとんに織り込まれた魔ま導どう繊せん維いがセンサーになってるから居い眠ねむりしても風邪かぜを引かないし、とっても寝ね心地ごこちがいいんです」

「へえっ、便利なんでスねー！」

　──『コタツに入れ』。ディレクターのカンペに目を走らせ、女子アナが声をあげた。

「あのっ、ちょっと試ためしてみてもいーでスかっ？」

「あっ、オレ様も入りたいっ！」

　言いながら、女子アナとフィノがすかさずコタツへもぐり込む。

「うわあっ……初めて入ったけどっ、コタツってなんかすごい楽しいなっ！」

「このおふとんっ、たしかに、とーっても、肌はだ触ざわりが……っ!?」

　──不意に動きを止める女子アナ。

　ほぼ同時に、フィノがびくりと背筋を伸のばした。

「フィノちゃん、どうしたの？」

「んっ、な、なんかっ、あったかいのが足をぺろぺろしてっ……やっ」

　くすぐったさを堪こらえるみたいにびくびく震ふるえながら店長の問いに答えるフィノ。こたつぶとんをおそるおそるめくるなり、女子アナが大きな悲鳴をあげる！

「な、中になにかいまスーっ!?」

「えっ……っっっ！！！！？」

　女子アナの叫び声とともにコタツからあふれ出してくる触しよく手しゆのかたまり。

　あわてふためく女子アナとフィノを見やり、ディレクターが「よしっ！」っとガッツポーズを決めた！

「──30％！」

「って、魔ま物ものを仕し込こむとか、なにやってるんですかっっっ！！！！！」

　思わず声を荒あらげるラウルの前で、おそらくこの触手を仕込んだ張本人のディレクターがあっけらかんと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶだいじょーぶ！　見た目はちょっとアレだけど、無む菌きん養よう殖しよくされてるマカイテヅルモヅルちゃんは無害で大人しいからねー。さいきんバラエティ番組で引っ張りだこな魔物だけど、なにをかくそう、いちばん初めに使ったのはこのボクちゃんなんだよー？」

「知るかっっっ！！！！！」

　全力でツッコむラウルをよそに、ディレクターがメガホンを振ふり上げた。

「さあ、まだまだいろいろ仕込んであるからねー！　ナナオちゃんっ、次はそっちの洗せん濯たく機き行ってー！」




　　　　＊　＊　＊




「きゃあああっ、ど、ドライヤーから髪かみの毛けが吹ふき出して来まシたーっ！」

「──予期せぬハプニング、31％！」

「ラウルうっ、レジチェックしてたらいきなり１００Ｇが指嚙かんだようっっっ!?」

「──涙なみだ目めで助けを求めるロリ顔ちゃんで40％！」

「や、やだあっ！　どうしてマジックレンジの棚たなにこんなモノが並んでるのーっっっ!?」

「──棚に『アレ』を見つけて動どう揺ようするウブな貧ひん乳にゆうちゃんで50％！」

「ち、ちょっとっ、ディレクターさんっ、やりすぎですってっ！」

「──……視聴率マイナスくんの横やりで一気に10％」

　思わず制止するラウルを見やり、嘆たん息そくするディレクター。

「……キミさあ、ほんと困るんだけど？」

「そういう場合じゃなくてっ……!?」

「「「「～っっっ！！！!?」」」」

「あらあら、火災用スプリンクラーがとつぜん誤作動して、制服がびしょ濡ぬれになっちゃったわー？」

「やああっ、服っ、透すけちゃいまスーっ！」

「せ、制服が肌に張りついて気持ち悪いよおおおっ……！」

「やっ、やだっ、見ないでっ！　撮とらないでえええええっっっ！」

「──視聴率１２０％！」

　惨さん状じようを呈ていする店内でメガホンを握にぎりしめたディレクターが興奮したように叫さけぶ。

　……と。




「違ちがう……」

　びしょ濡れになった身体からだをかき抱いだき。うつむいていたフィノがふと、小さな声で呟つぶやいた。

「なんか、これ……違うっ……」

「……フィノ？」

「──こんなの、いつものオレ様たちのお店じゃないっ……！」




　強い口調で言いながらきっとディレクターを見上げるフィノ。

「って……」

　まっすぐな少女の視線に少しだけ怯ひるみ、ディレクターが肩かたをすくめてみせた。

「そりゃ、そーかもだけどー……でも、そのまま撮ったら地味すぎて視し聴ちよう率りつ稼かせげないでしょー？　視聴率が悪ければこの店の宣伝にはならないしさー？　だからボクちゃんは、こーやって多少の演出を……」

「でもっ、地味だっていいのはいっぱいあるもんっ！」

　ディレクターの言葉を遮さえぎってフィノが叫ぶ。

「たとえばっ、いま夜中にマジヴィでやってる『せいけん！』とかっ……」

「「『せいけん！』っ？」」

「うんっ！」

　オウム返しするディレクターと女子アナに、フィノがこくりと頷うなずいた。

「昔やってた番組の『さいほうそう』らしいんだけど、聖せい剣けんを抜ぬいた勇者のパーティーがほとんど冒ぼう険けんしないでいっつも街の周りでスライムなんかと戦ってるお話なんだっ！　すっごく強い敵が出てきたり、すっごい事件が起こったりとかするわけじゃないんだけど、みんな仲が良くて、あったかくて、楽しい感じでっ、なんか、いつもうちのお店で働いてるときのこと思い出してっ……ねえっ、ああいうのはできないのっ？」

「っ……」

　フィノの真しん摯しな訴うつたえになぜか黙だまり込んでしまうディレクター。

　ややあって、メガホンを握りしめたディレクターがぽつりと呟いた。

「──あれ、再放送してたのか……」




「……？」

　ディレクターの言葉にきょとんと目を瞬まばたかせるフィノ。

　そんな少女とディレクターを交こう互ごに見やりつつ、ふたりのやりとりを聞いていた巨きよ乳にゆう女子アナがおずおずと口を開いた。

「……『せいけん！』は、ディレクターさんが初めて担当した作品なんでスー」

「「っ!?」」

　思わず目を丸くするラウルたちの前で、女子アナが残念そうに目を伏ふせた。

「でも、視聴率が取れなくて、すぐ打ち切りになっちゃって……それからでスよね。ディレクターさんが、こんなに視聴率にこだわるようになったのって」

「っ…………」




　──しばしの、沈ちん黙もく。

　やがて、神しん妙みような面おも持もちを浮うかべたディレクターがおもむろにカメラへ手を伸ばした。

「──どうやら、ボクちゃんが間ま違ちがっていたようだねー……」

　言いながら、マジヴィカメラのフィルムをびーっと引き出すディレクター。

「っ……！」

　思わずぽかんとするラウルたちの前で、ディレクターが静かに首を振る。

「視聴率ばかり気にして、肝かん心じんなことをすっかり忘れてたよ……この番組で伝えるべきものはお色気なんかじゃない。まるで視聴者も一いつ緒しよにお店にいるような気持ちにさせてくれるような、幸せな空気感だったんだ」

「～っっっ！」

　とたんにぱっと表情を輝かがやかせるフィノ。

　かたわらで様子を見ていたラウルたちも、思わず胸をなで下ろす。

「っ、良かったっ……」

「いくらお店の宣伝でも、さすがにいつもと違いすぎだったものね」

「フィノちゃんの言うとおり、いくら宣伝になるとしても、お店のイメージが伝わらなきゃ駄だ目めですしね」

「そーそー。じつは、おれも最初っからそー思ってたんだよー！」

「……副店長」

　つい半眼になってしまうラウルの前で、ディレクターさんが明るく顔を上げた。

「さあ、みんな、最初から撮り直そうじゃないか！　この店の本当の良さを！」

　晴れやかな声で言いながら、たったいまボツにした撮さつ影えい済みフィルムのかたまりを無造作に放ほうり投げるディレクター。

　……と。

「あっ」

　ころころと床ゆかを転がったフィルムは、ＡＤが店へ運び入れた大きなトランクにぶつかって。弾はずみで倒たおれたトランクから黄金色の影かげが飛び出した！




「な……っ!?」

　──売り場に響ひびく低いうなり声。

　トランクから現れたトラ型の魔物が牙きばを光らせ、すぐ側そばにいたフィノへ躍おどりかかる！




「～っ！！！！？」「フィノっっっ！！！！！」




　とっさにフィノの腕うでを摑つかむラウル。しかし、間に合わない！

　ラウルが少女の身体を引き寄せるより早く、魔物の牙がフィノに襲おそいかかった！




「って……」

　……鋭えい利りな牙の間で揺ゆれるレオンの女子制服スカート。

　もぐもぐと布きれを咀そ嚼しやくする魔物の前で、スカートを剝はぎ取られたフィノがあわててしゃがみ込む。

「や、やだあああああああっっっ！」

　……って、スカートだけを狙ねらうとかなんなんだよこのエロ魔物っ!?

「ああ、リュウセイタイガーちゃんじゃないか」

　あっけにとられるラウルの前で、ディレクターがしれっと口を開いた。

「リュウセイタイガーもとい、俗ぞく称しようスカートメクリタイガー。大陸の南方に生息する魔物なんだけど、女子のスカートそっくりなリククラゲの一種を主食にしてるもんだから、スカートを見ると剝ぎ取って食べちゃう習性があってねー？　お色気ハプニング演出にピッタリだと思って、ボクちゃんがこっそり密輸入を……」

「あんたは大おお馬ば鹿かかあああっっっ！」

「っ、この間合いじゃ《魔力弾バイル・シヨツト》も使えなっ……いやあああっ！」

「きゃっ！」

「『オールＡ』っ！　セアラ店長っ！」

　ラウルの目の前であっという間にスカートを奪うばわれてぺたんと床に座り込む少女たち。

　すっかり戦せん闘とう能力を失ったアイリがぱっと頰ほおを赤らめる。

「やっ、み、見ないでえええええっっっ！」

「……あらあら、ズボンで来れば良かったわ」

　半泣きで叫びながら恥はずかしそうに太ももをすり寄せるアイリと、上着の裾すそで下着を隠かくしながらのんきに呟くセアラ店長。

　美味うまそうにスカートを食はむ魔ま物ものを見やり、ディレクターがあははと笑った。

「いやあ、まいったねー。こいつが街に逃にげたら、さすがに一大事っていうか……」

「……くそっ！　副店長っ、入り口の扉とびら閉めてくださいっっっ！」

　叫ぶなり全身のバネを使って魔物へ飛びかかるラウル。

　しかし、トラの名を持つ魔物のスピードと瞬しゆん発ぱつ力りよくに敵かなうはずもなく、ラウルが伸のばした腕は何度もむなしく宙を搔かく。……くそっ、まともにやってもラチがあかない！

　どうにかあいつの興味を惹ひいておびき寄せることが出来れば……ラウルはあたりを見み渡わたした。けど、いくらなんでもスカートを穿はくのは……っ！

　──そうだ、アレがあった！

　売り場へ視線を巡めぐらせていたラウルが不意に、大きな声で叫んだ！




「フィノっ！　そこにある冷蔵庫のドア開けてスイッチを押せっっっ！」

「えっ……う、うんっ！」




　一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、大きく頷いて冷蔵庫へと走るフィノ。

　ちらちらと視界に映る少女の下着から意識を逸そらしつつ、ラウルも目的の『それ』が置かれた場所へ向かう！




「ラウル、スイッチ入れるぞっっっ！」

　大きな冷蔵庫のドアをばんと開けたフィノがスイッチを押したとたん、庫内からすさまじい冷気が噴ふき出した！

「さ、寒いでスーっっっ！」

「ちょっ、なにするつもりなのラウル・チェイサーっ!?」

「いいから見てろっ！」

　たちまち下降する店内の温度。

　売り場を走り回っていたリュウセイタイガーの動きが次し第だいに鈍にぶくなる。……よしっ！

　襟えり首くびから入り込んでくる冷たい空気に震ふるえつつ、床を蹴けって『それ』に飛び乗ったラウルが叫さけんだ！

「──スイッチオンっっっ！」

　足あし下もとの板に手を当て、ラウルはありったけの魔ま力りよくを注ぐ。

　狙い通り『それ』が起動した瞬しゆん間かん、あてもなく徘はい徊かいしていた魔物が一目散に走ってきて……勝かち誇ほこったように笑いつつ、ラウルがふとんをめくり上げた！




「さあ、来いっ！　──『トラはコタツで丸くなる』ってなっ！」




　──店内の寒気に耐たえかね、ラウルの足下のあったかいコタツにすべり込んでくるリュウセイタイガー。

　すかさず床へ飛び降りたラウルが、コタツに潜もぐり込んだ魔物をふとんごと押さえ込んだ。




　　　　＊　＊　＊




「いよいよ放送だな……っ！」




　──平日昼間のマジックショップ・レオン王都店。

　相変わらず閑かん古こ鳥どりの鳴く店の中、展示マジヴィ前にスタンバイした少女が声をあげる。

「あら、もうそんな時間？」

「おーっ、ついにかーっ……」

「ふふっ、録画の用意、ちゃんとできてますよー？」

　フィノの声を聞きつけてぞろぞろとレジカウンタに集まってくるスタッフたち。マジヴィの画面を覗のぞき込んだフィノがワクワクしたように瞳ひとみを輝かせる。

　──はた迷めい惑わくなディレクターの手による魔ま物もの騒さわぎのあった後日、レオン王都店には改めて取材が入った。

　二度目の取材はいつも通りのお店をいつも通りに撮とったもの。……もっとも、ディレクターさんたっての願いで、番組後半部分では魔物と戦うラウルの様子が流されるらしい。

「……けど、ラウル君もなかなかやるよなー。いくらマジヴィ局に弁べん償しようしてもらえるからって、どさくさにまぎれて去年から売れずに残ってたコタツを魔物退治に使ってくれるだなんて、策士っつーか……」

「た、たまたまですよ！　たまたま！」

　あわてて否定するラウルの前で、副店長がニヤニヤしながら続ける。

「けど、もしかしたら、ラウル君の活かつ躍やくが誰だれかの目に留まって、どっかからスカウトが来たりしてー……」

「って、まさか、そんなうまい話、あるワケないじゃないですか……」

「あら、案外あるかもしれないわよ？　なんたって、何万人もの人が見るんだし」

「ラウルっ、辞やめちゃうのっ!?」

　驚おどろいたように顔をあげるフィノ。

　なんだか心配そうな少女の視線に、ラウルは思わず口ごもる。

「そ、そんなこと……っ！」

『──ハァイ！　今週も始まりました「突とつ撃げき☆となりのお店訪問っ！」略して「とつ☆みせっ！」』

「ほ、ほらっ、始まったぞっ!?」

　言いかけた言葉を吞のみ込み、マジヴィに見入るラウル。

　大きな画面の中、あの巨きよ乳にゆう女子アナがにっこりと明るく微笑ほほえんだ。

『本日は急きゆう遽きよ、予定を変へん更こうしましてー、ノーザンクロス商店街の武装花屋「ラフレシアンオーガ」さんにお邪じや魔ましておりまスー！』

「って……!?」

　人食い花が生けられた店の前でポーズを決める女子アナに目を丸くするラウルたち。

　……と、不意に店のマジックフォンが鳴なり響いた。




「はい、お電話ありがとうございます。マジックショップ・レオン王都店のセアラが承うけたまわりま……」

『──いやー、その節は、どーも！』

　店長が取った受話器の向こうから、先日のディレクターの声。

『じつは、無む認にん可か魔物の密輸が上にばれて謹きん慎しん食くらっちゃってさー、例のフィルムはお蔵入りになっちゃったんだよー。一日つきあわせたのにすまなかったねー。あ、甥おいっ子このマジックアイテムはそのうち買いに行くからさー』

「あらあら」

「……って、マジかよー……」

　受話器を手にしたまま目を瞬しばたたかせるセアラ店長と、がくりと肩かたを落とす副店長。

　なんとなく拍ひよう子し抜ぬけするラウルを見やり、アイリが肩をすくめてみせた。

「……残念だったわね、ラウル・チェイサー」

「いや、俺はべつにっ……」

　からかうようなアイリの言葉に、ラウルは思わず口を尖とがらせる。

　……そりゃ、スカウトとか、ちょっとは期待しなかったワケじゃないけど……でも、ま、こんなモンだよな。




「せっかくマジヴィに映れると思ったのにっ……」

　マジヴィを眺ながめ、残念そうに呟つぶやくフィノ。

　けれども、やがて顔を上げた少女が、ラウルを見やってにっこりと笑う。




「……でも、お陰かげでラウルのカッコいいとこはまだ、オレ様たちだけのヒミツだなっ！」




　いたずらっぽく言いながら、くちびるにひとさし指を押し当てたフィノがそっと、ラウルにウインクしてみせた。







　ボーナストラック１　「魔王の娘むすめさんが健けん康こう診しん断だんを受けるようです。」







「──あ、そうそう、健康診断、来週の定休日になりました」




　マジックショップ・レオン王都店の日課の終礼ミーティング。セアラ店長がさらりと口にした言葉にスタッフたちが色めきたつ。

「って、マジかよー……」

「……相変わらず、ずいぶん急ですね」

「ら、来週ですかあっ!?」

　露ろ骨こつに面めん倒どうくさそうな顔をするバイザー副店長やラウルの隣となりで、バイトの少女ノヴァがあわてたような声をあげた。

「そ、そーゆーのはもっと早く言ってくれないと困りますうっ！　わたし、さいきん油断してたからぜったい体重とか増えちゃってますしっ、いまからじゃダイエットも間に合わないしいっ……」

「っ……」

　すっかり弱り切ったように呟つぶやく少女のたっぷりした胸とむっちり肉感的な太もも。

　思わず唾つばを吞のむラウルをよそに、セアラ店長が申し訳なさそうな顔で口を開く。

「ごめんね、ノヴァちゃん。本部からのお知らせプリント、ついさっき届いたの」

「う、ううっ……まあ、去年はたしか三日前にいきなりでしたし、それよりは、まだマシですけどおっ……」

「まー、うちの会社の総務部の仕事の遅おそさには定評があるからなー……」

　すっかり諦あきらめきったような顔で呟くバイザー副店長。

　昨年のことを思い出し、ラウルはふと、目をすがめてしまう。

「……そういやノヴァちゃん、去年はたしか三日間まるまる絶食したんだっけ？」

「そーですよう！　もー、お仕事中に目が回っちゃって大変だったんですからあー！」

「……目が回るっていうか、じっさい品出し中に倒たおれて救急竜りゆう車しや呼ぶハメになって……」

「はい、病院でお医者さんに点てん滴てき打たれちゃいましたあ。でもでもっ、それでも、健康診断の日までご飯食べるの我が慢まんしたんですようっ？　お陰かげでどーにか健康診断は乗り切りましたけど、けっきょく、その後リバウンドしちゃってー……」

「あらあら」

「……無理なダイエットは良くない」

　目をぱちぱちさせるセアラ店長と、ぽつりと呟くロア先せん輩ぱい。……と。

「なあっ！」

　先ほどから不思議そうな顔をしていたフィノが、ラウルの袖そでをくいくい引っ張った。

「ラウルっ！　『けんこーしんだん』ってなんだっ？」

「へっ……」

「ふふっ、フィノちゃん、健康診断っていうのは、身体からだにおかしいところがないか診みてもらうイベントのことですよー？」

「あっ、けんこーってその健康かっ！　そういうのなら、うちでもやってたぞっ!?」

「って、魔ま界かいにも健康診断あるのかよっっっ!?」

「ああっ、部下の健康管理は魔王たるもののつとめだからな！」

　自信たっぷりに頷うなずいたフィノがえへんと胸を張る。

「うちの親父おやじっ、ちょっとでもヘンなものとかイキの悪いものはぜったい食わない神経質でグルメな超ちよう巨きよ大だいドラゴンを飼っててな！　そいつに部下の魔ま人じんたちを食わせるとイキの悪いヤツだけ吐はき出すから、体調が優すぐれないヤツが簡単に分かるんだぞっ！」

「……念のため聞くけど、吐き出されなかった健康なヤツはどうなるんだ？」

　ラウルが聞いてみたとたん、きょとんとしたように目をぱちくりさせるフィノ。

「死ぬ気で脱だつ出しゆつするか、そのまま食われるかだけど？」

「そんな命がけの健康診断があってたまるかっ！」

「えっ、もしかして人間の健康診断って命がけじゃないのっ？　うわあ、いったいどんなのか、逆に気になるなっ！」

「逆にとか言うな！」

「来週のお休みかあっ、健康診断、楽しみだなーっ」

「……って」

　うきうきした声で言い放つフィノを見下ろし、ラウルはつい嘆たん息そくしてしまう。

「魔人が人間の健康診断なんか受けられるハズないだろ。お前は留守番に決まって……」

「あら、もちろん、フィノちゃんにも受けてもらいますよー？」

「って、店長っ！　こいつ、魔人なのにいいんですかっっっ!?」

「ええ。保険加入してるアルバイトさんは全員受けるようにって本部の指示ですし……」

「で、でもっ、もしも、こいつが魔人だってバレたらっ……」

「そこは、ラウルくんが頑がん張ばって、かばってあげてください」

　あたふたと言いい募つのるラウルの前でにっこり微笑ほほえんで、セアラ店長がぽんと手を叩いた。




「じゃあ、みなさん。来週のお休みの日は九時に王都健けん診しんセンターに集合してくださいねー。遅ち刻こくとかしちゃ、ダメですよー？」







　──と、そんなことがあって。




「わああっ、すっごい長い廊ろう下かだーっ！」

「って、こら、フィノっ、騒さわぐな！」

「ふわわ、ふ、フィノさん、走ったら危ないですよおーっ」

　歓かん声せいとともに駆け出そうとするフィノの襟えり首くびを摑んで叱しかりつけるラウル。

　おろおろするノヴァの隣ではセアラ店長がにこにこと微笑み、いつも通り無表情なロアの向こうで、バイザー副店長が重々しくため息をつく。

「……てゆーか、なんで貴重な休みを当たり前のよーに健康診断で潰つぶされなきゃなんねーんだよー……マトモな会社なら業務時間内に実じつ施しするか、最悪でも有休取らせてくれんだろー……くそ、本部爆ばく発はつしろおおおおおおおおおっ……」

　──それぞれ青とピンクの検査着に着き替がえ、ぺたぺたとスリッパの音を響ひびかせつつ王都健康診断センターの廊下を歩くマジックショップ・レオン王都店ご一行。

　ふとラウルを振ふり返かえるなり、フィノがご機き嫌げんそうに笑った。

「なあラウルっ！　この服カッコいいだろっっっ!?」

　銀の髪かみをふわりとさせ、ざっくりした検査着を自じ慢まんするみたいにくるりとまわってみせるフィノ。でも、かわいいピンク色はたしかに似合ってるけど、どこからどう見ても検査着以外のなにものでもない実用性重視な服見せられても、正直、なにも言うことは……。

「……ラウル君、ラウル君、検査着の下ってぱんつ一枚なんだぞー……？」

「って、ふ、副店長っ！」

　にやにやしながら耳打ちしてくるバイザー副店長に抗こう議ぎの声をあげつつ、ラウルの視線はつい、少女たちの胸むな元もとへ吸い寄せられてしまう。

　小こ柄がらな身体に似合わぬフィノの、たっぷりと存在感のあるノヴァの、ひときわ大きなセアラ店長の、ぺたんと控ひかえめなロアの、ピンク色の布に覆おおわれた魅み惑わくの膨ふくらみ。言われてみればたしかに、一番先っぽの部分の形がうっすらと……って！

「ふ、フィノっ！　お前っ、その問もん診しん票、ちゃんと書けてるかどうか見せてみろっ！」

　話題を変えるように手を伸のばすと、フィノがふふんと鼻を鳴らした。

「まったく、ラウルは心配性しようだな！　ふはは、いいだろう、このオレ様が昨日ねないでいっしょうけんめい書いた完かん璧ぺきなる問診票に恐おそれおののくがいいわっ！」
















「どれどれ……『──フィノ・ブラッドストーン　生年月日・魔ま界かい暦れき６６６年、鮮せん血けつの日、絶望の月……』」

「『──食品その他のアレルギー（せいすい）……』って、あらあら」

「『──いままでかかった病名・魔界はしか、魔人かぜ……』え、ええとぉ……」

「お前なっ、少しは魔人ってこと隠かくす努力しろよっ！」

「だ、だってっ、問診票にはウソ書いちゃいけな……」

「いいから書き直せっっっ！！！！！」

　おずおずと言い訳するフィノの言葉を遮さえぎって怒ど鳴なるラウル。

　どこからともなく筆箱を取り出したロアがひとこと、「……使え」と言った。







「やっ、やだあっっっ！」

　ふるふるとわななくくちびると、蒼あおい目にうっすら浮うかんだ涙なみだ。

　かばうように身体を抱だきしめ、魔人の少女がいまにも泣きそうな声をあげる。

「そ、そんな太いのっ……やっ、こ、怖こわいようっっっ……！」

「……って」

　……最初の関門こと、血液検査。

　すでに他ほかのスタッフたちは採血を終え、残るはフィノ、ただひとり。しかし、初めて見る注射器にすっかり怯おびえてしまったフィノはかたくなに首を横に振り続ける。

「……フィノ、これくらいで怖がってるようじゃ、店長にはなれないぞ？」

「っ！」

　ラウルがあきれ顔で呟いたとたん、ぱっと顔を上げるフィノ。

「や、やだっ、それはやだっっっ！　オレ様っ、店長になるんだもんっっっ!!」

「だったら、少しくらいはガマン、しないとな」

　少女の肩かたをぽんと叩たたきつつ、ラウルが諭さとすように言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、たしかに針は太いけど、見た目ほど痛くないって、お前以外のスタッフもみんな軽々クリアしただろ？　ちょっと、チクっとするだけだから」

「……じ、じゃあ、手、握にぎっててっ」

「へっ……？」

「お、お願いっ……！」

　上うわ目め遣づかいにラウルを見上げ、真しん剣けんな顔で頼たのんでくるフィノ。

　注射器を手にくすくすと笑う若いナースの視線を感じつつ、ラウルは「……ったく」なんて呟きながら手を伸ばす。

　指先に触ふれるあたたかくてやわらかな感かん触しよく。

　小さな手のひらをぎゅっと握ってやると、フィノが覚かく悟ごを決めたみたいに頷いた。

「さ、さあっ、ひと思いにやってくれっっっ！」

「はいはい」

　一部始終を見守っていたナースが面おも白しろそうに微笑みつつ、フィノの腕うでを摑つかむ。

　脱だつ脂し綿めんからぷんとただよう消毒薬の匂におい。

　白い腕に採血用の注射針の先せん端たんが近づき、少女がぎゅうっとくちびるを嚙かんだ。

「っ……？」

　注射針が食い込む肌はだを、拍ひよう子し抜ぬけしたみたいに見やるフィノ。

　蒼い目をぱちぱちさせつつ、少女がなんだかびっくりしたみたいに独りごちる。

「あれっ、痛くないっ……！」

「な、言ったとおりだろ？」

「うんっ！」

　ラウルの言葉に頷き、やがて、フィノが得意げに笑った。

「ふははははっ！　ちゅーしゃごとき、このオレ様にはまったく効かぬ……」

　……と。

「……あー、この注射針、通らないわねえ」

　高笑いするフィノの前で、困ったように呟くナース。

「たまにいるのよねー、防ぼう御ぎよ力が高すぎて、普ふ通つうの注射針が使えないひと」

「えっ」

「ちょっと待っててねー？　こっちの特別な注射器を使うから」

「～っっっ！！！！？」

　振り返ったナースの手の中の、通常の数倍はありそうな注射器。

　見ただけで背筋が凍こおるような極ごく太ぶとの注射針に、フィノが声にならない声をあげる。

「や、やだあああああああっっっ！！！！！」

「すみません、ちょっと押さえててもらえる？」

「ほら、フィノ、大人しくしろって」

「だ、だめっっっ！　そんな太いのっ、壊こわれちゃうよおおおおおっっっ！！！！！」

　ラウルに羽は交がい締じめにされつつ、フィノがじたばたしながら涙目で叫さけんだ。




「ううっ……い、痛かったようっっっ……」

　……止血用の特大ガーゼを押さえながら半泣きでぼやくフィノ。

　みんな揃そろって次の部屋へ向かいつつ。廊下を歩くラウルの肩を、不意に、誰だれかが叩いた。

「っ、ノヴァちゃん？」

「あ、あのあのっ……」

　振り返ったラウルの前であたふたしたように声をうわずらせるノヴァ。

　おろおろと視線をさ迷わせつつ、少女がやがて、ラウルの検査着をぎゅっと握った。

「そのっ……ち、ちょっと、ラウルさんにご相談があるんですけどっ……」







「っ……」

　お手洗いに行くとウソをついて一行から離はなれたラウルとノヴァ。

　人気のない物もの陰かげに引っ張り込まれ、ラウルはなんだかすこしどぎまぎしてしまう。

「そ、そのっ、ノヴァちゃん、話ってのは……」「ラウルさんっ……！」

　はにかむように頰ほおを赤らめ、ノヴァがおずおずとくちびるを開く。

「わたし、ラウルさんのこと、いつも、ずっと見ててっ……」

「っ……って、の、ノヴァちゃんっ!?　な、なにもこんなトコでっ……！」

「お願いしますっ……！」

　検査着に包まれた胸をたぷんと揺ゆらし、ノヴァがぐっとラウルに迫せまる。

「ラウルさん、こないだ重力制せい御ぎよの魔ま法ほう使っておっきな棚たなを動かしてましたよねっ？」

「へっ？」

　思わずマヌケな声をあげるラウルの手をぎゅっと摑み、ノヴァが声をあげた。

「わ、わたしにもその魔法をかけてくださいっっっ！」

「……は？」

「わ、わたしっ、今度こそはって頑がん張ばったんですけど、おとついの夜、お友達と飲み会があってっ……今朝、魔法体重計乗ったらっ、いまだかつてない数字が出ちゃってっ……こんな体重っ、恥はずかしすぎてムリですうっ……ラウルさんっ、お願いしますっ！」

　ラウルを見上げ、真剣な面持ちで訴うつたえるノヴァ。……って、手に胸、当たってるっ！

「っ……わ、分かったっ」

　少女の勢いにすっかり負け、おずおずと頷うなずくラウル。

　いかにも重量のありそうな少女の胸元をチラ見しつつ、ラウルはつい、胸中で呟つぶやいた。……女のコって、どうしてこんなに体重気にするんだろ。







「──はい、終わりました」

「ありがとうございます」

　ナースに頭を下げ、全自動マジカル身長体重計から降りるラウル。

　かたわらで測定を見ていたフィノがきらきらと目を輝かがやかせる。

「わあっ、棒の上からなんか降りてきて勝手に身長計ってたぞっっっ!?　カッコいいっ！　ねえ、これ、マジックアイテムなんだろっ？　うちの店にも置こうよっ！」

「……って、誰が買うんだよ」

「へへっ、次はオレ様の番っっっ！」

「って、おいっ、じっとしてろっ！　こらっ、さりげなく背せ伸のびすんな！　……ったく」

　興奮したようにはしゃぐフィノに、思わず嘆たん息そくするラウル。

　そんな少年の視界にふと、ノヴァの姿が映った。

　……ノヴァの手首に巻かれてるのは、あらかじめ彼女が持ち込んでいた導どう魔ま力りよく繊せん維いの髪かみ飾かざり。ラウルが組み上げてやった重力制御の《魔法回路サーキツト》は、ノヴァがシュシュを外さない限り彼女の魔力で維い持じされて作動し続け、体重を五キロほど相そう殺さいする。……正直、健けん康こう診しん断だんで不正するのは良くないとは思うけど、また無茶なダイエットされても困るしな。

「──あ、は、はいっ、次っ、わたしの番ですねーっ！」

　あわてたように声をあげ、ごくりと唾つばを吞のみ込んで測定器に乗るノヴァ。

　入いれ替かわりに測定器から降りたフィノが、さりげなくノヴァの手を叩いた。

「ノヴァっ、頑張れよっ！」

「は、はいっ！」

　いったいなにを頑張るのか知らないけど、神しん妙みような面持ちで頷いてみせるノヴァ。

　少女が柱に背中をつけたとたん、機械が動き出す。

「──はい、計測完かん了りよう……って、体重ゼロっ!?」

「えっ」

　驚おどろいたように声をあげるナースと、目を丸くするノヴァ。

　ふと、ノヴァの足あし下もとを指したフィノが声をあげた。

「ノヴァ、浮いてるっ……！」

「へっ？　……って、きゃああああっ！」

　ノヴァのつま先と機械の間に空いた数センチの隙すき間ま。ノヴァが悲鳴をあげたとたん、少女の身体からだがふわりと持ち上がる。

「はわわわわっっっ、ら、ラウルさんっっっ、助けてえええええっっっ！」

「って、ノヴァちゃんっっっ！」

　すっかり取り乱したようにばたばたと空中でもがくノヴァ。

　検査着の上着がめくれ上がり、その裾すそから小さなおへそや、その上にあるやわらかそうなかたまりがちらちらと覗のぞいた。







「──ごめんな。まさか、フィノの魔力が流れ込んで魔法が暴走するなんて……」

「ふ、ふええええっ……ナースさんに怒おこられちゃいましたあっ……」

　……けっきょく、不正がばれてシュシュを取りあげられ、ばっちり体重を計られてしまったノヴァ。

　がっかりしたように呟く少女の隣となりで、セアラ店長が微笑ほほえんだ。

「ノヴァちゃんの体重、とっても健康的だし、そんなに気にすることありませんよー？」

「そーそー、ノヴァちゃんはそれくらいがかわいーって。だいたい、店長こそ、最近ちょっと油断気味で……」

「あら、誰かさんがちゃんとお仕事してくれれば、甘いものも減るかもしれないけど？」

「……すみませんでした」

　にこにこしながら言い放つ店長と、頭を下げる副店長。

「──お待たせしました」

　待合室に顔を出したナースが、一行をうながした。




　　　　＊　＊　＊




「はい、これ、イチゴ味のマジカルバリウムですよー？」

「イチゴ味っ!?　わーいっ、美味おいしそうっっっ！」

「って、おいっ、フィノっっっ！」

　ラウルの制止も間に合わず、ナースに手て渡わたされたカップの中身を思い切りあおるフィノ。

　ややあって、くるりと振ふり返かえったフィノが涙なみだ目めでラウルを見る。

「ラウルううううううっ、これっ、まずいよおおおおおおおおお……」

「って、お、おいっ！　口からこぼすなっっっ！　ちゃんと飲めってっっっ！」

「ふわわわわっ、た、タオルタオルっっっ！」

　とろみのついた白はく濁だく液を吞みきれず、くちびるの端はしからだらりと垂らすフィノ。

「あー……いくら味ついてても、まずいモンはまずいよなー……」

「ふえええええ……」

　同情したように呟く副店長の前で、フィノが悲しげに呻うめいた。




「──はい、じゃあ、この記号は……」

「ええと、一列目は上から左、右、右、上、左、右、下、左……」

「せ、正解……百メートル離れても、視力検査表を一番下まで……」

「……フィノっ、ちょっとは手加減しろよっっっ！」




「──じゃあ、音が聞こえたら、ボタンを押して下さい」

「分かったっ！」

「あ、あの、まだ、何の音も鳴らしてないんだけど……」

「えっ……でも、この部屋に入ったときからずっと、低い音が鳴ってるぞ？」

「……フィノっ、それは測定器の低周波だっっっ！」




「──大きく吸って、思い切り吐はいて下さい」

「──ふ、フハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「～っ！！！？」

「フィノっ！　肺活量計で高笑いすんなっっっ！」







「っはあああああああああ……」

　すっかり疲つかれ切った面おも持もちで嘆息するラウル。人間の健康診断は初めてとは言え、フィノの言動はあまりに予想外すぎて、正直、お目付役としてはたまったもんじゃない。

　まあ、でも、残すところはこの腹部超ちよう音おん波ぱ検査のみ。これが終わったら店長が昼メシおごってくれるらしいし……あともう少しの辛しん抱ぼうだっ！

「──はい、お腹なかを出してくださいね？」

　白いカーテンの向こうから聞こえてくるナースの声。

　ややあって、薄うす布ぬのの向こうでフィノが身をよじらせる気配がする。

「ゃっ！　冷たっ、な、なにするんだっっっ!?」

「超音波がとおりやすいようにゼリーを塗ぬるの。ガマンしてね」

「んっ、ぬ、ぬるぬるするうっ……」

　戸と惑まどうように声をあげる少女。ぬちぬちとゼリーがのばされる音に、ラウルは思わず耳をそばだててしまう。

「やっ、あっ、あんっ、やっ、やだっ……冷っ、ま、まだ塗るのっっっ？」

「ええ。しっかり塗っておかないといけないの」

「っ、あんっ、やっ、やだっ、あっ、やっ、ああっ」

「っ…………」

　カーテンの向こうから聞こえてくる甘い声に、ラウルは唾を吞んでしまう。け、検査だと分かってはいても、これは、正直っ……。

「はい、じゃあ、検査しますよ？」

「ふ、ふええ……」

　落ち着いたナースの声と、ほっとしたように息を洩もらすフィノ。カーテンの前のラウルも思わず胸をなで下ろす。な、なんか、良かった……。

「～っっっ！！！！！」

　……なんとなく安心しかけた矢先。

　ラウルの耳に、フィノの悲鳴が飛び込んだ。

「やっ、やだああああっ、く、くすぐったいっっっ！」

「あらあら、あなた、とってもくすぐったがりやさんなのね」

「やっ、機械の先ぬるぬるするうっ、やっ、そこだめっ、やあっ、やだあっっっ！」

「ごめんね、ちょっとだから、ガマンしてね」

「やっ！　だめっ！　ぬるぬるってなでるのだめえっ！　やっ、あっ、やだあああっ！」

　先ほどよりも取り乱し、息も絶え絶えにあえぐフィノ。

　じたばたと身をよじりつつ、少女がいまにも泣きそうな声をあげる。

「あんっ、やっ、あっ、あっ……ラウルっ、らうるうっ！」

「ふ、フィノっ、お前っ、もっと大人しくっ……」

「む、ムリっ！　やっ、あっ、おへそのとこだめっ！　やっ、あっ、お、お腹の横とかもだめなのっっっ！　あっ、やっ、やだっ、だ、だめええええええええええっっっ……」

　なんだか一線を越こえたようなフィノの声が、検査室に響ひびき渡わたり……。




　……次の、瞬しゆん間かん。

　バチバチッという耳みみ障ざわりな音とともに、カーテンの奥が発光した。







「……ロアちゃん、どう？」

　少女の手元を覗き込みながら心配そうに訊たずねるセアラ店長。

　ぶすぶすと煙けむりを出す超ちよう音おん波ぱ診しん断だん装置に触ふれ、ロアが静かに口を開いた。

「──……大だい丈じよう夫ぶ、直せる」

「ほ、本当っ!?」

「さすが、ロア先せん輩ぱいっ！」

「わああっ、すごいですぅ！」

　そのとたん、ほっとしたように声をあげるフィノとラウルたち。

　機械の中を覗き込みながら、ロアが「ただし」と付け加える。

「機械部分は直せるが、魔法構文マジツクプログラムは難しい」

「魔法構文マジツクプログラムっ!?」

「フィノの魔ま力りよくでそうとうやられている。イチから書き直しが必要」

「それって……」

　ロアの言葉を聞いたとたん、いっせいにバイザー副店長へと集まるスタッフたちの視線。

「って、ちょっ、お、おれかよーっ!?」

　とつぜん振られた副店長があわてて首を振る。

「い、いや、さすがに無理だってっ！　このクラスのアイテム、一人じゃとてもっ……」

「でも、この機械、たぶん数百万ゴールドはするし……」

「す、数百万ゴールドっ!?」

　セアラ店長の言葉にびくっとし、蒼あおい目に涙を浮うかべたフィノが副店長を見上げた。

「ふ、副店長うううっ……！」

「あー……わ、分かったっ、分かったよー……！」

　頭を抱かかえ、すっかり押し負けたように頷うなずくバイザー副店長。

「……よかったな、フィノ」

　ほっとしたような表情を浮かべるフィノの肩かたを、ラウルがぽんと叩たたいてやった。




　　　　＊　＊　＊




「ラウルっ、こないだの健けん康こう診しん断だん、楽しかったなっ……！」

　──いつものマジックショップ・レオン王都店のレジカウンタ。

　とつぜんフィノが切り出した言葉に、ラウルは思わず半眼になってしまう。

「って、お前、採血んとき注射であんだけ泣いてたくせに……」

「あ、あれはっ、初めてだったからびっくりしただけだしっっっ！　あんなに太いの見せられたら怖こわいに決まってるだろっ!?　でもっ、すっごく痛かったけど、ラウルがしっかり手を握にぎっててくれたしっ、いざ先っぽが入っちゃったらっ、なんてことは……」

「ふ、フィノさん、声っ、大きいですぅっ……」

　……ノヴァの指し摘てきに顔を上げれば、なんだか驚おどろいたようなお客さんたちの視線。

　誤ご魔ま化かすように笑え顔がおを浮かべるラウルの隣で、フィノが胸を張った。

「だから、もうぜんぜん怖かったりとかないしっ！　来年こそ、生まれ変わったオレ様の完全なる真の健康診断を見せてやろうっ！　ふふっ、楽しみだなーっ！」

「……って、お前、健康診断、そんなに楽しかったのかよ」

「まあ、お仕事以外でみんなで集まるのって、新しん鮮せんですしねえ」

　あきれたように呟つぶやくラウルと、くすくす笑うノヴァ。……と。

「あらあら、ラウルくんたち、お疲れさま」

「あ、店長っ、お疲れさまです」

「ふふっ、ちょうど良かった。たったいま健康診断の結果が届いたの」

「わああっ、健康診断の結果っっっ!?」

　セアラ店長の言葉に目を輝かがやかせるフィノ。

「ふわわ、体重のこと、忘れてたのにぃー……」

「っと、俺は所見なしか……」

「あれ、ラウルのコメント一行だけなのっ？　オレ様はもっと書いてあるぞっ！　どうやらオレ様の勝ちみたいだな、ラウルっっっ！」

　勝かち誇ほこったように診しん断だん書をつきつけてくるフィノに、ラウルはつい嘆たん息そくしてしまう。

「……フィノ、そこのコメントは少ない方がいいんだぞ？」

「えっ、そ、そうなのっ？」

　診断書を手にあわてた声をあげるフィノ。

「『──いままで例のない特とく殊しゆな血液です。要再検査』って……ふ、フィノさん、もう一回、採血しなきゃいけないかもー……」

「さいけつ？　……って、また注射するのっ!?　や、やだあああああああああああああっっっ！！！！！」

　ノヴァの言葉にすっかり取り乱し、フィノが悲痛な叫さけび声ごえをあげた。







　第三章　「魔ま王おうの娘むすめさんがプレゼントを配るようです。」







　十二の月を迎むかえ、王都はすっかり聖祭節モード。

　マジックイルミネーションをまとった街路樹や、華はなやかに飾かざり付つけられたショーウィンドウ。街中を包み込む、どこか非日常的な空気。

　マジックショップ・レオン王都店の店内放送も、先週から新しいものに切きり替かわって。スピーカーから聞こえてくる軽かろやかな聖夜祭ソングに、レジカウンタで作業するラウルもなんだかそわそわと浮うき足あし立だってしまう。

　……もっとも、すぐ近くにある超ちよう大型ライバル店アマダ・マジックで開かい催さいされてる聖祭節セールに全力でお客さんを取られ、店の中はいつになく閑かん散さんとしてるんだけど。




「────ふんふんふんっ♪」

　ふと顔を上げれば、お客さんもまばらな売り場の棚たなを鼻歌交じりに拭ふき掃そう除じするひとりの少女の姿。

「ゆきのもりをっ、はしるソリっ、風みたくっ……♪」

　フィノ・ブラッドストーン。

　ラウルとそう歳としは変わらないはずなのに、まるで子どもみたいにあどけない顔と素す直なおな性格をしたこの少女は、どうやら、店内放送から繰くり返かえし流れてくる聖夜祭ソングをすっかり気に入ってしまったらしい。

　覚えたての歌をくちずさみながらせっせとはたらく少女のきらきらした瞳と、リズムに合わせてぴょこぴょこ揺ゆれる銀の髪かみ。

　仕事するのが楽しくて楽しくてしかたないといったその様子に、ラウルはつい、目を細め……。




「らんらんるーっ、らんらんるーっ、首が飛ぶーっ♪」

「飛ばすなっっっ！！！！！」




　……思わず声を荒あららげたとたん、きょとんとした顔で振ふり返るフィノ。

　かわいらしく首をかしげていた少女がやがて、ぽんと手を打った。

「……え、えーと、『骨が鳴る』だっけっ？」

「ちげえよっっっ！」

「むーっ……じゃあ、『腕うでが鳴る』っっっ？」

「お前ソリに乗って強敵と戦いにでも行くつもりかっ!?　そこは素直にベル的なものを鳴らしとけっっっ！」

「あっ、そういえば、他ほかの歌に出てくる『真っ赤なお鼻のドラゴン』ってやっぱ、獲え物ものの腹に鼻先突つっ込こんで臓物を貪むさぼり食らった直後の……」

「子どもが泣くわあああああっっっ！！！！！」

　……相も変わらず魔ま界かい思考な魔王の血を引く後こう輩はいバイトに、元勇者志望の少年ラウルは思わず頭を抱かかえ込んだ。




　　　　＊　＊　＊




「──サン・タさん？」

　大きな目をぱちくりさせて聞き返すフィノ。

「ああ」

　不思議そうにオウム返ししてくる少女の前で、、ラウルはつい頭を搔かいてしまう。

「おとぎ話に出てくる若い女の人の姿をした精せい霊れいだよ。サン・ディス・クルー・タブレット……ナントカカントカってめちゃめちゃ長い名前で、略してサン・タさん。赤い服を着てて……」

「赤い服っ!?　ねえっ、それってもしかして返り血の色っっっ!?」

「いったい誰を殺やってきたんだよっっっ!?」

「──……サン・タさんは、みんなにプレゼントを配ってくれる精霊よ」

　見かねたように口を挟はさんできたのは、側そばでセール商材の検品作業してた蜂はち蜜みつ色の髪の美少女。ラウルの元勇者予備校の同級生で有能な後輩バイト、アイリ・オルティネートこと通つう称しよう『オールＡ』のアイリだ。

「子どもがいつもいい子にしてるとね、聖夜祭の夜、赤鼻のドラゴンに乗ったサン・タさんが家にやってきて、枕まくら元もとに吊つるしておいた靴くつ下したにプレゼントを入れてくれるって言われてるの」

「わああっ、知らないヤツにもプレゼントくれるのっっっ!?」

　とたんに瞳ひとみを輝かがやかせ、すっかり感動したように叫さけぶフィノ。

「サン・タさんって、すごいいいヤツだなっっっ！」

「……いい子にだけ、だぞ」

「ふははははっ！　見くびるな、ラウルっ！　オレ様よく店長に『フィノちゃんはいい子ですね』って言われるし、もちろん対象に決まってるだろうっ！」

　半眼で呟くラウルの言葉に自信たっぷりに言い返すなり、フィノがぽわんとした表情で声をあげた。

「ふああっ……いったい、なにがもらえるんだろっ……！　お菓か子しっ？　ゲームっ？　マジカルプラモっ？　仮面ドラゴンライダーベルトっ？　血ち塗ぬられた魔ま剣けんダインスレイヴっ？　超ちよう巨きよ大だいロボットっ？　あっ、まおーくんの等身大フィギュアもいいなっ……！」

「……って、どうやって靴下に入れるつもりよ」

「……ていうかフィノ、そもそもお前、もう子どもじゃないだろ？」

「えっ、だ、ダメなのっっっ!?」

「だいたい、人間のおとぎ話なんだから、魔ま人じんは対象外に決まってるでしょ？」

「う、ううっ……人間ばっかり、ずるいっ……」

　すっかりショックを受けたように、がくりと肩を落とす魔人の少女。

　見かねたラウルが、話題を変えるように口を開いた。

「……お前ら魔人には、そういうおとぎ話ってないのか？」

「うん……」

　少年の問いに、フィノが力なく嘆たん息そくする。

「……いちおう、悪あく魔ま祭の夜、枕元に吊しといたレギンスの中に憎にくい相手の生首を入れといてくれる復ふく讐しゆうの魔ま神じんサタンクルスってのはいるけど……」

「って子どもが泣くどころの騒さわぎじゃねえ！！！！！」

「ちなみにサタンクルスさんはうちの親父おやじの飲み仲間で……」

「おとぎ話じゃなく実在の人物かよっっっ！！！！？」

「まあ、魔界ではちょっとした有名人だからな、サタンクルスさん。本人曰いわく、趣しゆ味みと憂うさ晴ばらしを兼かねたボランティアだそうだぞっ？　まあ、さいきん高血圧と通風が酷ひどいみたいだし、ヒザとかもあんまり曲がらなくなってきてけっこうツラいみたいだけど、後こう継けい者しやが見つかるまでは意地でも続けるんだって大鎌かまを強く握にぎりしめながら息巻いて……」

「いったいなにがそいつをそこまで駆かり立たてんだよおおおっっっ！！！！？」

「……ていうか、なんで魔人がレギンスなんて穿はいてるのよ？」

「えっ……だってアレ、ラクだし動きやすいだろ？　うちの親父もオフのときはよく愛用してたぞ。上に丈たけが長めの服とか着れば、そのまま外出できるからな！」

「ま、魔王って……」

「……なんか、うっかり街中で出で逢あいたくねえ魔王だな」

　もはやツッコミにも疲つかれて半眼で呟くアイリとラウル。

　……と。




「──ふふっ、みんな、なんのお話してるの？」

　ふわふわした栗くり色いろの髪と、琥こ珀はく色いろの瞳。細い腕に大きなコンテナを抱えてバックヤードから現れたのは、レオン王都店の店長セアラ・オーガストだ。

「あっ、店長っっっ！」

　やさしくていい匂においのする大好きな上司を見上げ、フィノがうれしそうな顔をした。

「あのねっ、いま、ラウルとアイリにサン・タさんのこと教えてもらってたんだっ！　サン・タさんはねっ、みんなにプレゼントをくれるすっごいいいヤツなんだぞっ！」

「あらあら、良かったわね、フィノちゃん」

「でも、オレ様は魔人だからプレゼントはもらえないんだって……」

　……言いながら、だんだんしぼんでいくフィノの声。

　しゅんとうつむく少女を見下ろし、セアラ店長がふっと、穏おだやかな笑えみを浮かべた。

「──じゃあ、フィノちゃんがサン・タさん、やってみる？」

「って、店長、それっ……」「いいのっっっ!?」

　思わず声をあげるラウルと、きらきらと目を輝かせるフィノ。

「ええ」、と頷うなずきながら、コンテナを下ろした店長が、中から取り出した赤い布地をはらりと広げた。




　　　　＊　＊　＊




「ふはははははははははははは！」

　──めいっぱい反らされた小こ柄がらな身体からだと、胸むな元もとから覗のぞくボリュームたっぷりの谷間。

　真っ白なモコモコで縁ふち取どられたかわいくも露ろ出しゆつ度ど高めなサン・タ・ワンピースに身を包み、仁に王おう立だちしたフィノが高らかな笑い声を響ひびかせる。

「ふふっ、フィノちゃん、よく似合ってますよー？」

「……って、やっぱり」

　にこにこと微笑ほほえむセアラ店長のかたわらで、ラウルは思わず額に手を押し当てた。……コスプレ好きのセアラ店長はシーズンイベントのたびにやたら手の込こんだ衣い装しようを作ってきては隙すきあらば部下たちに着せようとする。下したっ端ぱ社員であるところのラウルも、こういうときだけムダに要領がいいバイザー副店長に半ば押しつけられる形でゾンビや盗とう賊ぞくや村人Ａ、スライムやドラゴンといった様々なコスプレを強しいられてきた。

　……ま、去年のこの時季にはいなかった女のコスタッフがふたりもいるんだから、店長がアップをはじめるのも当然か。

「ほんとはわたしが着たかったんですけど、前にお客さんに怒おこられちゃって……」

「……そりゃ、『責任者を呼べ！』って言われて出てきたのがサン・タ服の巨きよ乳にゆう美少女じゃ、お客さんもびっくりしますって」

「フィノちゃんが代わりに着てくれて助かったわ？」

　満足そうに目を細めつつ、ふと、店長がアイリを見やった。

「アイリさんの分もありますけど、よかったら着てみる？」

「い、いえっ、わ、私はけっこうですっっっ！」

「そうですよ、店長！」

　あわてて首を振るアイリにラウルが横から加勢する。

「だいたい、あの露出度じゃ、『オールＡ』にはオーバースペック……」

「だ、だからＡじゃないって言ってるでしょーっっっ！！！！？」

「って、い、いやっ！　俺はお前をかばおうとっ……」

　あたふたと言い訳するラウルを尻しり目めに、フィノがえへんと胸を張った。

「ねえねえ店長っ！　オレ様カッコいいっっっ!?」
















「ええ。フィノちゃん、まるで本物のサン・タさんみたい」

「本物のサン・タっっっ!?」

　店長に言われたとたん、ぱあっとうれしそうな表情を浮うかべるフィノ。

　やさしく頷いた店長が、大きな白い袋ふくろをコンテナから取り出してくる。

「じゃあ、さっそく、お店の前を通るお客さんたちに、このプレゼントを配ってきてくれるかしら？」

「うんっっっ！　オレ様がんばるっ！　がんばってサン・タやるっっっ！」

　ワクワクしたような声をあげ、店長の手から袋を奪うばい取るなりものすごい勢いで店外へ飛び出してくフィノ。

「って！」「あらあら……」

「て、店長っ！　俺っ、ちょっと様子見てきますっっっ！」

　あっけにとられたように目を丸くするアイリと店長を尻目に、なんだか厭いやな予感を覚えたラウルがあわててフィノの後を追った。







「──ふはははははははははっっっ！」

　……案の定。店の入り口ドアを押し開けたとたんに聞こえてくる哄こう笑しよう。

　販はん促そく品のポケットティッシュが詰つまった白い袋を肩かたに下げ、サン・タ服を着たフィノが、通りを行き交かう人々に向かって高らかに声を張り上げる！

「さあっ、どこからでもかかってくるがいい、通りすがりのお客さまどもめっ！　大人しくこの本物のサン・タのプレゼントを受け取るがいいわあっっっ！」

「っ!?」「なっ……」「きゃああっっっ！」

「って、おいっ！　お前、なにお客さんの靴下に無理やりポケットティッシュねじ込んでんだよっっっ!?」

「えっ……ああっ、そうかっ！　中身が入ってたらプレゼント入れられないもんなっ！」

「っ!?　き、きゃああああっっっ！」

「いや脱ぬがせろって言ってんじゃねえしっっっ！　あのっ、すみませっ……」

「く、靴くつ下した狩がりが出たわああああああああ！！！！！」

　ラウルの謝罪を遮さえぎるように悲鳴をあげ、メタリックスライムみたいな勢いで逃にげてく通行人のおばちゃん。

「え、えっと……」

　……思わず睨にらみつけると、フィノがたじたじしながら口を開いた。

「だ、だってっ、さっきプレゼントは靴下に入れるってっ……」

「そーいうとこだけ律りち儀ぎにしなくてもいいんだよっ！　だいたいこれ、プレゼントじゃなくて単なるティッシュ配りっ……」

「ち、中ちゆう途と半はん端ぱがいちばん良くないんだぞっ!?　やるならなんでも本物を目指せってよく親父が言ってたもんっ！　拷ごう問もんでも殺さつ戮りくでも殲せん滅めつでもっ、やるからには全力でっ……」

「やめいっっっ！！！！！」




「──あの……」




　……と。

　不意に足あし下もとから聞こえてくるおどおどした声。

「？」

　ラウルが目を向けると、そこには黒い髪かみをした小さな男の子が立っている。




　歳としはせいぜい六つくらいで、ギリギリ学校に行ってるか行ってないかといったところ。シンプルながら仕立てのいい服を着てて、けっこう育ちが良さそうだ。

「あ、あの、ええと、その……」

　サン・タ服をまとったフィノをまぶしげに見上げ、男の子がおずおずと口を開く。

「さっき言ってたけど……もしかして、おねえちゃんは本物のサン・タさん……なの？」

「いや、俺たちはただの店員……」「ああっ、そうだぞっ！」

　ラウルの言葉を遮って自信たっぷりに言い放つフィノ。

「……って、フィノっ！」

　思わず声をあげるラウルの前で、男の子が目を輝かがやかせた。

「それなら、ぼくにもプレゼントくれるっ？」

「ふはは、構わないぞっっっ！　さあ、これを受け取るがい……」

「……あ、ううん、ティッシュじゃなくって」

　フィノが差し出してきたティッシュの前で首を振ふり、男の子がやがて、決意したように口を開いた。

「ぼく、勇気がほしいんだっ……！」




　　　　＊　＊　＊




「──つまり、そいつに、いじめられてるってことか」

「……うん」

　テラと名乗ったその男の子を連れていったんお店の中に戻もどったラウルとフィノ。

　ラウルの言葉に、テラ少年がこくりと頷いてみせる。

「あいつ、いつもぼくのことバカにするし、おやつとかとったりするし、オモチャとかもかりてったまま、かえしてくれなかったりするんだっ……」

「それで、テラはユーキが欲ほしいんだな！」

「……って、フィノ。お前、勇気ってなんだか知ってるのか？」

　いちおう訊たずねてみるラウルの前で、フィノがふふんと鼻を鳴らした。

「ふはは、見くびるなっ！　ヒーロー番組の歌とかでよく出てくるからユーキくらい知ってるぞっ!?　ユーキっていうのはなっ、どんなものにも立ち向かったりっ、いつも胸に抱いだかれてたりっ、百パーセントユーキだったりっ、ユーキひとつをトモにしたり、愛とユーキだけがマブダチだったりするんだぞっ!?」

　自信たっぷりに言い放つなり、少女がふっとこちらを見やる。

「……ところでラウル、ユーキってのは、どこの問屋さんからお取り寄せできるんだ？」

「……勇気ってのは、困難や恐きよう怖ふに立ち向かう気持ちのことだよ」

「えっ、そ、そうなのっっっ!?」

　半眼で呟つぶやくラウルの前であわてたような声をあげ、フィノがすっかり困り切ったように独りごちる。

「き、気持ちって……そんなのっ、どうやって靴くつ下したに入れればいいんだっ……!?」

「……おねえちゃん、だいじょうぶ？」

「だだだだだ大だい丈じよう夫ぶだ問題ないっっっ！　ち、ちょっと前提条件を勘かん違ちがいしてただけだしっっっ！！！！！？」

　わたわたと言い訳しつつ、こほんと咳せき払ばらいしたフィノがやがて、テラ少年に向かってぐいっと指を突つきつけた。

「そ、そうだなっ！　つまり、オレ様がテラの精神を鍛きたえあげてやればいいってコトかっ！　よーしっ、ひとつ、このオレ様が特訓してくれるわっっっ！」

「ってフィノ！　お前、仕事はっ……」




「──……まー、これも接客みたいなもんだろー」




「副店長っ!?」

　とつぜん割り込んできた声に顔を上げると、そこには長身の赤毛男こと、レオン王都店のバイザー副店長の姿。

　細いあごに指を掛かけ、副店長が値ね踏ぶみするように男の子を見ながら頷うなずいてみせる。

「うちの店に来てくれたからには、たとえ子どもだって立派なお客さんだからなー。さいわい店もヒマだし、フィノ君、対応してあげなさい」

「わああっ！　副店長ありがとっっっ！」

　満面の笑えみを浮かべてお礼を言うフィノ。

「……あー、ラウル君」

　はしゃぐ部下の前で副店長がふと、ラウルの袖そでをひっぱった。

「その……あとでフィノ君に、うちに帰ったら親おや御ごさんの前でレオンのことよーく褒ほめとくよう、あの子に吹ふき込んどいてくれって言っといてくれなー。主婦のクチコミっつーの、案外馬ば鹿かにできねーんだよー……」

「……は、はあ」

　ひそひそと耳打ちしてくる副店長にラウルは半眼になってしまう。……うわあ、さすがきたない副店長きたない。

「とにかく、いまは一人でもお客さんを稼かせがねーと……このままじゃ冬のボーナスがー……くそっ、査定爆ばく発はつしろおおおおおおおおお……」

　がらんとした売り場を見み渡わたし、死んだノラマンボウみたいな目でため息をつく副店長。

「くくく……」

　自信たっぷりに男の子を睨ねめ下ろし、フィノが邪じや悪あくな含ふくみ笑わらいを洩もらした。

「さて、いったいどうしてくれようか……っ！」




　……ああ、どうしよう。なんか、すげえ心配だ。




　　　　＊　＊　＊




「いいか、テラっ！　よく見ておくんだぞっ!?」

　自信たっぷりに言い放つなり、腰こしに手を当てるフィノ。

　すうっと大きく息を吸い、少女が思いきり声を張りあげた！

「『ふははははははははっ！』……はいっ！」

「ふ、ふははははははははっ！」

「ダメだダメだっ、声が小さいぞっ!?　もっともっとドラゴンみたいにいっぱい息を吸って、お腹なかの底と己おのれの魂たましいを震ふるわせるみたいな感じで笑うんだっ！」

「ふ、ふははははははははっ！」

「まだまだだっ！　そんなんじゃ、生まれたてのスライムだって脅おどかせないぞっっっ？　あと、表情もダメだ！　もっともっとっ、怖こわさの中にも余よ裕ゆうある顔をするんだぞっ！」

「ふ、ふははははははははっ！」




　……って。

　店内に響ひびく耳みみ障ざわりな哄笑にラウルは思わず頭を抱かかえ込む。……あいつ、子どもにいったいなに教えてんだよ。魔ま王おう軍の幹部でも育成するつもりかっ？

「お、おねーちゃん……こんなの、イミあるの？」

「ああ、もちろんだっ！」

　おずおずと訊ねてくるテラ少年へ自信たっぷりに頷いてみせるフィノ。

　なんだか偉えらそうな顔して胸を張り、フィノがぴょこんと指を立てた。

「くくくっ……貴様にだけ特別に教えてやろう！　これってオレ様の大発見なんだけど、それっぽい顔をしてると、だんだん、それっぽい気持ちになってくるんだぞ！」

「そ、それっぽいかお……？」

「ああっ！」

　オウム返しするテラ少年を見下ろし、フィノがふふんと鼻を鳴らす。

「オレ様もここに来たばっかのとき、ラウルに笑え顔がおっていうの教えてもらってっ……それからいつもいっぱい笑顔するようになったら、なんかわかんないけど、ほんとに楽しい気持ちになったんだっ！」

「フィノ……」

「考えてみたら、魔王城にいたときって、いつもつまんない顔をしてたからつまんなかっただけかもしれないしっ……だからねっ、こーいう風に表情とかから入るのって、けっこう侮あなどれないんだぞっ！」

　ぽんとテラ少年の肩かたを叩たたき、うれしそうにフィノが笑った。

「楽しい顔してれば楽しくなるんだから、このオレ様みたいに自信たっぷりの顔してれば、きっと自信が湧わいてくるハズだ！　そうすればオレ様みたく怖いものなんてなくなるしっ、イジメッコとやらも平気になるハズだ！　それが、テラが欲しいユーキだろっ!?」

「う、うんっ！」

「よしっ！　じゃあ、再開するぞっ、テラっ！」

　素す直なおに頷くテラ少年を満足げに見やり、フィノがふたたび息を吸った。




「──『ふはははははははは……」




　……ぴたりと止まるフィノの声。

　すっかり固まってしまった少女の視線の先には、黒光りする例の虫が、まるでこちらの様子をうかがうみたいに長い触しよつ覚かくをゆらゆらと動かして……。




「き、きゃああああああああっっっっっ！」




　……一いつ瞬しゆん後、ものすごい勢いでラウルに飛びついてくるフィノ。

「って、フィノっ！」

　あどけない顔に似合わぬ豊かな胸をぐいぐい押し当てられ、ラウルも思わずうわずった声をあげてしまう。

「お前、たったいま『なんにも怖いものない』とか偉そうなこと言ってただろっっっ!?」

「だだだだだだめっ！　なんにも怖いものはないけどゴキブ……そ、そいつだけはだめっ！　ほんとだめなのっ！　だめえええええっっっ！」

「お、おねえちゃん……」

「た、助けてえええええええええっっっ！！！！！」

　……すっかり取り乱すフィノの様子になんだか引いたような顔をする男の子。

「……ったく」

　全力ですがりついてくるフィノをなだめつつ、ラウルは思わず嘆たん息そくしてしまう。せっかくいい感じだったのに、これじゃあ台無しじゃねえか。

　……と。

「っ……」




　……ふと、あることを思い出して。

　おもむろにポケットに手を入れたラウルが、小さな包みを取り出した。




「──そうだ、フィノ、いいものやるぞ？」

「ふ、ふええっ!?」

　ラウルの言葉にぱっと顔を上げるフィノ。

　蒼あおい瞳ひとみに涙なみだを浮うかべた少女の前に、ラウルはそっと手にした包みを差し出してやる。

「ほら、これ……勇気が出るキャンディだ」

「ユーキが出るキャンディっ！！！！？」

「ああ」

　──透とう明めいなセロファンに包まれた赤いキャンディ。

　驚おどろいたように聞き返してくる少女にこくりと頷き、ラウルがさりげなく補足した。

「そういや、このキャンディのことすっかり忘れてたよ。前に伝説の大魔ま法ほう使つかいから手に入れたすごく貴重なシロモノで、ひとつ舐なめればゴキブリアも怖くなくなるんだぞ？」

「ほんとっ!?」

「特別に一個だけ分けてやるよ。ほら、フィノ、口開けろ」

「わああっ！　うんっっっ！」

　勇気が出るキャンディ……もとい、今朝方アマダの前でイベントコンパニオンが配ってた、ごくごく普ふ通つうの試供品キャンディ。

　かさこそと音を立ててセロファンを解ほどくなり、ラウルはむき出しになったキャンディをフィノの口へ放ほうり込んでやる。

「んっ……これ、イチゴの味がするっ！　ユーキってイチゴの味がするんだな……っ！」

　うれしそうに目を細め、ころころと口の中のキャンディを転がすフィノ。

　やがて、ラウルにしがみついたままのフィノが、おそるおそる足あし下もとへと視線を落とした。

「っ……」

　ラウルの腕うでをぎゅっと摑つかみ、無言で床ゆかの上のゴキブリアを睨にらむフィノ。

　苦手で苦手でたまらないその生き物と対たい峙じしつつ、フィノがごくりと喉のどを鳴らし……。

　……ややあって。




「ホントだっ……！」

　がばっと勢いよく顔を上げて。

　ラウルを見上げたフィノが興奮したように叫さけんだ。

「怖くないっ！　怖くないぞっ!?」

「だろ？」

「ああっ！　ラウルがくれたユーキが出るキャンディ、すごいなっっっ！！！！！」

　って、こいつ、俺の言葉をすっかり信じきって……。

　はしゃぐような声をあげつつ、うれしそうにラウルの腕をぶんぶんする少女。きらきら輝かがやくまなざしに、ラウルはなんだかこそばゆい気持ちになってしまう。ったく、こいつ、ほんと素直っていうか……。

「……くくくっ、よくぞいままでオレ様を怯おびえさせてくれたなゴキブリアふぜいめっっっ！　このオレ様がみごと一いち撃げきで仕留めてくれるわっっっ！」

「って、おいっ、靴くつでゴキブリア踏ふもうとするなっっっ！！！！！」

「ふはははははっ！　これでもう、オレ様に怖いものなどないわああああっっっ！」

　……っていうか、いくらなんでも信じすぎだろっ!?　なんかこいつ単純すぎていろいろと心配になるぞっ!?

　調子に乗ってゴキブリアを追おい詰つめようとするフィノを羽は交がい締じめにして止めつつ、ラウルはふと、テラ少年を見下ろした。




「──そうそう、勇気の出るキャンディ、まだ残ってるけど……お前も食ってみるか？」

「えっ」「名案だっ！」

　ラウルの言葉に目を丸くするテラ少年と、ぱっと顔を上げるフィノ。

　少年を見下ろしたフィノがニッと笑ってみせる。

「あのキャンディ、すっごい効果抜ばつ群ぐんだぞっ!?　なんかこう、身体からだの奥底からユーキがばーんって湧いてくる感じなんだっ！」

「ほら、遠えん慮りよすんなって」

「っ……あ、ありがとう、ございます」

　おずおずと手を伸のばし、ラウルの手からキャンディを取るテラ少年。

　キャンディを口に入れる少年の前で、フィノがうずうずしたように口を開いた。

「なあっ、どうだっ？　ユーキは湧いてきたかっ？」

「え、えーと……」

「もうっ、じれったいなっ！　ほら、オレ様みたいに笑ってみろ！　『ふははははははははっ！』」

「えっ……ふ、ふははははははははっ！」

　頰ほおの中ににキャンディを収めたまま、フィノに倣ならうように腰へと手を当てるテラ少年。

　半信半疑だったその顔に、やがて、驚いたような表情が浮かぶ。

「──ほんとだっ……！　なんか、勇気がわいてきたようなかんじがするっ……！」




　うれしそうに言いながらラウルたちを見上げるテラ少年。

　しかし、そんな少年の表情が、にわかに凍こおりついた。




「っ……」

「って、おい」「……どうしたんだ？」

「あいつだっ……」

　すっかり蒼そう白はくになったテラ少年が、ぶるぶるしながら店の入り口を指した。

「なんで、あいつがっ……」




「──お疲つかれさまでーす。ラウルさん、フィノさん、店長いますかー？」




　──くすんだ金きん髪ぱつに、フチの丸い眼鏡めがね。やせぎすの身体を包むワイシャツと、首から下げられたストラップつきの名札。

　店に入ってきた二十代後半くらいの長身の男……レオスタッド商会の本部社員ギル・ブランドは、ラウルたちの前で立ち尽つくす男の子に気づくなり目を丸くする。




「おや、テラ、どうしてあなたが、ここに……」

「ぎ、ギルおにいちゃんっ……」




　店てん舗ぽ視察にやってきた本部社員のギル氏を見やり、絞しぼり出だすように呟つぶやくテラ少年。

「……って、まさか」

　ただならぬ雰ふん囲い気きにすべてを察し、ラウルが思わず声をうわずらせた。




「この子が言ってたいじめっこってギルさんのことだったんですかーっっっ！！！！？」

「いじめっこ？」

　ラウルの言葉に目を瞬しばたたかせ、ギル氏がさも心外そうに首を振ふる。

「……まあ、たしかにわたくし、兄としての権力を全力で振りかざしてはよく、この子に理り不ふ尽じんなことを強しいていますが……」

「って、ギルさんどう見てもこの子と二十は離はなれてるでしょっっっ!?」

「あー、ラウルさん、そういうご家庭のデリケートかつプライベートな部分に気安く触ふれて良いと思ってるんですか？　そういうのって相手に良い印象与あたえませんよー？　まさか、お客さんにもそんな口のきき方をしてるんじゃ……」

「いや、そうじゃなくってっっっ！　こんなに歳としの離れた弟をいじめるなんて、いくらなんでも大人げなさすぎでしょうっっっ!?」

「あ、あいつっ……」

　思わずツッコむラウルのかたわらで、テラ少年が悔くやしげに声を震ふるわせる。

「いつもぼくのことっ、バカにするしっ……」

「まあ、知識量の圧あつ倒とう的てきな差は揺ゆるぎない事実だから仕方ありません」

「ぼ、ぼくのおやつをとったりするし……」

「我らブランド家の家訓は弱肉強食。より優すぐれた力を持つ者がより多くのおやつを手にするのは当然のことです。あ、昨日のチーズケーキ、ごちそうさまでした」

「お、オモチャとかもかりたまま、かえしてくれなかったりするしっ……」

「おや、返さないなどと言った覚えはありませんよ？　ただ永遠に借りておくだけです。前から欲ほしかったんですよねー、マジックステーション３」

「なんて兄だ！」

　叫ぶラウルを尻しり目めに、テラ少年を見下ろしたギル氏がふと、口を開いた。




「──で、テラはいったい、こんなところでなにをしているんですか？」

「っ……」




　ギル氏の視線に、テラ少年がびくっと身を強こわばらせる。

　……ただでさえ１８０㎝を超こえる長身のギル氏と、まだ学校に行っているかいないかくらいの幼い少年。その体格差は歴然で、ああやって見下ろされて怯えない方がどうかしてる！

「…………」

　ただ一言も発することが出来ず無言で震えるテラ少年。

「──テラ！」

　そんな少年の耳にふと、よく通る少女の声が響ひびいた。




「ユーキが出るキャンディ、テラも舐めただろっ？」

「っ!?」

　フィノの声を聞いたとたん、はっとしたように目を瞬かせるテラ。

　そんな少年を勇気づけるみたいに、フィノがぽんと胸を叩たたいてみせる。

「だから、大だい丈じよう夫ぶっ！　あと、大事なのはっ……」




「──ふ、ふははははははははっっっ！！！！！」




　華きや奢しやな腰こしに手を当て、フィノのアドバイスも半ばに笑うテラ少年。

　年の離れた目の前の兄をきっと睨ねめあげ、テラが力強く口を開いた！




「おにいちゃんっ！　ぼくっ、きょうっ、どーしても見たいアニメがあるんだっっっ！」

「……へっ？」「っ？」

「だけどっ、ギルおにいちゃんがさきにロクガヨヤクしたバングミとじかんがおんなじでっ……おねがいしますっ、チャンネル、ぼくにゆずってくださいっっっ！！」




　……って、この子が勇気を欲しがってた理由って、ギルさんにアニメ見せてもらいたかったからだったのかよっっっ!?




　ラウルたちの前でぺこりと頭を下げるテラ少年。

　……しばし、沈ちん黙もくがあって。

　やがて、ギル氏が、淡たん々たんとした表情のまま首を振った。




「──ダメです」

「っ……！」

　そのとたん、さっと表情を曇くもらすテラ少年。

　決死の願いをあっさり却きやつ下かされた男の子はしゅんと肩かたを落とし……見かねたラウルはつい、ギル氏に詰め寄った。

「ギルさんっ、いくらなんでも、それはっ……」

「ラウルさん──」




　そんなラウルの言葉を遮さえぎって、ギル氏がふと、口を開く。

「お仕事中すみませんが、これ、いただけますか？」

「って……」




　──『聖祭節超ちよう特価！　19インチマジックヴィジョンがお買い得……』

　すぐ側そばの棚たなに歩み寄るなりギル氏が持ちあげた小型マジヴィの箱。うちの店のラインナップだから当然、最新機種じゃないけど、そこそこスペックが高いヤツだ。

「え、ええと……」

　思わずぽかんとするラウルたちの前で、ギル氏がテラ少年を見下ろした。

「ほら、手を出してください」

「っ!?」

「……言っておきますけど、使い方はぜったい教えてあげないんで、あとは説明書でもなんでも見て自分で勝手にどうにかしてください。自分のことは基本自分でやるのがうちの家訓ですから」

「ギル……おにいちゃん……」

「……まあ、弟のあなたがわたくしに逆らったのは、これが初めてですからね」

　なんだかあきれたような顔でぽつりと独りごちるギル氏。

　マジヴィの箱を抱かかえていたテラ少年が、やがてぱあっと表情を輝かがやかせる。

「ありがとうっ、ギルおにいちゃんっっっ！」




「……それでは、わたくしは、仕事がありますので」

　にこりともせずきびすを返し、店の奥へと向かうギル氏。

　くるりと振り返ったテラ少年が、ラウルたちに向かって頭を下げる。

「あのっ、ありがとうございます……っ！　キャンディのおにいちゃんと、サン・タのおねえちゃん！」

「～っ！」

　──サン・タのおねえちゃん。

　テラ少年の言葉を聞いたとたん、フィノがとびきりうれしそうに瞳ひとみをきらきらさせた。




　　　　＊　＊　＊




　と、そんなことがあって──。




「きょうは聖夜祭セール、お疲れさまでした」

　それから、およそ半月後。聖祭節の聖夜祭当日のマジックショップ・レオン王都店、閉店後恒こう例れい終礼ミーティング。

　レジカウンタ前に並ぶスタッフたちを見み渡わたし、セアラ店長がにっこりと微笑ほほえんでみせる。




「──それでは、みなさんからなにか、ありますか？」

「はいっっっ！」

　まるで店長の言葉を待ち構えてたみたいに手を挙げるフィノ。

　たんっと前に飛び出すなり、サン・タ服を着たままの少女が腰に手を当てた。

「ふはははははははっっっ！！！！！　これから、みんなにプレゼントを配るぞっ！」

「「「「プレゼントっ!?」」」」

「なんたって、オレ様はサン・タさんだからなっ！」

　自信たっぷりに言い放つなり肩の袋ふくろを下ろし、フィノがごそごそと袋の中身をあさり始める。

「ええと……はいっ、店長にはこれっ！」

「あらあら、なにかしら」

「フィノ印の肩たたき券だっ！　店長、おっぱいがおっきいからいつも肩こって大変だろっ？　一枚で十分間、オレ様が肩を叩いてあげるぞっ！」

「まあ……ふふっ、フィノちゃん、ありがとう」

「へへっ……ちなみに、オレ様が休みの日はラウルに渡わたしてくれれば、代わりに叩いてくれるからな！」

「ってお前っ、なに勝手な約束してんだよっっっ!?」

「次っ、アイリの番ねっ！」

　ラウルの抗こう議ぎを遮って明るい声をあげるフィノ。

「えっ!?」
















　そのとたん、アイリが驚おどろいたように藍あい色いろの目を丸くする。

「わ、私にもあるのっっっ!?」

「ああっ、もちろんだっ！　はいっ！　アイリにはこれっっっ！」

「って、これっ……」

「オレ様が描かいたアイリの似顔絵っ！　どうだっ、一いつ生しよう懸けん命めい描いたんだぞっ!?」

「……って、なんで頭にツノが生えてるんだよ」

「あらあら、右みぎ腕うではドリルですか」

「ほー、なかなか個性的だなー」

「ふははっ、すっごいカッコいいだろっっっ!?　オレ様が考えた最強のアイリだ！」

「な、なによっ、こんな、魔ま人じんが描いた絵なんてっ……」

　アイリが呟つぶやいたとたん、フィノがはっと表情を曇らせる。

「……アイリ、もしかしてこういうの、あんまり好きじゃなかったっ？」

「えっ……」

　なんだかしょんぼりしたようにおずおずと呟くフィノ。

「え、ええとっ、そのっ……」

　なんだか少しあわてつつ、やがてアイリが小さく鼻を鳴らした。

「っ……フィノさん、あ、ありがとうっ」

「～っっっ！！！！！」

　ぶっきらぼうにお礼を言われたとたん、ぱっと表情を輝かせ。なんだかすっかり気を取り直したみたいに、フィノがえへんと胸を張った。

「ふははははっ、どういたしましてっ！　ええとっ……次、ラウルの番ねっ！」

「って、俺にっ……？」

　自分の名前が出たとたん、ラウルはなんとなく姿勢を正してしまう。プレゼントって……こいつ、いったい、なにをくれるんだろう？

　……って。

　なんだか少しどきどきしつつ、ラウルはふと、我に返った。……いや、落ち着けよ、俺。いつものパターンを思い出せって。こいつのことだし、期待なんかしたら痛い目を見るに決まってんだろ？

　そうさ。どうせ、しょうもないものに決まって……っ!?

「っ……」




　──ラウルの首にふわりと掛かけられる細いリボンと、その先に下がる金色の折り紙が貼はられた手製のメダル。

　目を丸くするラウルの前で、フィノがにっと笑ってみせる。




「これ、ラウルの勇者免めん許きよと、記念のメダルだぞっ！　前にブレイブ・アイランドでもらったヤツをマネしてオレ様とミュリで作ったんだっ！」




　自信たっぷりに言いながら手書きの勇者免許証を差し出してくるフィノ。

　言葉を失うラウルを上うわ目め遣づかいに見上げ、フィノがうれしそうに微笑んだ。

「……オレ様たちが認めたんだから、ラウルはもう、オレ様たちの勇者だぞっ？」

「フィノっ……」




　──『我々フィノ・ブラッドストーンとミュリ・チェイサーは、偉い大だいなる女め神がみの名の下もとに、ラウル・チェイサーを勇者として認めます』




　免許証の表に色ペンで書かれたフィノの文字と、ラウルの妹、ミュリのサイン。

　フィノとミュリが文通してるのは知ってたけど、あいつら、いったいいつの間に、こんなものっ……！




　……じわりと胸にこみ上げてくる温かい気持ち。

　感謝の気持ちを伝えようと、ラウルがおずおずと口を開く。

「フィノ、ありがと……」




「──なー、フィノ君。誰だれか忘れてないー？」




　……そんなラウルの言葉を遮るように横から飛び込んでくる無ぶ粋すいな声。

「あっ、副店長！」

　ぱっと顔を上げたフィノが得意げに叫さけんだ。

「もちろん、副店長のもあるぞっ！　ほらっ、これだっ！」

「ほー、どれどれー……っっっ!?」

「「なっ!?」」「あらあら」

「ふははははっ！　オレ様が魔ま界かいからお取り寄せしたマカイモウドクサソリだっっっ！　副店長、いつも休みが欲ほしいって言ってるだろっ？　こいつに刺さされれば一週間はヨユーで休めるハズでっ……」

「ふ、フィノさん……」

　自信たっぷりにまくし立てるフィノへ、アイリがおずおずと声を掛ける。

「副店長、息してないんだけど……」

「えっ!?」

「あらあら、大変」

「え、ええとっ……ら、ラウルうううっ！」

「お前なあああああああっっっ！！！！！」

　助けを求めるようなフィノの視線にラウルは思わず声を荒あららげた。こいつ、ぜってーなにかやらかすと思ったら！

　……と。




「きゃああっ！」




　不意に、さらなる悲鳴が店内に響ひびき渡る！

「ふ、フィノさんっ！　そ、それっ！　肩かたの上っ！」

「えっ？」

　叫びながらこちらを指してくるアイリにきょとんとしつつ、フィノがそろそろと自分の肩へ目を落とす。

　……いったい、いつの間に飛来したものか。

　フィノの肩に羽を休めて悠ゆう々ゆうとくつろぐ、つやつやと輝かがやく黒い虫の姿が──！




「フィノっ！」「フィノさんっ！」「まあ」




　口々に叫ぶラウルたちの前で、肩の上のゴキブリアと見つめ合いながら目をぱちくりさせるフィノ。




　……やがて。




「ふははははははははっ！」




　肩にちょこんとゴキブリアを載のせたまま、フィノが高らかに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶだっ！　ゴキブリアなんてもうぜんぜん怖こわくないぞっ!?　なんせ、オレ様はラウルに、ユーキが出るキャンディをもらって……って、あれっ？」

　言いかけたフィノがふと、目を丸くして固まってしまう。

「……あら」

　レジカウンタの上に無造作に置かれた袋入りの赤いキャンディ。

　フィノの視線に気づいたように、セアラ店長がにこにこしながら口を開いた。

「それ、前にアマダの前で配ってた試供品のキャンディなんだけど、とっても美味おいしかったから袋で買ってきちゃったの。お仕事が終わったら、みんなで食べようと……」




「ただの……キャンディ……」




　震ふるえる声で呟きつつ、まるで骸がい骨こつ剣けん士しみたいなぎこちない動きで肩に止まったゴキブリアを見やるフィノ。




　……刹せつ那な。

　蒼あおい顔をした魔人の少女が、泡あわを吹ふいて床ゆかに倒たおれこんだ。







　第四章　「魔ま王おうの娘むすめさんが万引き犯にお怒いかりのようです。」







「ラウルっ！　ラウルっっっ！」




　閉店後のマジックショップ・レオン王都店。今日も無事、一日の営業を終えて。レジカウンタで締しめ作業をするラウルのところへ銀ぎん髪ぱつの少女がぱたぱたと駆かけ寄よってくる。

「どうした、フィノ……」

「売れたんだっっっ！！！！！」

　きらきら輝く蒼い瞳ひとみと桜色にほてった頰ほお。

　レジカウンタにぐっと身を乗り出し、フィノが興奮したように叫んだ。

「オレ様が仕入れたドラゴンの貯金箱が売れてたっ！　はじめて売れたっっっ！」




　──指定位置にコインを置くと雄お叫たけびとともにドラゴンが翼つばさをはためかせ、くわえあげたコインを背後の宝箱へ放ほうり込むという仕し掛かけ貯金箱。

　メーカーさんから送られてきたカタログを見たフィノが「これ、ぜったい売れる！」なんて自信たっぷりに仕入れたアイテムだけど、４９８０Ｇという微び妙みように高い値段のせいかちっとも売れる気配はなく。それでもフィノは諦あきらめず、まいにちまいにち在庫を数えてた。

　そんな思い入れのある貯金箱がついに売れたんだから、喜ぶのも当然だ。

「良かったな、フィノ」

「へへっ」

　ラウルがぽんと肩を叩たたいてやると、フィノがすっかり得意げに笑ってみせる。

　……と。

「……って、あれっ？」

　ふと、あることに思い至り、ラウルは思わず首を傾かしげた。

「でも、今日レジに入ってたのって、俺とお前だけだったよな？」

「うんっ……それがどうしたんだっ？」

「いや、俺はあの貯金箱の会計した覚えないけど、フィノはあるのかなあって」

「えっ、ないけどっ……」

　ラウルの問いに、フィノがふるふると首を振ふる。

「ってことは、もしかして……」

　独りごちながらレジのＭＩＴ端末マジコムを叩き、販はん売ばい管かん理りシステムを開いてドラゴン貯金箱の型番を打ち込むラウル。

　マジックディスプレイがちかちかと光り、貯金箱の在庫状じよう況きようが表示された。

「……やっぱり」

　……先々週も、先週も、そして今週も、売り上げ履り歴れきはゼロのまま。もちろん、予約取り置きの登録もされてない。

「フィノ、貯金箱、売れてないぞ？」

「えっ」

　ラウルの指し摘てきに、フィノが大きな目を丸くする。

「で、でもっ、三つあるはずなのに、二つしか売り場になかったしっ……」

「たとえば、いったんカゴに入れたお客さんの気が変わってヘンな場所に戻もどしちまったとか、それとも……」

　……言いながら、ラウルはつい、難しい顔をしてしまう。

「もしかしたら、万引きかも……」

「まんびきっ？」

「……って、お前、万引きも知らないのかよ」

　きょとんと聞き返してくるフィノを見やり、ラウルは困ったように頭を搔かいた。

「万引きっていうのは、お金を払はらわずに商品を持ってくことで……」

「お金を払わずにっ!?」

　そのとたん、フィノがびっくりしたように目を瞬しばたたかせる。

「それってドロボーだろっ！　そんなうちの親父おやじみたいなことするヤツがいるのっ!?」

「……いや、ま、たしかに魔王ならやるだろうけど」

「で、でもっ！」

　思わず半眼になるラウルの前で、フィノがなんだかあわてたみたいな声をあげた。

「人間の世界ってっ、お金もらいたいからみんな働くし、みんな働くからいろんなモノができるし、いろんなモノをみんなが買うから働いた人がお金もらえる仕組みなんだろっ!?　お金を払わずにモノを持ってく人がいたら成り立たなくなっちゃうじゃないかっ！」

「フィノっ……」

「だからっ、お金を払わないでモノを手に入れようとするのって、すっごく悪いことでっ……って、あれっ？」

　すっかり興奮したようにまくし立ててたフィノがふと、目を丸くする。




「ラウルっ、その箱っ……！」

「へっ……」




　フィノが示す指の先。レジカウンタの裏に置かれたコンテナにドラゴンの絵が描かかれた箱が無造作に突つっ込こまれてて、箱の上に一枚のメモが貼はられている。

「なになに……『お客さんに中が見たいって言われたんで開けました。あとでなんとかします。バイザー』……って、副店長の仕し業わざかよ」

　殴なぐり書がきされた文字を見やり、ラウルがあきれた顔で呟つぶやいた。

「……ったく、初期不良品や開かい封ふう品なんかを売り場から下げたら、ちゃんと販売管理システムに登録して在庫の数を合わせとけって店長がいつも言ってるのに、人ひと騒さわがせな……」

「でも、まんびきっていうのじゃなかったんだなっ……！」

　なんだかほっとしたように、フィノが胸をなで下ろす。

「売れたんじゃなかったのは残念だけど、とりあえず、お金払わず持ってかれちゃったんじゃなくって、よかったっ……！」




　……と。

「おー、ラウル君、フィノ君、お疲つかれさまー」

　……ウワサをすればなんとやら。

　売り場で閉店作業をしていたバイザー副店長がレジカウンタへ近づいてくる。

「なー、ラウル君、そこんとこに展示してあったマジヴィ知らないかー？　最新型で、こう、ぎゅぎゅっとコンパクトで軽いやつ」

「へっ？　いや、俺は知りませんけどっ……」

「オレ様も知らないぞっ？」

「そうかー……」

　なんだか困ったような顔で、副店長がぽりぽりと赤毛頭を搔いた。

「朝方にはたしかにそこの売り場にあったハズなんだけど、いま気づいたら見当たらなくてなー……あー、ラウル君、ちょっといい？」

「あっ、はいっ」

　ラウルを押しのけるように手を伸のばし、副店長がカウンタ越ごしにマジコムを操作する。

「えーと、販売履歴はー……」




「──ねえ、ラウル・チェイサー」

　不意に売り場から掛かけられる声。

　ラウルが顔を上げたとたん、流れるような蜂はち蜜みつ色の髪かみが視界に飛び込んできた。

「ああ、『オールＡ』、どうした？」

　フロアのモップがけをしていたラウルの元同級生にして後こう輩はいバイト、通つう称しよう『オールＡ』のアイリ。腕うでにモップを抱かかえたまま、少女がなにか細長い金具を差し出してくる。

「これ、棚たなの下に落ちてたんだけど……」

「って……」

　アイリが拾ってきたのは展示商品用の防犯バー。売り場に出てる高額アイテム……たとえばマジヴィなんかを棚にネジ止めし、盗ぬすまれたりしないようにするための器具だ。

　でも、どうしてそれが、床に落ちててっ……！

「まさか……」

　ちらりと胸を過よぎるイヤな予感。

「あー……」

　……そんなラウルの予感が的中したように、副店長が悲痛な声をあげた。

「──在庫１、売り上げ履歴ナシ……おいおい、やべーぞ、これっ……！」




「副店長っ！　もしかしてっ……」「まんびきっっっ!?」

　思わず声をあげるラウルと、覚えたての単語を口にするフィノ。

「い、いや、まだ万引きと決まったワケじゃねーしっ……！」

　ぶんぶんと頭かぶりを振った副店長が、なにか思いついたように身を翻ひるがえす。

「「「っ？」」」

　ばたばたとあわただしく駆け出す副店長。

　つられたように、ラウルたちもあとに続いた。







　副店長が駆け込んだのはレジカウンタの後ろにある店長室。

　棚の上に設置された防犯モニタを見上げ、ラウルは思わず声をあげる。

「なるほど、防犯カメラですかっ……！」




　──店内各所に設置された九台の防犯カメラにあわせて分割されたモニタ画面。九つの小さな枠わくの中にはそれぞれ、閉店後の店内の光景が映し出されてる。……もっとも、カメラのうち二台は故障中で真っ黒だけど。

「カメラのログを調べりゃ、なにがあったか分かるハズだっ……」

　店長の机に片手をついてマジカルビデオレコーダーへと腕を伸ばす副店長。副店長がつまみをいじったとたん、マジヴィコーナーに向けられたカメラの映像が大写しになった。

　ずらりと棚に並ぶ展示のマジックヴィジョン。その背後に、レジカウンタの様子もちらりと映り込んでる。

「たしか、ここんとこにもう一台あったハズなんだよなー……」

　副店長が指したのはマジヴィコーナーのエンド──棚の端はしにある、メイン通路に向けて作られた売り場。画質が粗あらくて見づらいけど、いちばん目立つその部分がたしかに、不自然にぽっかり空になってる気がする。

「ええと、これで開店時間に戻して……っと」

　棚から取り上げたリモコンを操作すると、モニタの映像が窓から差し込む朝日に白んだ。

「──あっ、オレ様だっ！」

　モニタに映った自分の姿を認めて興奮したように叫さけぶフィノ。

　画面の右上に表示された時刻は開店時間の朝十時を少しまわったところ。問題の売り場にはたしかに、閉店後の映像に無かったマジヴィが映ってる。

「やっぱ、この時点ではまだ、ここにあるよなー……」

　防犯モニタを見上げて独りごち、副店長がリモコンを構えた。

「よーし、早送りしてみるかー……ううっ、なんかの間ま違ちがいでありますよーにっ……」

　祈いのるように呟きながらボタンを押す副店長。

　そのとたん、モニタの映像が早送りで流れ始める。




「わあっ！　お客さんがメタリックスライムみたいに素す早ばやく動いてるっ！」

　残像を残して動き回るお客さんたちに目を瞠みはるフィノ。

「あっ」

　……と、画面に見入っていたアイリが声をあげる。

「副店長、この人、さっきから売り場を何周もしてて怪あやしくないですか？」

「おっ、どれどれ？」

　すかさずリモコンのボタンを押す副店長。巻き戻しと再生ボタンを手て際ぎわよく駆く使しし、問題の人物が一番よく見えるカットでぴたりと映像を止めてみせる。

　問題のマジヴィを覗のぞき込む、いかにも怪しげな黒ずくめの少年……。

「そう、この人ですっ！」「わああっ、副店長っ、止めるのすごく上手うまいなっ！」

「まーな」

　声を揃そろえる部下たちの前で、副店長がなんだか得意げに胸を張った。

「リモコン操作なら任しときなー。男ってヤツは普ふ段だんからベストなタイミングでビデオ止めるのに慣れてんだよ。……なー、ラウル君？」

「って、どうして俺に振ふるんですかっっっ!?」

　意味深な視線を送ってくる副店長に声を荒あらげると、フィノがなんだか怪け訝げんな顔をする。

「ラウル、どういう意味？」

「お、お前は分からなくていいからっっっ！！！！！」

「……最低ね、ラウル・チェイサー」

　あたふたと首を振るラウルを横目に呟くアイリ。

「って！」

　モニタを見やったラウルが話題を逸そらすように叫んだ。

「『オールＡ』っ、この格好にこの眼鏡めがねにこのペンダントっ、こいつドラゴンじゃねえかっ!?　うちの常連っていうか、お前の元同どう僚りようだろっ!?」

　見み間ま違ちがえようがなく、なぜか休みのたびにレオン王都店に入いり浸びたるのが趣しゆ味みだというライバル店のトップ社員、シエル・スクリプトだ。

「あー、ホントだ……こいつは関係ねーな……」

　ラウルの言葉に納なつ得とくしたように、副店長が早送りを再開する。




　何十倍にも縮められた時間の中、問題のマジヴィが面してる通路をお客さんたちがハイスピードで通り過ぎていく。そのうちの何人かは展示台の前で足を止めてマジヴィを眺ながめるものの、マジヴィコーナーにとりたてて異変はない。

「なんか、なにも起こらないですね……っ！」

　ラウルが呟いた、まさにその時。

　防犯モニタの画面から、問題のマジヴィがぱっと消えた。




「「「「っっっ!?」」」」




　思わずモニタに釘くぎ付づけになるスタッフたち。

　固かた唾ずを吞のんで見守る部下たちの前ですかさず、副店長が映像を巻き戻もどす。

　──モニタ画面の右奥を歩く副店長と、手前のレジカウンタでお客さんと楽しげに会話するフィノ。問題のマジヴィの前でひとりの男が立ち止まる。

　歳としは三十か四十。防犯カメラの解像度が低いせいで、その顔はよく分からない。

　展示台の前で足を止めた男はほんのわずかな一いつ瞬しゆんで、スイッチを落とした小型のマジヴィをジャンパーの中へと滑すべり込ませた。




「「「「っ……」」」」




　──カメラに残されていた犯行の瞬しゆん間かん。

　ショックに言葉を失うスタッフたちの前で、上着にマジヴィを隠かくした男はなにごともなかったかのようにマジヴィコーナーを後にする。

　男の姿が、画面の端へと消えていき……ぼうぜんとしていたラウルがハッと声をあげた。

「副店長っ！　こいつっ、他ほかのカメラにも映ってるかもっ！」

「っ、あ、ああっ！」

　副店長があわててリモコンを操作したとたん、モニタの画面が再び九つに分割される。

　……しかし、男の姿はどこにも見当たらない！

「くそっ！　ここのカメラ、ちょうど壊こわれててっ……」

　まっ黒な画面に悪態をつく副店長。

　と、真しん剣けんな顔でモニタを見ていたフィノが不意に声をあげた。

「あっ、こっちに映ってるっ！」

「「「っ！」」」

　入退店するお客さんを見下ろすように設置された入り口ドアの防犯カメラの映像。そこには、マジヴィをふところに忍しのばせたままレジを通らず店を出て行く男の姿が映ってて。

　退店する男に気づいたフィノが、モニタの中でにこにこしながら口を開いた。

『──ありがとうございましたーっ！』




「っ……」

　……誰だれも、なにも、一言も言わない。

　胸の奥からこみ上げてくるような怒いかりと、悔くやしさと、やりきれなさ。

　すっかり押おし黙だまるスタッフたちの前、モニタの映像を巻き戻した副店長が男……いや、万引き犯の動きを追う。

　万引き犯はどうやら、いろんなマジヴィを見比べてるようなそぶりをしながらなんどもターゲットの前で立ち止まり、そのたびに、マジヴィを留める防犯バーを何食わぬ顔で少しずつゆるめていたらしい。上着にマジヴィを引っ張り込んだときの鮮あざやかな手つきといい、そうとう手慣れた者の犯行だ。

　右上のタイムスタンプを見やったラウルは思わず目をすがめてしまった。十四時十分くらい……俺が休きゆう憩けいに入ってて、フィノがたったひとりでレジカウンタにいたときか。

「オレ様……近くにいたのに……見てたハズなのに、ぜんぜん気づかなかったっ……」

　ふるふると肩かたをふるわせ、フィノが悔しげに声を絞しぼり出す。

「店内のお客さんがどんなことしてるかちゃんと見てるのも、レジの仕事なのにっ……それに、オレ様、あいつが出てくときに『ありがとう』なんて声掛かけちゃってっ……」

「って……」

　すっかり落ち込むフィノをフォローするように、ラウルが肩を叩たたいてやった。

「お客さんの対応してたんだから、フィノは気づかなくてもしかたないだろ？」

「ラウル・チェイサーの言う通りよ。それに、レジからじゃ万引き犯の身体からだで死角になって、なにやってるかなんて見えなかっただろうし……」

「で、でもっ……！」「つーか……」

　フィノの言葉を遮さえぎるように、副店長が蒼あおざめた顔でうめいた。

「あれ、10万超ごえのマジヴィだぞっ……ううっ、マジかよーっ……おれが責任者の日に万引きされちまっただなんて、もしも店長にバレたらっ……」




「──バレたら、大変ですねえ」




「「「「って、店長っ!?」」」」

　とつぜん背後から聞こえてくるやわらかな声。

　ラウルたちが振り返ると、そこには本日お休みのハズのセアラ店長が立っていた。




「みんな、お疲つかれさま……ちょっと書類を取りにお店に寄ったんですけど、展示されてたマジヴィが売れたのかと思ったら、展示台にこんなモノが挟はさまってて……」

　言いながら、小さなカードを差し出してくる店長。

　箔はく押おしされたカードにはパナソニア・ゴシック体の文字が躍おどり、手書きのメッセージが添そえられている。




　──『商品は戴いただいた！　もっとよくお客さん見るべし！　愛と正義の万引き仮面☆ミ』




「「「「ま、万引き仮面っ……」」」」

　……ド直球すぎる名前にあんぐりと口を開けるラウルたち。

　めずらしく神しん妙みような面おも持もちで、セアラ店長が頷うなずいてみせる。
















「《万引き仮面》──神しん出しゆつ鬼き没ぼつで変へん幻げん自じ在ざい、さいきん王都中の小売店を震しん撼かんさせている正体不明の怪かい人じんです。なんでも、お店の品物をこっそり持ち帰ったあと、必ずこういうカードを売り場に残してくそうなの」

「な、なんか、ひと昔前の怪かい盗とうみたいなノリですね……」

「って、店の苦労も知らねーで遊び半分に、ふざけたヤローだなー……」

　苦々しげに舌打ちし、しかし、バイザー副店長がちょっぴりほっとした顔をする。

「けど、まー、そんな有名なヤツの犯行なら、万引きされてもしかたないよなー……」

「そうですねえ。うちのお店の副店長なのに、王都経済新聞で連日特集されたり、商店会の回覧板でも再三名前のあがってる《万引き仮面》さんを知らなかったバイザーくんに、責任なんて少しもあるはずが……」

「……すみませんでした」

　ぺこりと頭を下げる副店長の前で、セアラ店長が困ったようにため息をついた。

「で、その《万引き仮面》さんだけど、困難があればあるほど燃えるタイプらしくてね。いちど自分が商品を持ち帰って警備が厳しくなったお店を、あえて何度も狙ねらうらしいわ」

「何度もっ……！」

　店長の言葉に、フィノがぱっと顔を上げる。

「それって、またうちにくるってことっ!?　また、うちで万引きしてくのっっっ!?」

「……フィノちゃん」

　真剣な顔で言いい募つのるフィノを安心させるように。少女の肩にぽんと手を置いたセアラ店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「万引きのことなら、フィノちゃんたちは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ。この件は、わたしたちでなんとかしますから」




　　　　＊　＊　＊




「──店長は、ああ言ってたけど……」




　──翌朝のマジックショップ・レオン王都店。

　ラウル、アイリ、フィノ──いつもより少し早く出勤した平社員とバイトの三人は、バックヤードで互たがいに視線を交かわし合う。

「……やっぱ、そういうワケにはいかないよな」

「私たちのお店のために、私たちもできることをしないとね」

「万引き犯っ、倒たおすべしっ……！」

　互いに顔を見合わせて大きく頷くラウルたち。

「というワケで……」なんて言いながら、ラウルがかたわらの箱を取り上げた。

「とりあえず、万引き対策として真っ先に思いつくのは防犯タグだよな。うちで使ってるのはこの自鳴式防犯タグ。商品から外したり、店外に持ち出そうとすると大音量の警報が鳴るアイテムなんだ」

「へえっ……」

　興きよう味み津しん々しんといった表情で無造作に防犯タグをつまみ上げるフィノ。

「って、おいフィノっ、気をつけて触さわ……っ!?」

「～っ!?」

　案の定、ラウルの注意を半ばに耳をつんざくような警報音が鳴なり響ひびく！

「ら、らうるっっっ！！！！？」

「ああもうっ、言ってる側そばからっっっ！　ここの出っ張ってる部分を押し込むと警報が鳴っちまうんだよっ！　ほらっ、貸してみろっ！」

　けたたましく騒さわぐ防犯タグを奪うばい取るなり、専用器具でスイッチを引き出すラウル。

「と、止まったっ……」

　びっくりしたように胸を押さえていたフィノが、やがて目を輝かがやかせた。

「すごいっ！　悪いことしようとしたときにこれが鳴ったら、万引き犯とかいうのもきっとびっくりするに違ちがいないなっ！」

　防犯タグを高らかに掲かかげ、フィノがなんだか興奮したように叫さけぶ。




「よーしっ、じゃあ、さっそく売り場中の商品ぜんぶにこれをつけようっ！」




「……って、そんな数ねえよ」

「これ、一個数百Ｇもするからそう贅ぜい沢たくには使えないのよ。百個買ったらそれだけで数万Ｇするし、アマダでさえ、１万Ｇ台後半の商品にしかつけてなかったわ」

「そ、そうなのっ!?」

　いたって冷静なラウルたちの言葉にショックを受けるフィノ。

「……じ、じゃあっ、ほかにいったい、どんな手段があるんだ？」

「まあ、いちばん安価で効果的なのはダミーカードよね」

　言いながら、アイリが一枚のカードを取り出してみせる。

「『こちらの商品が欲ほしい方は、カードをレジまでお持ちください』っ……これって、メモリーカードとかが欲しいお客さんがレジに持ってくるやつ？」

「ええ。うちのお店だと、他ほかにもインク売り場なんかで採用してるわね。売り場に直接商品を置かず、代わりにこういうダミーカードを並べておいて、レジにて商品と引ひき替かえるの。商品が売り場になければ万引きのしようがないでしょ？」

「わあっ、たしかにその通りだなっっっ！」

　ダミーカードを高らかに掲げ、フィノがなんだか興奮したように叫ぶ。




「よーしっ、じゃあ、さっそく売り場中の商品全部をダミーカードにしようっ！」




「……って、ねえよ」

「売り場から引き上げた商品、いったいどこに置くのよ」

　……相変わらず冷静にダメ出しするラウルたち。

　ダミーカードを見やり、ラウルが「それに」、と補足する。

「たしかに安全だけど、ダミーカードって売り上げが落ちるんだよな。やっぱ、本物の商品が置いてあった方が購こう買ばい意い欲よくをそそるし、そもそも、お店の都合よりもお客さんの都合の方が大事だし。それに、在庫数の管理がけっこうシビアなんだ」

「そうそう、売り場にダミーカードが出てるのに在庫がなかったりするとクレームになっちゃうのよね。でも、ダミーカードを一枚持ってきて二つ買ってくお客さんとかもいたりするから、数を合わせるのも大変だし」

「万引きできないよう、ガラスケースの中に商品を入れるんならいいんだけどな」

「よーしっ、じゃあ、さっそく売り場中の商品全部をガラスケースに入れ……」

「入るわけないだろっ!?」

「じ、じゃあ、けっきょく、どうしたら万引きを防げるんだっっっ!?」

　なんだか困ったように眉まゆ根ねを寄せ、フィノが「うーん」と唸うなった。

「ていうか、オレ様、どうせなら万引きを防ぐだけじゃなくて犯人を捕つかまえたいっ！　もう二度と万引きなんてしないって約束させて、盗とられたマジヴィも取とり戻もどすんだっ！」

「……とは言っても」

　フィノの決意に、ラウルはつい言葉を濁にごしてしまう。

「万引きは現行犯じゃなきゃ捕まえられないし、その辺は運も絡からんでくるから……俺もいちど捕まえたことあるけど、たまたまだったし」

「えっ！　ラウルっ、万引き犯捕まえたことあるのっ!?」

　とたんに身を乗り出すフィノに、ラウルが「ああ」と頷いた。

「まだ入社したばっかのとき、売り場できょろきょろしてるお客さんを見かけてさ。なにかお探しですかって声掛けようと思ったんだけど、新人だったからなかなかタイミング摑つかめなくて……そうこうしてるうちにポケットに携けい帯たいミュージックプレーヤー突つっ込こんで出て行こうとしたからあわてて追いかけて、駐竜場で取り押さえたんだよ」

「わああっ、すごいっ！　さすがラウルだなっ！」

「いや、だから、たまたまだって、たまたま」

「……ラウル・チェイサー」

　思わずデレッとするラウルを見やり、アイリがなんだか面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。

「あなたの自じ慢まん話ばなしはともかくとして……まずは万引きしにくい環かん境きようを作ったうえで、忙いそがしくてもちゃんとお客さんを見て、なにか不ふ審しんなことがあったらスタッフで協力してマークするしかないわね」

「ちゃんとお客さんを見るっ……」

　オウム返しするフィノに、ラウルが「ああ」と相づちを打つ。

「ま、べつに万引き云うん々ぬんと関係なく、お客さんを見るのは大事だしな。ほら、なにか探してたり、困ってそうなお客さんに気づいて声掛けるの、お前、得意だろ？」

「《万引き仮面》のカードにも『お客さんのことをもっとよく見るべし！』って書いてあったじゃない。……ちょっと癪しやくだけど、現状足りてないのは事実だしね」

「……うんっ！」

　ラウルたちの言葉に頷き、フィノが拳こぶしを振ふり上げる。

「よーしっ、オレ様、頑がん張ばるっ！　頑張ってお客さんをちゃんと見るぞっ！」

　……と。

「──あらあら、みんな、こんなところにいたの？」

「「「店長っ！」」」

　栗くり色いろの髪かみをふわりとさせてバックヤードを覗のぞき込むセアラ店長。

　ラウルたちを見やり、店長がにっこりと笑った。

「そろそろ、お店を開けますよー？」







「──いらっしゃいませっ！」

　お客さんが足を踏ふみ入れたとたん高らかに響く声。

　ぱたぱたと駆かけ寄よってきた銀ぎん髪ぱつの少女店員がにこにこしながら挨あい拶さつする。

　……って。

「ええと……」

　……三メートルほど間を空け、ぴったり背後についてくる少女店員。

　落ち着かなげにしていたお客さんが、やがておずおずと振り返った。

「あの……なにか……」

「ううんっ」

　ふるふると首を振り、フィノが自信たっぷりに返答する。

「オレ様っ、お客さんをよく見てるだけだぞっ！」

「え、ええと……」




「──って、フィノっ、お前やり過ぎだっっっ！！！！！」




　思わず駆け寄ってツッコみを入れるラウル。

「あっ、ラウルっ！」

　そんなラウルを見やり、フィノがうれしそうな声をあげた。

「あのねっ、オレ様が仕入れたドラゴン貯金箱、マジヴィの健康番組で特集されたみたいで朝からお客さんの問い合わせがいっぱいあってねっ！　三つあったのが二つも売れて、あともうひとつだけなんだっ！」

「って、なんで健康番組で貯金箱が紹しよう介かいされるんだよっ!?」

「ん、オレ様もお客さんから聞いただけなんだけど、なんか、使われてるドラゴンの鳴き声にダイエット効果があるとかっ……」

「……ま、とりあえず、良かったな」

　……健康番組の威い力りよく恐るべし。

　思わず半眼になってしまうラウルの前で、フィノが得意げな顔をした。

「というわけで最後の一個なんだけどっ、さっき防犯タグつけてみたんだっ！」

「……って、なんだよこれっっっ!?」

　……今朝がたラウルが渡わたした箱いっぱいの防犯タグで覆おおわれ、まるで要よう塞さいかなにかのような姿に変へん貌ぼうしたドラゴン貯金箱の箱。

　あんぐりと口を開けるラウルの前で、フィノがえへんと胸を張る。

「くくくっ、どうだラウルっ！　防犯タグの特盛りだっっっ！」

「って、ひとつのアイテムに十個も二十個も防犯タグつけてどうするつもりだよっ!?」

「ふはは、甘いなラウルっ！　兵の数が少ないときは一点集中させてオーバーキルしろって親父おやじが言ってたぞっ！」

「ていうか、もはやなんの箱かすらも分からねえしっ！」

「ふははっ、万引き犯めっ、盗ぬすめるモノなら盗むがいいわっっっ！」

　防犯タグででこぼこになった貯金箱の箱を掲げ、フィノが高らかに言い放ち──。







「っ……」

　……閉店後のマジックショップ・レオン王都店。

　無言でくちびるを嚙かむフィノのかたわらで、ラウルが深々と嘆たん息そくする。

「──まさか、箱の横に穴を開けて中身だけ持ってくなんて……」




　レジカウンタの上に置かれているのは、昼間フィノが自信たっぷりに見せてきた防犯タグ特盛りドラゴン貯金箱……の、空き箱。

　……いや、むしろ、その残ざん骸がいとでも言うべきか。

　夕方のピーク時、スタッフたちがふと目を離はなした隙すきに売り場から姿を消して。閉店後にモップ掛けしてたアイリが棚たなの下に捨てられたそれを発見したときには、既すでにその中身はしっかりと抜ぬき取られていた。

　もちろん、箱の周囲に厳重に巻かれた防犯タグはそのままだ。

「……きっと、店の死角に持ち込んで、魔ま法ほうカッターかなんかで手早くやったんだろうな。ここまでされると、いくら防犯タグつけたって意味ないし」

「けっきょく、今日一日で三件もやられちゃったわね……」

　言いながら、アイリは売り場に残されていた三枚のカードへ視線を向けた。




　──『入り口付近はいいけど、店の奥に死角が多すぎるぞ！』

　──『まだまだお客さんを見れてない！　忙しくても全員に声を掛かけよう！』

　──『赤毛の店員がやる気なさ過ぎて張り合いがない！　もっと頑張れ！』




「……まったく、イヤミにもほどがあるわ」

『愛と正義の万引き仮面☆ミ』を名乗る怪かい人じんが置いていったカードを眺ながめ、アイリが苦々しげな顔をする。

「……ま、その分、できてないことが多いってことだよな」

　いちいち的確なカードの指し摘てきに、ラウルが思わず息を吐はいた。

「もともとうちの店、万引き多かったしな。不景気の影えい響きようもあるかもしれないけど、前期の棚たな卸おろしアンマッチ金額、最終的にマイナス50万Ｇ超こえてたし……つまり、それだけいろいろ盗られてるってことさ」

「……なんで、万引きなんてするんだろ」

　防犯タグを避よけて横穴を開けられたドラゴン貯金箱を見やり、フィノがぽつりと呟つぶやく。

「これだけたくさんモノが置いてあると、ひとつくらい持ってってもいいだろうとか思っちゃうのかな……」

「ったく、アイテムひとつ売って得られる粗あら利りなんて知れてるし、たった数百Ｇのアイテムだって、ひとつ盗まれたら同じもの十個売っても穴あな埋うめできないってのに……」

「ラウルっ……」

　……なんだか、ひどくつらそうな顔をして。

　じっとうつむいていたフィノが、やがて、おずおずと口を開いた。

「……オレ様ね、さいきん、前みたいにお客さんに『いらっしゃいませ』って、素す直なおに言えなくなっちゃったんだ。もしかしたら、万引きする人かもって思っちゃって……」

「フィノ……」

「お客さんを疑わなきゃいけないのって、すっごくイヤだなっ……」

　……肩かたをふるわせて呟く少女のいまにも泣き出しそうな声。

　くそっ……ラウルの胸にあらためて怒いかりがこみ上げてくる。万引き犯のヤツ、いつもあんなに楽しそうに仕事してたフィノに、こんな顔をさせるなんてっ……！




「……徹てつ底てい的てきに戦おう！」

　いままでにない闘とう志しを燃やしつつ、ラウルがきっぱりと言い放つ。

「これ以上、万引き犯の好き勝手にさせてたまるかよっ！」

「ええ」

　かたわらで、アイリが同意するように頷うなずいた。

「魔ま人じんにそんなこと言わせるなんて人間の恥はじよ。万引き犯はぜったい許さないわ！」

「《万引き仮面》なんてふざけた野や郎ろう、なんとしてでも捕つかまえてやらないとな！」

「ええ！」「うんっ！」

　机の上のカードを睨にらみつけ、決意を新たにするラウルたち。

　……と。




「あらあら、ラウルくんたち、お疲つかれさま」

「……つーか、お前ら、まーだ残ってたのかよー」

「「「店長っ、副店長っ！」」」

　不意にバックヤードから現れる二つの影かげ。

　目を丸くするラウルたちを見やり、セアラ店長がにっこりと微笑ほほえんでみせる。

「ちょうど良かったわ。手配してたモノがようやく揃そろって、いまから防犯対策をするんだけど、ラウルくんたちも手伝ってくれるかしら？」




　　　　＊　＊　＊




「──いらっしゃいませっっっ！」




　入り口のドアをくぐるなり笑え顔がおであいさつしてくるかわいらしい少女。

　鷹おう揚ように片手をあげて微笑み返し、男は胸中でほくそ笑む。……くく、我わが輩はいの正体も知らず、吞のん気きなモノだ。

　思わずポケットに触ふれれば、布越ごしに伝わってくる四角くて硬かたい感かん触しよく。中に入ってるのは分厚い紙の束……獲え物ものと引ひき替かえに売り場に残しておく《万引き仮面》のカードだ。

　さて、今日はいったいなにを狙ねらおうか。さりげなく周囲を物色していた男が不意に足を止めた。

「ほう……」

　メイン通路に面した特価品コーナーに並ぶ、手のひらサイズのコンパクトな魔法手帳（７９８０Ｇ）。これ見よがしに巻き付けられた防犯タグを見やり、男はにやりと笑う。……まったく、たったこれしきの防犯対策でお持ち帰りサイズの高額商品を売り場に直接並べるとは、不用心もいいところだ。

　このタイプの防犯タグはいちまい板を嚙ませるだけで鳴らさず外すことができる。とりあえず失敬して、店員の目の届きづらい店の奥の死角でゆっくりと処理することにしよう。

　思わず頰ほおを弛ゆるめつつ、魔法手帳を手にした男が、さりげなくそれを懐ふところにすべり込ませる。




　……その、瞬しゆん間かん。

　魔法手帳がしまい込まれた男のポケットから、真っ黒な靄もやが噴ふき出した！




「～っっっ！！！！？」

　ぐるぐると渦うず巻まき、まるで鎌かまを手にした死に神のような形を取る黒い靄。

　あわてふためく男の前に、レジカウンタにいた少女が飛び出してくる。




「ふはははは、かかったなお客さまめっ！　一度懐へ入れたが最後！　レジに立ち寄って呪のろいを解かないと外すことも捨てることもできない店長特製《呪い式防犯タグ》だっ！」

「って、そ、そんなのアリっっっっ！！！！？」

「ちゃんとＰＯＰポツプに『注：商品を懐に入れたり防犯タグを無理やり外すと呪われます』って書いてあるからいろいろと大だい丈じよう夫ぶだぞっ!?」

　男の目の前でえへんと胸を張る少女。

　と、背後から現れた何者かが不意に、男の腕うでを摑つかんだ。

「っ!?」

　思わず振ふり返かえる男の前で、ごく平へい凡ぼんな顔をした黒くろ髪かみの少年がにこりと笑う。

「お客さん、ちょっと、お話を聞かせて戴いただいてもいいですか──？」







「──……やっぱり、お前が《万引き仮面》だな」

　魔法手帳と一いつ緒しよに懐から出てきた大量の《万引き仮面》カード。

　やれやれと呟くラウルの隣となりで、ぎゅっと拳こぶしを握にぎったフィノが叫さけんだ。

「マジヴィを返せっ！　あとっ、オレ様のドラゴンの貯金箱もっ……」

「ち、ちょっと待ってくれっ！」

　なんだかあわてたように、万引き仮面が声をあげる。

「マジヴィはともかく、ドラゴンの貯金箱とはいったい、なんのことだねっ!?」

「とぼけるなっ！　箱に穴を開けて持ってったの、お前だろっ!?」

「いや、我が輩は知らなっ……」

　……と。




「──すみませーん、ケットシー運輸ですが、《万引き仮面》さんから着ちやく払ばらいでお荷物届いてまーす」

「《万引き仮面》から荷物っ!?」

　なにやら大きな台車を押して入ってきた運送業者に目を瞠みはるラウルの前で、《万引き仮面》がうれしそうな顔をした。

「おお、ようやく届いたかっ！」

「って……これ、こないだ盗とられた展示のマジヴィじゃねえかっ！」

「ラウルっ！　こっちの段ボール箱の中はマジカルタブレットに高級マジカルヘッドホンっ……みんな、盗られたものばっかりだっ！」

「って、どうして盗ぬすんだモノを送りつけてくるんだよっ？」

　ついラウルが食ってかかると、当の万引き仮面がきょとんとした顔をする。

「どうして、って……そりゃ、返すために決まってるだろう？」

「いや、だからっ、どうして盗んだモノをわざわざっ……」

「……ええと……君たち、もしかして我が輩のカードの裏を見なかったのかね？」

「カードの裏っ……？」

　言われるがままカードの裏を見たとたん、ラウルたちはぽかんと口を開けた。

　──『エヴァレッド万引き撲ぼく滅めつ委員会　「万引きダメ、ゼッタイ！」』

「我が輩も、昔はこの王都で本屋を経営していてな……」

　なんだか遠い目をしつつ、万引き仮面がおもむろに語り出す。

「たくさんのお客さんに愛されたとても良い店だったのに、たび重なる万引きでついに潰つぶれてしまって。そのときの悔くやしさから、我が輩は同業者に万引きの恐おそろしさをつたえる《万引き仮面》になることを決意したのだよ……！」




「《万引き仮面》さんは、防犯対策の甘いお店でわざと万引きして危機感をあおったり、アドバイス入りカードを残しては小売店の防犯意識を高める活動をしてるんです」

「って、店長っ!?」

　──『善意!?　犯罪者!?　はた迷めい惑わくな《万引き仮面》王都に出しゆつ没ぼつ中！』……いつの間にか背後に立っていたセアラ店長が王都新聞のコラムを指しながら嘆たん息そくする。

「……まあ、もちろん無許可ですし、法的には完全に犯罪ですけど」

「ふむ、非常に残念なことだが、我が輩の崇すう高こうなる活動は世間的に認められていないのだ。エヴァレッド万引き撲滅委員会メンバーも我が輩たったひとりしかいないしな。とうぜんながら活動資金もカツカツなので、持ち帰った商品を返へん却きやくする際に着払いになってしまうのはひとつ、勉強代として許して戴きた……」

　……と。




「うわあああっっっ！！！！？」

　──不意に、店の奥から聞こえてくる悲鳴。

　ラウルたちが振り返ると、黒い靄に包まれた若者が取り乱したように走り出てくるのが見える。

　って、あれっ？　あのお客さん、たしか、昨日もいたような……。

「く、くそうっ！」

　悪態をつきながら脱だつ兎とのごとく出口へ向かって走る若者。

　その手に握られた魔ま法ほうカッターに気づいたとたん、ラウルはあっと声をあげてしまう。あいつ、まさかフィノのドラゴン貯金箱の箱に穴開けて盗んだヤツじゃ──っ！

　突つき飛とばすように万引き仮面から手を離はなして若者を追うラウル。しかし、遅おそすぎた！

　あと少しというところでラウルの手をすり抜ぬけて店外へ飛び出す若者。

　くそっ！　ラウルはぎりりと奥歯を嚙かむ。せっかく犯人見つけたのに、このまま逃にげられちまうなんてっ……！




「うわあっ!?」

「へっ？」

　不意に、忽こつ然ぜんとラウルの前から消える若者の背中。

　ぽかんとするラウルを尻しり目めに、お気に入りの魔法計算機マジツクカルクのキーを押したセアラ店長がにこにこしながら口を開く。

「こんなこともあろうかと、お店の入り口前に落とし穴を作っておいたんです」

「さすが店長っっっ！」

　店長の手しゆ腕わんに感服しつつ、ラウルは落とし穴に落ちた万引き犯を睨ねめ下ろした。

「さて……と」

「……あなたが万引き犯ね？」

「くくっ、覚かく悟ごするがいい……！」

　いつの間にか駆かけつけてきたアイリとフィノが、ラウルのかたわらで腕を組んで。

「あらあら」

　遅おくれて肩かたを並べたセアラ店長が、計算機を片手ににっこりと微笑ほほえんだ。




「万引きは、立派な犯罪ですよ──？」




　　　　＊　＊　＊




「──しっかし、万引き犯、捕つかまってよかったなー」

　翌日のマジックショップ・レオン王都店。

　バイザー副店長の言葉に、ラウルが「はい」と相づちを打つ。

「はた迷惑な《万引き仮面》はともかく、もうひとりの若いヤツ……この近きん隣りんの店を荒あらし回ってるタチの悪い常習犯で、いろんなモノをゲーム感覚で万引きしてたとか。フィノのドラゴン貯金箱盗んだのもあいつだったみたいです」

「あの万引き犯っ、あのあと店長にいーっぱい怒おこられたらしいなっ！」

「……あいつ、警察に連れてかれたときにはすっかりうつろな顔して、『万引きは犯罪です』って壊こわれたように繰くり返してましたね……」

「……なにがあったか想像するのはやめとこうな、ラウル君……」

　顔を見合わせて頷うなずくラウルと副店長。

　……と、お店に入ってきたお客さんに気づくなり、フィノがぱっと顔を上げた。

「あっ、いらっしゃいませっっっ！」

「……フィノ、お前、すっかり元気になったな」

「うんっ！」

　思わず目を細めるラウルの前で、フィノが元気いっぱいに笑ってみせる。

「お客さんの中に悪い人が交じってるかもしれないのってショックだったけど、いいお客さんの方がぜんぜん多いもんなっ！　オレ様っ、お客さんのこと信じてっ……っ！」




「──きゃああっ!?」




　──不意に、売り場の奥から聞こえてくる悲鳴。

　少し遅れて立ち上る黒い靄もやにラウルは息を吞のむ。まさか、また万引き犯がっ……!?

「副店長っ、レジお願いしますっ！」「って、ラウル君っ、フィノ君っ！」

　あわててレジカウンタを飛び出し売り場へ走るラウルたち。

　件くだんの棚たなの陰かげを覗のぞき込んだとたん、二人は思わず立ち尽つくす。




「……って、『オールＡ』、お前、なにやってるんだ？」

「そ、その……レジから回収した呪い式防犯タグ、うっかりポケットに入れたら発動しちゃってっ……」

　……売り場の床ゆかにぺたんと座りこんで。黒い靄にまとわりつかれたアイリが、なんだか恨うらみがましげに呟つぶやいた。







　ボーナストラック２　「魔ま王おうの娘むすめさんが草狩かりをするようです。」







『──ただいま王都では、マカイブタクサが大発生しています……』




「ふええ……やられちゃいましたああああ……」




　……土で汚よごれたスカートと、うっすら血が滲にじむ膝ひざ。

　マジックショップ・レオン王都店の二階休きゆう憩けい室。つけっぱなしのマジックヴィジョンから流れるワイドショーをＢＧＭに、たったいま出勤してきたバイトの少女が涙なみだ目めで訴うつたえる。

「駐ちゆう竜りゆう場歩いてたらいきなりおしりを撫なでられてえ、びっくりした拍ひよう子しに足を取られて、転んじゃってえ……」

「ノヴァ、大丈夫っ……？」

「ノヴァちゃん、じっとしててね？」

　ノヴァの顔を心配そうに覗のぞき込むフィノと、備えつけの救急箱から傷口を清める聖水入り消毒スプレーを取り出すセアラ店長。

　赤毛頭を搔かきつつ、バイザー副店長がだるそうに独りごちた。

「まーた駐竜場にマカイブタクサが生える時期になったかー……」




　……休憩室の窓の外、駐竜場の一部に我が物顔で生おい茂しげる雑草、マカイブタクサ。魔ま人じんや勇者の衣服についた種から持ち込まれたとされるこの魔ま界かい帰化植物は意思を持っており、ラウルたち勇者志望の必ひつ携けいアイテムである魔ま物もの事典にも植物型魔物として掲けい載さいされてる。

　もっとも、危険度は最低のＦランク。ススキの葉っぱ程度の攻こう撃げき力と、ツルを伸のばして生物に絡からみついて生体魔力を吸い取る性質を持ってるものの、それほど強固に巻きついてくるワケじゃない。ただ、油断してるとノヴァみたいに転ばされることもめずらしくなかったりする。

　おそらくは、日照量が極きよく端たんに少ない魔人領の地で、光合成だけではまかないきれないエネルギーを通りすがりの魔人や魔物たちからゲットするため進化したんだろうけど、お陰かげで彼らは太陽がさんさんと降り注ぐ初夏の人間領ではもう完全に調子に乗りまくってて。どこに出しても恥はずかしくないほどイキイキと立派に育ったうえでなおもエネルギーを持てあまし、余力を繁はん殖しよく力にぶっ込んでネズミスライムも裸足はだしで逃にげ出すほどの大増ぞう殖しよくっぷりを見せるという、ひどくやっかいな雑草だ。

「……いちおう、シーズン前に魔法除草剤ざいを撒まいておいたんだけど、あんまり効果がなかったみたい」

「ま、そもそもあいつら、雑草というよりは、ほとんど魔物みたいなもんですし……」

「……見み栄ばえはもちろん、このままではお客さんに迷めい惑わくが掛かかる」

「そうですねえ……」

　ラウルとロアの言葉に、セアラ店長がかわいらしく嘆息した。




「こうなったら、『草狩り』するしか、ないみたい……」







　と、そんなことがあって──。




「おはようございます、店長」

「ふふっ、ラウルくん、おはようございます」

　翌日の朝。オウトスズメがさえずる開店二時間前のレオン王都店の軒のき先さき。

　ラウル、ノヴァ、フィノ、ロア、バイザー副店長にセアラ店長……長なが袖そで長ズボンで身を固めたスタッフたちが、ぽつりぽつりと駐竜場に集まってくる。

「ふええ、ねむいですううう……」

「あっ、ねえねえっ、ラウルっっっ！」

　なんだか眠ねむたそうに目を擦こするノヴァとは対照的に。やたらとテンションの高いフィノが草狩り用の魔ま法ほう鎌がまを両手に装備し、ラウルの前でポーズを決めた。

「見てっ！　ほらっ、にとーりゅーだぞっっっ!?」

「……フィノ。危ないから、刃は物もので遊ぶのはやめろって……」

「ふははははっ！　食くらえっ、マジンスラーッシュっっっ！！！！！」

「って、ちょっ、やめっっっ！　それだけはやめてええええっっっ！」

　はしゃぎ声をあげながら無む邪じや気きにラウルの必殺技わざをマネるフィノ。

　思わず赤面するラウルの前で、様子を見ていたセアラ店長がくすっと笑った。

「なんだか、ラウルくんが新人のときのことを思い出しますねえ……」

「あー、あったなー」

　面おも白しろそうに口元をゆるめつつ、バイザー副店長が相づちをうつ。

「ラウル君ってば初めての草狩りですっかり張り切っちまってー、『こんな雑草、俺が一発で片付けてやりますよ！』なーんて大おお見み得え切って、魔法鎌で必殺技放って雑草ごと、うちの店のフェンスをすっぱりと……」

「ああああああああああふふふ副店長っっっ！！！！！」

「……正確には、フェンスだけでなく隣の店の壁かべも一部損傷した」

「お陰でラウルさん、しばらくラウルスラッシュってあだ名で呼ばれてましたよねぇ」

「ろ、ロア先せん輩ぱいもノヴァちゃんもっっっ！　わわわ忘れてくださいっっっ！！！！！」

「はいはい、みなさん、そこまで」

　新人時代の黒歴史を突つきつけられて取り乱すラウルを微笑ほほえましげに見やりつつ、ピンクのジャージを着たセアラ店長がぽんぽんと手を叩いた。

「というわけで、あらためまして、おはようございます──みんな、今日は朝早くから集まってくれてありがとう」

「……ていうか、バイトのノヴァちゃんとフィノは、べつに無理して来なくても良かったのに。営業時間外の草狩りはボランティア扱あつかいで……」

「でもでも、店長にはいつもお世話になってますしー。それに、草狩りってすっごく消費カロリー大きいから、ダイエットにもなりますしー……」

「ふふんっ、なんか知らないけど、ラウルたちだけで楽しいことするつもりなんだろっ？　オレ様だけ仲間はずれにしようだなんて、そうはいかないからなっ！」

　ラウルの問いに笑顔で答えるノヴァと、ふふんと鼻を鳴らして胸を張るフィノ。

　駐竜場を埋うめつくさんばかりの勢いで生い茂る雑草を眺ながめつつ、バイザー副店長が心の底から面めん倒どうくさそうにぼやいた。

「……しっかし、こんだけの雑草、どー考えてもおれたちだけじゃ無理だってー。ほら、最近じゃ王都砂さ漠ばくなんて言葉もあるくらいだし、緑は心を癒いやすって言うしさー。自然が一番ってことで、案外、このままにしとくのも、イケるんじゃ……」




「いちばんがんばった人には、ご褒ほう美びに、わたしが『イイコイイコ』してあげます」




　いまいちやる気の感じられない部下の言葉を遮さえぎって、にっこりと微笑む店長。

「「っっっ!?」」「ほんとっっっ!?」

　とたんに息を吞のむラウルと副店長のかたわらで、フィノががばっと顔を上げた。

「いっぱい草を狩かったら、店長が頭なでてくれるのっ？」

「ええ」

「わああああああああっっっ！」

　やさしく頷うなずく店長に、フィノがうれしげな顔で鎌かまを振ふりあげる。

「よーしっ！　オレ様いちばんになって、店長にいーっぱい褒ほめられるぞっっっ！」

「って、フィノっ！」

「くくく、我が駐竜場にはびこる愚おろかなブタクサどもめ！　大人しくオレ様の鎌の露つゆとなるがいいっっっ！」

　ラウルが止める間もなく雑草へと突とつ進しんするフィノ。

　少女が手にした鎌を薙ないだとたん、ぶしゅっという音とともに、なにかが飛び散った。




「っっっ！！！！？」




　切り口からどくどくと噴ふき出す真っ赤な液体。

　返り血を浴びてきょとんとしていたフィノが、やがて涙目で振り返る。

「ら、ラウルうううううっっっ……！」

「……ああもう、言わんこっちゃないっ！　マカイブタクサは植物だけど血が通ってるんだよ。再生能力も強いから、切るときはちゃんと魔法鎌の柄えのとこにあるスイッチ押して、切り口を焼き潰つぶさないといけないんだ」

「ふふっ、みなさんも、注意してくださいねー？」

　にこにこしながら告げる店長に、フィノが「ふええ」と呻うめいた。







「わっ、こいつっ、巻きついてくるっっっ!?」

　フィノの腕うでが触ふれたとたんしゅるりとツルを伸ばすブタクサ。

　あわてて飛び退しさる少女へ、ラウルが声を掛けてやる。

「そいつら、生体魔ま力りよくに反応するんだよ。普ふ通つうは長袖の服着てれば大だい丈じよう夫ぶだけど、お前の魔力は規格外だからな。店長がくれた防魔力軍手、ぜったい外すなよ」

「くくっ……なかなか手て強ごわいヤツらだな……！」

「……ま、しょせんは雑草だけどな」

　謎なぞの闘とう志しを燃やすフィノを半眼で見やり、ラウルもしぶしぶ、目の前の雑草へと向き直った。

　ざくり、ざくり。

　魔法鎌を振るい、目の前に生い茂るブタクサを狩り取っては、支給されたゴミ袋ぶくろの中に突っ込んでいくお仕事。ぎらぎら光る魔法鎌を前にした雑草は、まるで己おのれの運命に抗あらがおうとでもするかのようにざわざわ揺ゆれて逃げまどうものの、有う無むを言わさず軍手で摑つかんでしまえばこちらの勝ちだ。

　単純な作業だけど意外に体力使うし、柔やわらかかった朝の日差しはどんどん強さを増していく。作業開始からまだ十分と経たっていないのに、すでに額には汗あせが滲にじみ、こめかみをつつっと流れ落ちた。

「ふええっ、暑いですうっ……」

　たまらず手を止め、シャツの袖そでで額の汗をぬぐうノヴァ。

　何気なくそちらに目をやったとたん、ラウルはどきっとしてしまう。

　白いＴシャツに覆おおわれた、同どう僚りようの女のコの背中。

　汗でぴたりと張りついた薄うすい布地の向こうに、淡あわいピンク色をしたブラジャーの肩かた紐ひもがうっすら浮うかび上がっててっ……。

「……あれあれ、ラウルさん、どうしたんですかぁ？」

「っっっ！！！！！」

　ラウルの視線に気づいたように、ふっと顔を上げるノヴァ。

　不意をつかれたラウルが思わず声をうわずらせる。

「あっ、い、いやっ、そのっ……！」

「？　ヘンなラウルさんですねえ」

　あたふたと言葉を濁にごすラウルを見つつ、不思議そうに首を傾かしげる少女。……ノヴァちゃんがこっちを向いたことで判明したんだけど、透すけてるのは背中だけじゃなく前の部分、特に、魅み惑わく的なボリュームを持つ胸の谷間のあたりが絶ぜつ妙みような感じにっ……じゃねえよ！　こ、こういうのって言った方がいいのかっ？　で、でもっ……くそっ、ノヴァちゃんまじ無防備すぎだろっっっ!?

　ぶんぶんと首を振るなり、目の前の草をむんずと摑むラウル。

　まるで煩ぼん悩のうを振り払はらうかのようにがむしゃらに鎌を振るいはじめたラウルを見やり、かたわらのフィノが不敵に笑った。

「くくっ、どうやら、ようやくラウルも本気を出したみたいだなっ……けどっ、オレ様も負けないぞっ！　店長にイイコイイコされるのはこのオレ様だっ！」

「って、店長に……」

　フィノの言葉を聞いたとたん、ラウルはぴたりと動きを止めてしまう。




『──ラウルくん、おつかれさま』

　ラウルの脳のう裏りに浮かぶ、天使みたいに愛らしいセアラ店長の笑え顔がお。

『ラウルくんは良い子ですね……？』

　穏おだやかな微笑みと、慈じ愛あいに満ちたやさしい声。

　母性あふれる大きな胸にぎゅうっと抱だき寄よせられ、やわらかな指先が、俺の頭をそっと撫なでて……って！

「ふ、フィノっっっ！　お、俺はべつにっ、そういうんじゃっ……！」

「あっ、ノヴァっ、それなにっっっ!?」

「ふふっ、フィノさん、これはシカクダンゴムシですよぉー？　こうやってツンツンすると、四角く変形しちゃうんですー」

「わああああっ、カッコいいっっっ！！！！！」

「…………」

　和わ気き藹あい々あいと盛り上がるノヴァとフィノを見やりつつ。なんとなく気き恥はずかしくなったラウルはつい、ため息をついた。







「ふうっ……」

　じりじりと強くなっていく頭上の太陽。

　とめどなくあふれる汗が目に入りそうになって、ラウルは思わず顔をぬぐう。

　草狩かりを始めてから、いったいどれほど時間が経ったのだろう。逃にげ惑まどう草を摑んでは、容よう赦しやなく鎌を振り続けて。手持ちのゴミ袋は狩り取った草でだいぶ膨ふくらんできたものの、目の前には相変わらず大量のブタクサがざわざわと揺れている。副店長が言ったとおり、これはなかなかの大仕事だ。

　ふと周囲を見み渡わたせば、同僚たちの動きも先ほどに比べてだいぶ鈍にぶってる。特に、いちばん体力のなさそうなノヴァちゃんなんかは案の定、もう完全に疲つかれ切った様子。繫けい竜りゆう用の金具の上によいしょと腰こしを下ろし、荒あらい呼吸に大きな胸を揺らしてて……って、そういや、フィノの姿が見えないけど、あんなに張り切ってたくせにあいつ、どこ行ったんだろ。

　それにしても喉のど、渇かわいたな……。

　胸中でなにげなく独りごちて。

　ラウルが雑草に向き直った、その時だった。




「っ？」




　不意に、ぽんと肩かたを叩たたかれて。

　思わず振り返ったとたん、熱でほてった額に、ひんやりしたものが押し当てられる。

「ラウルっ！　差し入れだぞっ！」

　まぶしげに細められた蒼あおい目と、日差しにきらめく銀の髪かみ。

　冷たいジュースの缶かんをラウルの額に当てながら、買かい物もの袋ぶくろを抱かかえたフィノがにっこりと笑った。

「いま、隣となりのコンビニで買ってきたんだっ！　オレ様のおごりっ！　ラウルもノド、渇いたろっっっ？」

「フィノ、お前……」

「こういうのを、『敵に死を送る』って言うんだぞっ！」

「……それを言うなら、『敵に塩を送る』な」

　得意げに言い放つ少女の間ま違ちがいを指し摘てきしつつも、ラウルの表情はつい、ゆるんでしまう。こいつ、みんなが疲れてるのに気づいて、自分で……。

　フィノの手からよく冷えた缶を受け取りつつ、ラウルがおずおずと口を開いた。

「サンキュ、フィノ。ありがたく戴いただいて……って」

　……冷たいおしるこ。

　思わず動きを止めるラウルの前で、フィノがえへんと胸を張る。

「疲れたときには甘いものが一番って、こないだマジヴィの『あるある大実験』でやってたんだぞっ！　あと、アズキに含ふくまれる成分って、すっごく身体からだにいいんだって！」

「え、ええと……」

「さあっ、遠えん慮りよするなっ！」

　言いながら、期待に満ちた目でラウルの顔を覗のぞき込んでくる少女。

　きらきらと輝かがやくまっすぐなまなざしに押され、おずおずと缶を開けたラウルは、どろどろとしたその液体を一息に呷あおった。

「どうっ、美味おいしいっっっ!?」

「あ、ああっ……あ、ありがとおっ……」

　……甘く、甘く、ひたすらに甘く、まるで全身の血液が糖分に置おき換かわってしまったかのような感覚。

　ううっ、の、喉がっ……！

　引きつった笑顔で礼を口にするラウルの前で、フィノがうれしげな顔をする。

「ふははっ、喜んでくれて良かったぞっ！　さあ、さっそく他ほかのみんなにも配ってっ……って、あれっ？」

　ぱっと顔をあげたとたん、なんだか不思議そうな声をあげるフィノ。

　きょろきょろとあたりを見渡しつつ、少女が首を傾げた。

「なんか副店長がいないけど、いったい、どこに行ったんだ？」

「そういえば、さっきから姿が見えないような……どっかでサボってるのか？」

「でも、最初はあんなにすっごい勢いで草、狩かってたのにっ……」

　……と。




「ふっふっふっ……！」




　ウワサをすればなんとやら、なにやら自信ありげな含み笑いとともに店の裏口から現れるバイザー副店長。

　その腕に抱えられたアイテムを目にしたとたん、フィノが瞳ひとみを輝かせる。

「副店長っ、なんだそれっっっ!?」

「じゃーん！　秘密兵器、魔ま法ほう草狩り機の登場だぞー！　去年の大掃除んとき二階の倉庫でホコリかぶってたの思い出してなー。使用禁止ってメモ貼はってあったけど、スイッチ入れたらこのとーり、問題なく動いたわー」

　副店長がスイッチを入れたとたん、パイプの先せん端たんに取り付けられた丸い刃はが勢いよく回転しはじめて。フィノがすっかり興奮したように叫さけんだ。

「わああああっっっ！　すごいカッコいいっっっ！　それ、オレ様もやりたいっっっ！」

「って、フィノ！」

　ラウルが引き留める間もなくぱたぱたと副店長に駆かけ寄るフィノ。

　わくわくしながら顔を上げるフィノを見下ろし、副店長がどこか得意げに口を開く。

「まー、ちーっとなら、触さわらせてやってもいーけどー……先の回転するとこが危険だから、気をつけろよー？」

「うんっっっ！」

　ぴょこんと大きく頷うなずいて、防魔ま力りよく軍手を外したフィノが、副店長に渡わたされた魔法草狩り機のスイッチを押した。

　どるるるるるるるる！

「っ……すごいっ！　なんか、身体の奥にずんずんって響ひびく感じがするっっっ！」

　唸うなり声ごえをあげる魔法草狩り機を抱え、うれしそうに叫ぶフィノ。

　と、少し離はなれた場所で草を狩っていたセアラ店長がふと、顔を上げた。

「あらあら、その草狩り機……」

「ふははははっっっ！　貴様らの命、オレ様が狩り尽つくしてくれるわっっっ！」

　楽しげな声をあげつつ、魔法草狩り機を携たずさえてブタクサの茂しげみへ飛び込むフィノ。




　その瞬しゆん間かん、まるで大風でもはらんだように、深緑の茂みがざわりと大きく揺ゆれて。

　目にも留まらぬ速さで伸のばされたツルが、フィノの身体を這はい上がった。




「っっっ！！！！？」

「フィノっっっ！！！！！」

「っ、こ、これっ、解ほどけないぞっっっ!?」




　両手足を搦からめ捕とられ、すっかり取り乱したように声をあげるフィノ。

「……やっぱり」

　ピンクのジャージを着たセアラ店長が、困ったようにため息をつく。

「その草狩り機、動くには動くんですけど、旧型で漏ろう魔ま力りよくが酷ひどいから、使用禁止のメモを貼っておいたのに……」

「あー……」

　店長の言葉に気まずげに目を逸そらす副店長。

　ブタクサのツルに囚とらわれ、フィノがじたばたともがいた。

「ふ、ふええええっっっ……」

「フィノっ、じっとしてろっっっ！」

　とっさに駆け寄るなり、ラウルは手にした鎌かまでフィノの手足を捕らえるブタクサのツルに切りかかる。

　魔ま物もの事典の記き載さいにもあるように、本来のマカイブタクサはたいした強度じゃないし、たとえツルに巻きつかれても簡単に振ふりほどくことができる。けれども、魔ま王おうの血を引く少女の巨きよ大だいな魔力を吸った草はあふれんばかりのエネルギーにうっすらと輝き、まるでバリアでも張ったかのように、金属の刃をまったく受け付けない！

「っっっ！！！！？」

　諦あきらめずにツルへと叩きつけたとたんまっぷたつに割れ、駐ちゆう竜りゆう場のアスファルトの上に転がる魔法鎌の刃。

　柄えだけになった鎌を手に息を吞のむラウルの前で、涙なみだ目めのフィノが声をあげる。

「ら、ラウルぅっ……！」

「くそっ、どうすればっ……！」

　目の前の少女を見やり、ぎりぎりと奥歯を嚙かむラウル。

　セアラ店長が、真しん剣けんな顔で首を振った。

「こうなったら、アレをやるしか、ありませんね……」







「──って、ほんとに、そんなんで大だい丈じよう夫ぶなんですかっっっ！！！！？」

　声をうわずらせるラウルの前で、こくりと頷くセアラ店長。

「昔、兄さんから、うっかりマカイブタクサのツルに絡からまれて抜ぬけ出せなくなったグレートドラゴンの子どもを助けた話を聞いたことがあるの。なんとか助けようとして、いろいろ試ためしたそうなんだけど……アレをやったらすぐ、逃がすことができたらしいわ」

「で、でもっ、俺っ……」

「もちろん、わたしがしてもいいんだけど……でも、たぶん、ラウルくんがするのがいちばん、効果的だと思うわ？」

「っ……」

　店長の言葉に息を吞むラウル。

　と、茂みに囚われたフィノがラウルを見上げ、おずおずと口を開いた。




「ら、ラウル、お願いっ……！」




　蒼い目を瞬またたかせ、すっかり決心したみたいにラウルをじっと見つめる少女。

　……すがるようなまなざしに背中を押され。

　小さく頷いたラウルが、フィノへと向き直った。




「っ……」

　おそるおそる手を伸ばしたとたん、指先に当たるふにっとした感かん触しよく。

「っ！」

　ほんの少し触ふれただけでびくりと身体を震ふるわす少女の反応に、思わず唾つばを吞み込んで。

　覚かく悟ごを決めたラウルはそっと、まるで小動物みたいにあたたかくてやわらかな少女の肌はだに指を沈しずみ込ませた。




「～っっっ！！！！！」

　ほんの少し脇わき腹ばらをなぞられたとたん声にならない悲鳴をあげるフィノ。

　じたばたと身体を捻ひねりつつ、少女がぶんぶんと首を振る。

「ひゃっ、やっ、やだっ、だめええええっっっ！！！！！」

「が、ガマンしろってっっっ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶラウルの前で、フィノが身もだえしながら声を荒あららげる。

「や、やっぱ無理っっっ！　むりっ！　だめっ！　だめえっ！　やっ、やだっ、やめてっ、やだあっ、あっ、ああああああっっっ！」

「で、でもっ、一生このままってわけにはいかないだろっっっ！！！！？」

「っ、いいっ！　いいようっ！　お、オレ様っ、一生このままいるからあああっっっ！　だからっ、や、やめてえええっっっ！！！！！」

「って、馬ば鹿か言うなってっっっ！！！！！」

「ら、ラウルのいじわるうううっ……！」

　薄うす桃もも色いろに染まる頰ほおに、涙で潤うるんだ蒼あおい瞳。

　半開きになったくちびるから、苦しげなあえぎ声が洩もれる。

　……店長に言われた通り、フィノの脇腹をこちょこちょとくすぐるラウル。

　人間に比べて五感が鋭するどいとされる魔ま人じんの少女は、どうやら皮ひ膚ふの感覚もひどく敏びん感かんらしく。ほんの少し指を動かしただけでとても耐たえきれないといった声をあげるフィノに、ラウルの心臓はこれ以上ないほどどきどきしてしまう。

「こ、こらっ、暴れるなってっっっ！！！！！」

「や、やめっ、やめてって！　だめっ、だめっ、やっ、やだっ、やだあっ！　へんになるっ！　へんになっちゃうっ！　やああっ、ああああああ～～～っっっ！！！！！」




　──ひときわ高い声でフィノが叫んだ、次の瞬間。

　魔人の少女の身体からだからあふれ出した魔力が、周囲のブタクサたちに一気に流れ込んで。




「……ふ、ふにゃあ」

　……過か剰じよう魔ま力りよくに耐えきれず、ボロボロと崩くずれ落ちていくブタクサたちの真ん中で。どこか虚うつろな顔をしたフィノが、地面にぺたんと座り込んだ。




　　　　＊　＊　＊




「──みなさん、お疲つかれさまでした」




　駐ちゆう竜りゆう場の真ん中に積み上げられた雑草の山の前で。居並ぶスタッフたちの顔を見み渡わたし、セアラ店長がにこにこしながら口を開く。

「それで、いちばんがんばった人への、ご褒ほう美びの件だけど……」

「～っ！！！！！」

　その言葉を聞いたとたん、ぴくっと耳を動かすフィノ。

　セアラ店長を見上げ、フィノがきらきらと目を輝かがやかせた。

「ねえっ、一位はオレ様だよねっっっ!?　残ってたヤツら、オレ様の魔力で一気にやっつけたしっ、オレ様がいちばん活かつ躍やくしたもんなっっっ!?」

「……って、お前はただ捕つかまってただけだろっ？　それ言うなら、恥はずかしいのをガマンしてくすぐった俺の方がっ……」

「あー、それ言うなら、元はといえば、倉庫から魔ま法ほう草狩かり機を持ってきたおれが……」

「副店長は論外ですっっっ！！！！！」

「け、結果は出せませんでしたけど、わたしだっていっぱいがんばりましたよぉ？」




「で、いったい、誰だれが一位なんだっっっ！！！！？」




　わくわくした顔で、セアラ店長を見上げるフィノ。

　栗くり色いろの髪かみをふわふわさせ、セアラ店長がにっこりと微笑ほほえんだ。




「一位は、ロアさんです」

「「「「っっっ!?」」」」

「もちろん、みんなもいっぱいがんばってくれたけど……ロアさんだけ、ゴミ袋ぶくろがいっぱいになるまで、黙もく々もくと草を狩ってくれたから」

「……当然のことをしたまで」

　予想外の名前にぽかんとするラウルたちの前で淡たん々たんと呟つぶやくロア。

　そんな少女の前に歩み出るなり、セアラ店長がそっと腕うでを伸ばす。




「ふふっ、ロアさん、イイコでしたねー……？」

「……どう、いたしまして」




　セアラ店長に、やさしく頭を撫なでられて。

　いつもあまり表情を変えない少女が、ほんの少しだけ、頰を染めた。







　第五章　「魔ま王おうの娘むすめさんたちがマジックショップに閉じこめられたようです。」







「わあっ、いろんなのが置いてあるっ……！」




　──閉店後のマジックショップ・レオン王都店、二階倉庫室の一角。魔法灯の明かりに照らされた棚を前に銀ぎん髪ぱつの少女が歓かん声せいをあげる。

　棚たな板いたの上に無造作に並べられているのは壊れたアイテムや、壊れてはいないものの動作が不安定なアイテム。レジスターや旧型プリンタといった備品に、うっすらと埃ほこりをかぶったサンプル品や展示品の箱。人の背せ丈たけほどもある金かな網あみのロールや、蓋ふたが開けっ放しになった空の宝箱、そして年季の入ったいくつものコンテナたち。

　コンテナの中には、おそらくはなにかのアイテムの付属品と思おぼしき、なんに使うか分からないけど、捨てたらあとで困るかもしれなそうなパーツの類たぐいや、いつかなにかの役に立ちそうな気がしなくもない感じのジャンク品。販はん促そく品のあまりのロゴ入りストラップに、片方だけの手て袋ぶくろ。いったいどこに使うものか分からない鍵かぎや、とっくの昔に辞やめたスタッフの名札や魔法印。売り場で拾った謎なぞのネジに、錆さびた剣けんや鎧よろい兜かぶとまでが、まるでドラゴンの巣穴みたいに十じつ把ぱ一ひと絡からげに放ほうり込まれてて。

　ほとんどがらくた同然のラインナップを前に、魔王の血を引く少女フィノは蒼あおい目をきらきらと輝かがやかせる。

「ラウルっ、これ、なんだっ？」

「ああ、それは前に本部が送ってきた古いタイプの自鳴式防止タグ。展示台から商品を外そうとするとアラームが鳴るんだけど、横のスイッチで誰だれでも簡単に解除できるもんだからぜんぜん役に立たなくってお蔵入りに……」

「じゃあ、これはっ？」

「それはイベントなんかに使う鎧兜。これ着て売り場に出ると子どもとかにけっこうウケるんだぜ？　いちおうＰＩＳパナソニア工業規格マークついてるけど、大量生産の安物だから端はしの処理が甘いんだ。指切らないよう気をつけろよ」

「ねえねえっ、じゃあ、これはっ？」

「それは前にやったＴシャツコンテストの忘れ形見だよ。マジックプリンタと魔法アイロン転写紙の販促にって、店長の提案でスタッフ全員が各自オリジナルデザインのＴシャツ作って、しばらく制服代わりに着て……」

「わああっ、この『勇者』って書いてあるＴシャツはラウルが作ったのっ？」

「うっ……」

　……フィノが広げたＴシャツの胸むな元もとにでかでかとプリントされた『勇者』の二文字。

　黒歴史的アイテムの思わぬ発はつ掘くつに、元勇者志望の少年ラウルは思わず目を逸そらす。……その、俺としては軽い自じ虐ぎやくネタっていうか、ウケ狙ねらいのつもりで作ったんだけど、これ提出したときの店長と副店長の目が心なしかすっごくやさしくて、なんか、すげえいたたまれない気持ちになったっていう残念な記き憶おくがっ……。

「これ、すごいカッコいいっ！　ねえラウルっ、もらってもいいっっっ!?」

「へっ……いや、べつにいいけど……」

「わーいありがとうっ！　さっそく、オレ様のしふくこーでねいとのろーてんしょんに組み込むぞっ！」

　……いったいどこで覚えてきたのか、慣れない単語を得意げな顔で使いながら勇者Ｔシャツを抱かかえて飛び跳はねるフィノ。「……くくく、これでオレ様も晴れてゆるふわもてけい愛され魔王ふぁっしょんだ！」なんてうれしそうに呟く少女を見下ろしつつ、ラウルは思わず目をすがめてしまう。……こいつ、しょっちゅういろんなもんに影えい響きようされるけど、今度はファッション雑誌でも読んだのかよ？　ていうか、魔王の娘のくせにそんなＴシャツ着て、アイデンティティが揺ゆらいだりとかしないんだろうか。

　……と。

「……あなたたち、なに遊んでるのよ」

　輝くような蜂はち蜜みつ色の髪かみと、あきれたような瞳ひとみ。

　かたわらで棚をあさっていたキツそうな美少女アイリがつんとした顔で口を開く。

「フィノさん、あっちこっちに気を散らしてないで、早く目当ての魔ま法ほうタグリーダー探してよね？　私、今日はお昼抜きだったから、早く帰ってご飯食べたいのよ」

「……ああ、給料日前だもんな」

「……アイリ、お金なくて三食ご飯食べれないのっ？」

「って、ち、違ちがうわよっっっ！　今日はたまたま家にお弁当忘れただけでっ……」

　同情するようなラウルたちの視線に声を荒あらげるアイリ。

「それにしても……」、と話題を変え、フィノがラウルを見上げた。

「さっきはいきなり魔法タグリーダーが壊れてびっくりしたぞっ？　値段のタグ読めなくなっちゃうし、会計中だったし、お客さんも並んでたし、どうしていいか分かんなくなってっ……」

「……しかも、よりによって小物を山ほど買ってくお客さんのときにな」

　昼間のトラブルを思い出したラウルは思わず嘆たん息そくする。……メインのレジで使ってた魔法タグリーダーのとつぜんの故障。すっかりテンパったインカムに呼ばれてあわててレジに飛び込んだラウルは、お客さんのかごに積まれた無数の商品に貼はられてる魔法タグの下の十三桁けたのコードをひとつずつ手打ちで入力してくことになって……。

「……たしか、どこかにひとつ予備があったハズだから、帰る前に交こう換かんしとかないとな。フィノ、その辺にあるもの、うっかり起動させたりするんじゃないぞ？　故障品とか動作不安定なものとか多いし、お前の魔ま力りよくで万が一でも暴走したら大変だからな」

「ああ、もちろんだっ！　……って」

　めちゃめちゃいい声で返事をし、コンテナをかき回していたフィノがふと、怪け訝げんな声をあげる。




「なんだ、これっ……？」




　……フィノが引っ張り出したのは、おもちゃみたいな赤いスイッチ。

　黒くて四角い土台の上に赤く塗ぬられた丸いボタン。スイッチと言われたらおそらく十人中十人が思おもい浮うかべるような形をした、絵に描かいたように分かりやすいスイッチだ。

「……フィノ、押すなよ」

「えっ？」

　ラウルの言葉に目を丸くするフィノ。

　……案の定。その指先はすでに、スイッチの上へと伸のばされてて。




　──フィノがスイッチを押した、その、瞬しゆん間かん。

　奇き妙みような耳鳴りとともに、ラウルたちを囲む世界がふわり、と、浮き上がったような感じがした。







「……っ!?」

「な、なにっ、なんなんだっっっ!?」




　奇妙な浮ふ遊ゆう感かんと同時にぱっと消える倉庫室の明かり。

　一いつ瞬しゆんにして闇やみに覆おおわれた部屋の中、同どう僚りようの少女たちが動どう揺ようしたような声をあげる。

「ちょっと待ってろっ……──《起動ブート》っ！！！」

　すかさずポケットを探さぐり、つまみ出したコインへ指をすべらせるラウル。

《魔法回路サーキツト》の起動命令とともに、淡あわい魔法の光が闇を照らし──魔力を帯びたコインをランプ代わりに、少年たちは急いで階下へ向かった。




「店長っ、副店長っ、いまのは……っっっ!?」

　薄うす明あかるい売り場へと駆かけ込むなり、目を丸くして。

　視界に飛び込んできたその光景に、ラウルたちは思わず、あんぐりと口を開けてしまう。




　──レオン王都店の売り場の奥。

　ついさっきまでマジカセや調理アイテムなんかが置かれてたはずの一角が、まるで裁断機で切り落とされたかのようにすっぱりと消え失うせていて。

　半分になったお店のぷつりと途と切ぎれた床の先に、灰色の光に包まれた空間が、どこまでもどこまでも広がっていた。







「……おいおい、なんだよ、これ……」

　すっかり途と方ほうに暮れた顔でなにもない空間を眺ながめ、まるでラウルたちの気持ちを代弁するかのように呟つぶやくバイザー副店長。

　バックヤードから現れたラウルたちに気づき、セアラ店長が栗くり色いろの髪をふわりと揺らして振ふり返かえる。

「あらあら、ラウルくんたち、お疲つかれさまです」

「あ、あのっ、店長っ、これはっ……」

「ええ……なんだかよく分からないんだけど、売り場でお仕事してたら、とつぜん身体からだがふわっとして。気づいたら、お店が半分になっちゃって……」

「……てゆーか、なんで夜なのに外が薄明るいんだよー……」

「いったい、どうしたのかしら……って、あら」

　かわいらしく首を傾かしげつつ、セアラ店長がふと、琥こ珀はく色いろの目を瞬しばたたかせた。

「フィノちゃん、そのスイッチ──」







「「「「「い、異次元跳ちよう躍やくするスイッチっっっ！！！！？」」」」」

「はい」

　声を揃そろえるスタッフたちの前であっけらかんと頷うなずき、セアラ店長が懐なつかしそうに目を細める。

「──ずっとずっとむかし、勇者だった兄さんが、魔ま界かいから手負いのイジゲンネズミさんを拾ってきたことがあってね？　だいぶ弱ってたものだから、怪け我がが治るまで、わたしがお世話をしたの」

「イジゲンネズミって、天敵に襲おそわれると異次元に隠かくれるっていう超ちようレア魔ま物もののっ……」

「ええ。少しでも驚おどろかせるとすぐ異次元に隠れちゃうから、手当てするのもひと苦労だったわ？　まあ、いつもきっかり24時間で戻もどってくるんですけどね」

　ラウルの言葉にいたずらっぽく応こたえつつ、店長がスイッチを見やった。

「ちょっと面おも白しろい《生体構文バイオプログラム》だったし、なにかあったとき、わたしたちも異次元に隠れることができたら便利だと思ってこのスイッチを作ってみたんだけど……次元跳躍って思ったより大量の魔力を使うみたいで、《持ちしものホルダー》のわたしがスイッチを入れても有効範はん囲いは半径十センチくらいで、このスイッチが異次元に消えちゃうだけなの。だから『異次元跳躍できる』じゃなくて『異次元跳躍する』スイッチってわけ」

「……なんか、まったく役に立たないアイテムですね」

「わたしもそう思ってずっとしまい込んでたんだけど、前にお店で隠し芸大会があったとき、スイッチを消す手品として披ひ露ろうしたの。そのとき、うっかり回収するのを忘れちゃって……」

「……あー。そういや、休きゆう憩けい室に落ちてたへんなスイッチ、販はん促そく品かなんかだと思って倉庫室ののコンテナに突つっ込こんだ記憶あるわー……」

「副店長……」

　……ようやく、話が見えてきた。

　思わず半眼になるラウルのかたわらで、ほぼ同時に同じ結論に達したらしいアイリが息を吐はいた。

「……つまり、店長クラスでもせいぜい手品くらいにしか使えないアイテムだったのに、巨きよ大だいな魔力を持つフィノさんがたまたまスイッチ入れちゃったせいで、お店の一部が私たちごと異次元に飛んじゃったってことですか？」

「正確には、お店の半分と、駐ちゆう竜りゆう場の一部みたいですね」

　出入り口のガラス戸の向こうを見やり、セアラ店長がさらりと補足する。

「フィノ……」

　ラウルはつい、かたわらのフィノへ恨うらみがましげな視線を向けた。

「……ったく、だからむやみにアイテム起動させるなって言ったのに」

「ふ、ふええっ……」

「あらあら、フィノちゃんは悪くありませんよ？　そもそも、わたしが作ったアイテムのせいですし……」

「……で、これから、どーすんだよー……」

　だるそうに訊たずねるバイザー副店長の言葉に、店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「とりあえず、24時間経たてば自動的に元の世界に戻れるハズです。……それまで、お店で待つしかないみたいですねー？」




　　　　＊　＊　＊




「──結局、休憩室にある食料は、これだけか……」

　──魔法冷蔵庫の中にはフィノのプリンがひとつと、副店長のバランス栄養食・カロリーゲットのミノタウロスチーズ味が一袋ふくろ。

　スタッフが好きなときにつまめるように、と店長が置いてる机の隅すみの菓か子し箱ばこにはクロシアはちみつのキャンディが六粒つぶと、十段階に味が変わるマジカルガムが二枚、表面に様々な呪じゆ文もんが刻まれたスペリング・チョコレートが三粒。

　あとは、ラウルのロッカーの中に、買い置きのカップ麵めんがひとつ……。

　テーブルに並べられた予想外に乏とぼしい食料を困ったように見下ろすラウル。

　かたわらでアイリが深いため息をついた。

「……あとは、コンビニのお弁当なんかについてるお醬しよう油ゆとか塩とかマスタードの袋くらいかしら。とりあえず冷蔵庫に放ほうり込んだままけっきょく使わないから、どんどん溜たまってくばっかりじゃない」

「ていうか、たったこれだけで明日あしたまでもたせなきゃいけないのかよ……店長や副店長もなにか食べ物探してみるって言ってたけど、期待できないし……」

「わ、私、お腹なか空すいて倒たおれそうなんだけど……」

「……そういやお前、昼飯抜ぬきなんだっけな」

　思わず同情の視線を送るラウル。その隣となりでフィノがぐいっと身を乗り出してくる。

「ねえねえっ、オレ様が生で食える悪あく魔ま精せい霊れいとか召しよう喚かんしようかっっっ？」

「やめいっっっ！」

　きらきらした瞳ひとみで申し出るフィノの案をメタリックスライムのような速さで却きやつ下かし、あらためてテーブルの食料を見やったラウルが頭を搔かいた。

「……ま、こんなんでも、ないよりマシだよな。とりあえず、みんなで等分して……」

「お、オレ様のプリンもっっっ!?」

　ラウルの言葉を聞いたとたん、フィノががばっと顔を上げる。

　……少女が最近日課にしてるのが、仕事上がりに食べるご褒ほう美びのプリン。帰り際ぎわに休憩室を覗のぞくとよく、ちょこんとテーブルに座ったフィノがこれ以上ないほど幸せそうにプリンをぱくついてるのを見み掛かける。どうやら、いつも仕事熱心な魔ま人じんの少女のとっておきの楽しみらしい。

「う、ううっ……」

　黄金色に輝かがやくパッケージを名残なごり惜おしそうに見つめつつ、やがて、決心したみたいにフィノが口を開いた。

「み、みんなで食べていいっ……けどっ……で、でもっ！　フタはっ！　フタの裏のとこはオレ様がもらってもいいよねっっっ？」

「って、お前、魔ま王おうの娘むすめのくせに意い地じ汚きたなすぎ……」

「ちょっと、あなたプリンの蓋ふたをそのまま捨ててるのラウル・チェイサー!?　ま、まさかヨーグルトやアイスクリームの蓋も!?　……み、見み損そこなったわっっっ！」

「な、なんで俺怒おこられてんのーっ!?」

　思わぬとばっちりにあわてるラウル。

　そんな少年の背後に視線を移したアイリがふと、目を瞬かせた。

「……そういえば、さっきから気になってたんだけど、フィノさんの鞄かばんの横のビニール袋、いったいなんなの？」

「あっ、忘れてた！」

　アイリの指し摘てきに声をあげ、ビニール袋を手に取ったフィノがなんだか自じ慢まんげに胸を張る。

「これねっ、昼間、常連のおばあさんにもらったんだっ！　前にマジカメバッグのサイズを調べてあげたらすっごく喜んでくれてねっ、たまにお菓か子しとかミカンとかおいしいのをいろいろくれるお得意さんなんだぞっ？」

「お菓子っ!?」

「……って、お前、なにお客さんに餌えづけされてるんだよ」

　あきれ顔で呟くラウルの隣で、アイリがぐっと身を乗り出した。

「それより、食べ物かもしれないんでしょ？　開けてみてよ」

「うんっ！」

　言いながらフィノが得意げに開けたビニール袋の中で、白い粒がざらりと音を立てる。

　……って。

「米……」

「……なによ、お菓子じゃないじゃない」

　……袋の中にずっしり詰つまった、つやつやした生のお米。

　淡あわい期待を裏切られ、お腹を押さえたアイリががくりと肩かたを落とした。

「お米の差し入れもありがたいけど……お鍋なべもコンロもないのに、どうやって食べろって言うのよ……」

「……いや」

　がっかりしたように呟くアイリの言葉をさえぎり、ラウルが声をあげる。

「よしっ、みんな、倉庫室に行くぞっ！」







「──《起動ブート》っ……ラウル・スラッシュっっっ！！！！！」




　灰色の光に包まれた駐竜場に響ひびく少年の声。

　まばゆく光る剣けんが一いつ閃せんし、少年の前に広げられた金かな網あみがまるで薄うす紙がみのように切り取られていく。

「ラウルっ、バックヤードから段ボール、持ってきたぞっ！」

「サンキュ、フィノっ！　……《出力上昇レイズ》、５０００Ａアンペイルっっっ！」

　最大出力の魔ま法ほう剣けんを押し当てるなり、ぶすぶすと煙けむりをくゆらせ始める段ボール。

　やがてゆらりと立ち上った炎ほのおに、フィノがわあっと歓かん声せいをあげた。

「ラウルっ、すごいっっっ！」

「魔ま力りよくを一点集中させれば火を熾おこすくらい余よ裕ゆうさ。あとは、これを火に掛かけて……」

「でも、まさか倉庫にあった兜かぶとをお鍋代わりにするだなんて。なかなかやるじゃない、ラウル・チェイサー」

「ま、使えるものは、なんでも使わないとな。野宿と自じ炊すいは勇者の必ひつ須すスキルだろ、『オールＡ』？」

　得意げな顔で言いながら、ラウルは木の枝と金網で作った自作のかまどを見下ろした。

　米と水で満たされ、アルミホイルで蓋をされた兜。網あみにはあらかじめくぼみをつけといたから、丸みを帯びた兜の安定感も抜ばつ群ぐんだ。

　水分を適当に飛ばした頃ころを見計らい、ラウルはかまどの火を吹ふき消した。このまましばらく蒸むらせば完成。ありものを駆く使しして問題を解決する機転と応用力さえあれば、これくらい、そう難しいことじゃない。




「けど、こういうのって、なんか、新入社員研修を思い出すな……」

「しんにゅうしゃいんけんしゅうっ？」

　なにげなく呟つぶやいたとたん、フィノがぴょこんと顔を上げる。

「なんだそれっ？」

「ああ。うちの会社の新入社員、それぞれの店に配属される前に本部に集められて、新入社員研修を受けさせられるんだよ。例によってうちの社長の思いつきだったんだろうけど、俺たちの代は、サバイバル形式で……」

　……言いながら、ラウルは思わず遠い目になってしまう。

「……なんの説明もなく店の商品をひとつ選ばされたあと、いきなり無人島に放り込まれてさ。選んだアイテム使って無人島で一週間生き延びろって無茶ぶりされて……俺、よりによってマジカセなんか選んじまったもんだから、すげえ苦労したんだよ」

「……たしかに、無人島でマジカセって、使いどころがないわね」

　あきれ顔で呟くアイリの言葉に、ラウルもため息をつく。

「……お陰かげでマジックレンジを選んだ同期のエリックにさんざん馬ば鹿かにされて……ま、でも、マジヴィを選んでた同期の女のコはもっと大変そうだったけどな。なんたって、でかくてかさばる上に、無人島で魔力波なんて受信できるワケが……」




「──……って、お前ら、そんなとこでなにやってんだー？」

　不意に背後から聞こえてくる声。

　ラウルたちが顔を上げると、店の入り口の前にいつの間にかバイザー副店長とセアラ店長の姿があって。

　栗くり色いろの髪かみをふわりと揺ゆらしたセアラ店長がにっこりと微笑んだ。




「ラウルくんたち、晩ご飯ができましたよー？」

「「「晩ご飯っ!?」」」

「……まったく、早く来ねーと食っちまうぞー？」

　にこにこする店長と、めんどくさそうに目をすがめる副店長。

「で、でもっ！」

　思わず、ラウルが声をあげる。

「いったいどこにっ、食べ物がっ……」

「あー……ほら、九の月に防災フェアやったろー？　あんとき売れ残った非常食、一度は回収されたけど、なんかこないだまーた本部から送られてきて、しかたねーから隅に出してたんだよー。炊たき込こみご飯はんとかチキンライスとか、けっこー種類あって……」

「休憩室のマジックレンジで五分チンすれば完成です♪」

「……ええと」

　……無言のまま、足あし下もとのかまどをおずおずと見下ろすラウル。

　と、不意に腰こしを落としたフィノが、兜のアルミホイルを取るなり少年を見上げた。

「ねえっ！　ラウルが炊いてくれたご飯、すっごくおいしそうだぞっ？」

「フィノ……お前いいヤツだなっ……」

　やさしすぎる少女のフォローに、ラウルはそっと涙なみだをぬぐった。







「──わああっ、すごいっ！」

　休きゆう憩けい室の床ゆかに敷しかれた段ボールの上にぺたんと座り込み、私服のパーカーに着き替がえたフィノがうれしそうな声をあげる。

「なんか、こーやってみんなでお泊とまりするのっ、すっごく楽しいなっ！」

「ふふっ、たまにはこういうのも悪くないですねー？」

「段ボールで雑魚ざこ寝ねなんて……」

　はしゃぐフィノとは対照的に、あまり気乗りしていなさそうなアイリ。

　フィノの隣となりに腰を下ろした店長を見やり、ラウルがおずおずと口を開いた。

「あの……ていうか、ほんとに俺だけ売り場のマジカルマッサージチェアで寝てもいいんですか？」

「ええ。ラウルくんがジャンケンに勝ったんだから、遠えん慮りよしなくていいんですよー？」

「ねえねえっ、マッサージチェアって、朝お店に来たとき副店長がよく寝てるヤツだろ？　すっごく気持ちよさそうで、オレ様が挨あい拶さつしてもぜんぜん起きないんだぞっ！」

「あー……徹てつ夜や残業明けに座ると一いつ瞬しゆんで意識持ってかれるからなー……」

「ラウルいいなっ……次のジャンケンでは、ぜったい負けないからなっ！」

「……って、お前、また店に泊まる気なのかよ」

　思わずあきれ顔で呟くラウル。

　と、かたわらのバイザー副店長がふと、口を開いた。

「ていうか、なんかフィノ君だけずいぶん薄うす着ぎに見えるけど大だい丈じよう夫ぶかー？　おれの上着でよけりゃ、貸してやるけどー……」

「わああっ！　副店長ありがっ……」

　歓声をあげながら副店長の上着を受け取るフィノ。……けれども、その動きは不意に、ぴたりと止まってしまう。

「……どーした、フィノ君？」

「っ……ふ、副店長の上着、変なにおいがするぅっ……」

「へ、変な匂においっっっ!?」

　涙目で呟くフィノの言葉にショックを受けたような顔をする副店長。

「あらあら」

　かたわらで見ていたセアラ店長が、面おも白しろそうに微笑ほほえんだ。

「……バイザーくん、香こう水すいつけてるでしょう？　フィノちゃんには、ちょっときついかもしれませんねー？」

「って、お、おれはデキる販はん売ばい員いんのマナーとして……」

「フィノ、俺の上着使うか？」

「ラウルの上着っっっ!?」

　見かねたラウルが横から申し出たとたん、がばっと顔をあげるフィノ。

　少年が脱ぬいで手て渡わたしたジャンパーを受け取るなり、顔を埋うずめたフィノがうれしそうに目を細めて独りごちる。

「わあっ……こっちのは、すっごくラウルのにおいがするっ……！」

「って、か、嗅かぐなってっ！」

「あっ」

　不意に声をあげ、フィノがジャンパーから顔を上げた。

「？　な、なにっ……？」

　とつぜん顔を覗のぞき込まれて目を丸くするアイリの前で、ラウルのジャンパーを差し出したフィノが笑う。

「ラウルの上着、アイリが使うっ？」

「えっ」

「オレ様は魔ま人じんだから寒いの慣れてるしっ……アイリも薄着だろ？　夜、けっこう冷えると思うぞっ？」

「……って、い、いらないわよっ！　だいたい、ラウル・チェイサーの匂いがする服なんて着れるわけないでしょっ？」

「って、どういう意味だよ……」

　あわてたように断るアイリを不満げに見やるラウル。

　と、不意になにか思いついたみたいに、セアラ店長がぽんと手を叩たたいた。

「そうだ、フィノちゃん、良かったら一いつ緒しよに寝る？」

「っっっ！」

　とたんにぱあっと表情を輝かがやかせ、大きく頷うなずくフィノ。

　にこにこと微笑むセアラ店長にうながされ、フィノがその胸に思い切りダイブした。

「わああっ！　店長っ、すっごくあったかいっっっ！　それに、ふわふわで、いーにおいがするーっっっ！」

「あらあら、ありがとう、フィノちゃん」

「んーっ……」

　蒼あおい目を細め、甘えるように店長のおっぱいに顔を埋めるフィノ。

　そんな少女の背中にやさしく腕うでをまわしつつ、セアラ店長が顔を上げる。

「アイリさんは、どうしますー？」

「アイリっ！　店長っ、すっごくやーらかくて、きもちいいぞっ？？？」

「わ、私は大丈夫ですっっっ！」

　なんだかすっかり赤面しつつ、アイリが蜂はち蜜みつ色の髪を波打たせて首を横に振ふった。

「っ……」

　──フィノに頰ほおずりされてたゆんと波打つ、めちゃめちゃやわらかそうな店長の胸。

　思わず唾つばを吞のむラウルの隣で、副店長がぽつりと呟く。

「……ラウル君、おれらも一緒に寝るー？」

「……って、冗じよう談だん言わないでください」

　……かたわらの上司を半眼で睨にらみ、すっかり蚊帳かやの外のラウルたちはそっと、少女たちが戯たわむれる休憩室を後にした。




　　　　＊　＊　＊




「──ラウルっ、ラウルっ、見てっ！」




　──とつぜん、横からくいくいと袖そでを引っ張られて。

　ラウルがしぶしぶ顔を向けると、魔人の少女が得意げにモップの先を掲かかげてみせる。

「この棚たなの下こんなにホコリがあったぞっ!?　すごいぞっ！　大漁だっ！」

「……そりゃあ良かったな」

「けど、綿ボコリってほんとに綿みたいだけど、なんで粉みたいなホコリが綿になるんだろうなっ？　なんか、前に店長にもらった綿わた菓が子しみたいでおいしそうだしっ……」

「……ねーよ」

　朝から元気いっぱいのフィノを見やり、ラウルは思わず嘆たん息そくした。




　──『ちょうど年度末だし、お客さんもいないし、今日は一日、お店の大掃そう除じをお願いしますねー？』




　セアラ店長の竜りゆうの一声で決まった店の大掃除。……たしかに、お客さんにしょっちゅう声を掛かけられては中断してしまう営業時間中の掃除はなかなかはかどらない。一方、営業時間後の掃除ははかどるものの、基本的にサービス残業扱あつかいで給料は出な……と、とにかくっ！　とんだハプニングではあるけど、いい機会と言えばいい機会かもしれない。




「けど、人間の大掃除ってのは家や建物を掃除するんだなっ！　魔ま界かいで大掃除っていったら、親父おやじが役に立たない部下たちを……」

「一緒にすんなっ！」

「……まったく。いくらお客さんがいないからって、仕事中の私語はほどほどにしなさいよね？」

　思わず声を荒あらげるラウルを、ヘラを手にしたアイリがとがめるように睨んでくる。

　ヘラとマジカルシール剝はがしスプレーを装備した彼女の任務は、壁かべや什じゆう器きに付着したテープやシールなんかの跡あとをきれいにすること。地味だけど腕が疲つかれるし、けっこう面めん倒どうくさい仕事で……。




「っ！」

　──不意に、かたわらでフィノが息を吞む気配。

　怪け訝げんな顔で振り返るラウルのエプロンをぎゅっと摑つかみ、フィノが壁へき面めんに置かれた目の前の什器を指す。

「そ、そこの裏っ！　なんかいまっ、黒くてちっちゃいのが入ってく気配したっっっ！」

「……黒くてちっちゃいの？」

「も、もしかしたらゴキブっ……ご、５番かもっっっっ！」

　すっかり蒼ざめた顔で声を震ふるわせるフィノ。……ちなみに、５番というのは、フィノが大だい嫌きらいな黒光りする例の害虫の出現を表すレオン王都店独自の符ふ丁ちようだったりする。

「ら、ラウルっ、調べてっ！」

「……って、見えないとこにいるなら、わざわざこっちから覗く必要ないだろ？　ヤブヘビスライムを突つくようなモンで……」

「で、でもっ、正体分かんないと安心できないしっ……」

　ふるふると頭かぶりを振り、涙なみだ目めでラウルを見上げてくるフィノ。

「ねえ、ラウルっ、お願いっ……」

「……って」

　フィノのおねだりを遮さえぎるように。かたわらで柱のポスター跡と格かく闘とうしていたアイリがあきれ顔で振り返った。

「あなたたち、さっきからぜんぜん仕事してないじゃない。ちゃんとお金もらって働いてる自覚あるの？」

「『オールＡ』っ……」

「……だいたい、ゴキブリアくらいでそんなに騒さわいじゃって、あざといって言うかっ、さすが魔人ねっ……」

「へっ？」

「と、とにかくっ！　そんなことしてる時間がもったいないでしょ!?」

　きょとんとするラウルの前で怒おこったような声をあげ、アイリがつかつかと什器に近づく。

「ほら、こうすれば一瞬で片かたが……」




　言いながら、アイリが什器に手を掛けたその瞬しゆん間かん。

　棚の一番下から飛び出した小さな黒い影かげが、アイリ目め掛がけて飛びかかった！




「っっっ!?」

「「アイリっっっ！！！！！」」




　少女の首筋に触ふれたとたんぶわっと膨ふくらむ黒いかたまり。

　瞬またたく間まに赤あかん坊ぼうほどの大きさにまでふくれあがったかたまりは、まるで満足したかのようにアイリの首筋から離はなれてべちゃりと床ゆかに落ちる！

「くそっ！　──《起動ブート》っ！」

　フィノが手にしていたモップを取りあげるなり《魔法回路サーキツト》を走らせるラウル。

　たちまち青く光り始めた金属製の柄えを、ラウルは目の前の黒いかたまり向けて思い切り振り下ろした！




　ぱん、と、水風船が弾はじけるような音。

　粉々に飛び散ったまま動かなくなった破は片へんを見やり、ラウルはほっと胸をなで下ろす。

「『オールＡ』っ、大だい丈じよう夫ぶかっ……っっっ!?」

　何気なく振り返ったとたん、少年の視界に広がる蜂蜜色の髪かみ。

　床に崩くずれ落ちたアイリを見下ろし、フィノが声にならない声をあげた。

「アイリっっっ！」「『オールＡ』っ！」

「っ……」

　あわてて床に膝ひざをつき、ぐったりしたアイリの身体からだを抱だき起おこすラウル。

　ラウルたちの声に弱々しく目を開き、アイリがかすれた声を出した。

「み、みずっ……」




「っ……！　さっきの魔ま物ものっ、シリカ・ゲルかよっ……！」

　──シリカ・ゲル。体表に吸水の《生体構文バイオプログラム》を持ち、生物の皮ひ膚ふに触れただけで一いつ瞬しゆんにしてその体内の水分を奪うばって数百倍にも膨れあがる魔物。攻こう撃げき力自体はたいしたことないものの、重じゆう篤とくな脱だつ水すい症しよう状じようを引き起こすやっかいな生物だ！

「フィノっ！　急いで水を持ってきてくれっっっ！」

「うんっっっ！」

　ラウルの指示にぱっと立ち上がり、ぱたぱたと駆かけ出だしていくフィノ。

　苦しげな息をするアイリの胸むな元もとを、ラウルはいそいでくつろげてやる。
















　……と。

「おい、なにがあったんだー……っ？」

「ラウルくん、どうしたんですか？」

「店長っ、副店長っ！」

　騒ぎを聞きつけ駆けつけてきたバイザー副店長とセアラ店長の姿に、ラウルは思わず声を出した。

「『オールＡ』っ……アイリが魔物にやられちまってっ、すぐに水を飲ませなきゃいけなくってっ！　いま、フィノに頼たのんで水をっ……」

「ラウルっっっ！」

　そんなラウルの言葉を遮るように、あわてたようなフィノの声。

　バックヤードから顔を出した少女が、すっかり動どう揺ようしたように叫さけんだ。

「水が、水が出ないんだっっっ！」







「って、ウソだろっ!?　昨日まではちゃんと出たのにっ！」

「でもっ、一階の蛇じや口ぐちも二階の蛇口もぜんぶ試ためしてきたけど、どこもぜんぜん水出なくてっ……」

「もしかしたら、タンクに残ってた水が終わっちゃったのかもしれないわ……」

　蒼あおざめた顔で呟つぶやく店長の前で、ぐったりしたアイリを抱きかかえたラウルが声をうわずらせる。

「じ、じゃあっ、ポーションとかっ、聖水とかっ……」

「……そのあたりの売り場はぜんぶ、異世界こつちには来てないの」

「昨日店長と調べたときには、一本もー……」

「そんな……っ！」

　店長たちの無情な言葉に、ラウルは思わず腕うでの中のアイリを見やる。

　うっすらとくちびるを開き、切なげにあえぐ少女。

　ほっそりした身体は瘧おこりのように震え、その手足はびっくりするほど冷たくて……焦しよう燥そう感かんに、ラウルの心臓がぎりぎりと締しめつけられた。

「このままじゃっ、こいつっ……！」




「──……湿しつ度ど、40％ですか」




　……と。

　レジカウンタに置かれた小さな温おん湿しつ度ど計を眺ながめてぽつりと独りごちるセアラ店長。

　はっと顔を上げたラウルの前で、スタッフたちを見み渡わたした店長が真しん剣けんな面おも持もちで口を開いた。

「バイザーくん、ラウルくん、フィノちゃん……手伝ってもらえますか？」







「──……ＯＫっ、終わったぞーっ？」

　バックヤードから聞こえてくるバイザー副店長の声。

　互たがいに視線を交かわすなり、ラウルとフィノのふたりが軽く頷うなずいた。

「フィノっ、行くぞっ！」

「うんっっっ！」

　ラウルの言葉に応こたえ、目の前のスイッチを入れるフィノ。

　次の瞬間、低い唸うなり声ごえとともに、店内に大きな風が巻き起こる！




　──副店長にブレーカーを外され、元魔ま王おうの世よ継つぎであるフィノの魔ま力りよくでフル稼か働どうする業務用のマジックエアコン。

「『運転切きり替かえ[image: →]ハイパワー除じよ湿しつモード』……決定！」

　リモコンを握にぎりしめたラウルがすかさずボタンを押したとたん、魔力波を受けたエアコンがぐんと唸り声を増す！




　──一瞬後。

　大きく震えた室外機のホースから、透すき通とおった水が流れ出した！







「っ……おいしいっ……」

　聖水も作れる高機能魔ま法ほう浄じよう水すい器きを通した水に、休きゆう憩けい室の冷蔵庫に入ってた塩を加えたものをそっと口に含ふくませて。

　藍あい色いろの目をゆっくりと開いた少女はすぐにコップへ手を伸のばし、自力で水を飲み始める。

　……間かん一いつ髪ぱつ。どうやら、間に合ったようだ。

「ったく、一時はどうなることかと思ったよ……」

　おいしそうに水を飲むアイリを見やり、ほっとしたように呟くラウル。

「いやあ、よかったなー……」

　安あん堵どの表情を浮うかべたバイザー副店長が感かん慨がい深ぶかげに口を開いた。

「つーか、今回の件で痛感したけど、やっぱ水って大切なんだなー……」

「バイザーくん、いつも言ってますけど、歯は磨みがきするとき水を出したままにするのはダメですよー？」

　副店長の言葉にセアラ店長が笑え顔がおで釘くぎを刺さす。

　……そういや副店長、昨日の夜も水出しっぱなしで歯磨きしてたような。タンクの水がなくなったのって……ま、まあっ、終わり良ければすべてよし、だよな。




「っ……!?」

　……と。




　また、あの、世界がふわりと浮き上がるような感覚。

　思わず目を閉じ、ふたたび開けたときにはもう、売り場の半分を支配してたあの灰色の光の世界は消え失うせて。

　ラウルたちの目の前には、魔法灯の明かりに照らされた、いつも通りのレオン王都店があった。




「っ……元の……世界っ？」

　店の出入り口のガラス戸の向こうに、見慣れた裏通りと向かいの建物。

　思わず呟くラウルの前で、腕の時計を見やったセアラ店長が微笑ほほえんだ。

「あらあら、どうやら、24時間、経たったみたいですねー？」




「っ……！」

「帰ってきたのっっっ!?」

「あー……長かったー……」

「どうにか帰ってこられて、ほんと、良かったっ……」

　店長の言葉にほっと息をつくスタッフたち。ラウルも思わず胸をなで下ろす。

　店ごと異次元に閉じ込められてた丸一日。普ふ段だん、ほとんど仕事でしか顔を合わせない同どう僚りようたちとの共同生活はちょっと新しん鮮せんなものがあったし、貴重な体験だった……けど、正直、いまは早くアパートに帰って休みたい気分だ。

「とりあえず、明日あしたが定休日で、ほんと助かっ……」

「あっ」




　言いかけたラウルの言葉の上に被かぶさるように、あわてたようなフィノの声。

　次の瞬しゆん間かん、また、世界がふわりとして……って！




「っ!?」「なっ！」「ちょっ……！」「あらあら」




　……一瞬後、再び、窓の外に広がる灰色の世界。

　思わず目を丸くするラウルたちの前で、フィノがおずおずと口を開く。




「あ、あのっ、ごめんなさいっ……ポケットから取り出そうとしたら、また、押しちゃって……」

　……気まずげに口を開くフィノの、手の中に。

　少女がエプロンのポケットから取り出したばかりの『異次元跳ちよう躍やくするスイッチ』の姿があった。







　第六章　「勇者になれなかった俺おれはようやく里帰りを決意しました。」







「「「リフレッシュ休きゆう暇か？」」」

「はい」

　閉店後のマジックショップ・レオン王都店。

　声を揃そろえるラウルたちの前でセアラ店長がにっこりと微笑んでみせる。

「……とはいっても、中身は有給の奨しよう励れいなんだけど。たまってる有給を使うようにって本部から指示が来たの」

「あー、うちの会社、有給消化率低いからなー」

　頭の後ろで腕を組み、バイザー副店長が面めん倒どうくさげな顔をする。

「つーか、どこもカツカツの人員でまわしてるのに有給なんざ気軽に取れるかっつーの。有給使えってせっつくなら、まずは店てん舗ぽの人員増やせって話で……」

「こないだの勇者試験で何日か取ってたけど、ラウルくんたちの有給、まだけっこう残ってるでしょう？」

　副店長のぼやきをスルーし、店長がにこにこしながらラウルたちを見やった。

「みんな、この機会に連休をとってください。フィノちゃんもアイリさんもフルで有給がついてるから、遠えん慮りよしないで希望を入れてくださいねー？」

「わああっ！　お休みだーっ！」

　瞳ひとみを輝かがやかせたフィノがうれしそうにバンザイする。

「仕事も好きだけどお休みも好きだぞっ!?　オレ様ブレイブアイランド行くっ！　いま勇者戦隊セイケンジャーが来てるんだっ！　セイケンレッドと握あく手しゆができちゃったり、伝説の武器セイケンロッドに触さわらしてもらえるんだぞっっっ!?」

「……まったく、フィノさんってばいい歳としして子どもなんだから」

　興奮するフィノをあきれた顔で眺めるアイリ。

「私みたいに、たまには王立図書館で知的な一日を過ごしてみたらどう？」

「ああ、あそこの図書館、エアコン完備だもんな」

「そうそう。それに休憩スペースはお水も飲み放題だし、お弁当の持ち込みもできるから一日中いられ……って！　べ、べつにタダで涼すずみに行ってるわけじゃないわよっ!?」

　ラウルの指し摘てきに顔を赤くし、アイリがあわてて声を荒あららげる。……と。

「なあっ、ラウルはお休み、いったいなにするんだっ？」

「へっ、お、俺っ？」

　とつぜんの問いに、ラウルは思わず目を丸くしてしまう。

「いや、俺は特に……」

「……って、どうせいつもみたいに一日中寝ねてるんでしょ、ラウル・チェイサー？」

　おずおず答えるラウルを見やり、アイリがふふんと鼻を鳴らした。

「せっかくのお休みなんだから、もっと有意義に使いなさいよ。その……よ、良かったら、私と一いつ緒しよに図書館に……」「ねえねえっ、ラウルもブレイブアイランド行こっ！」

　アイリの言葉を遮さえぎって身を乗り出すフィノ。

「一緒にヒーローショー見ようよっ！　ねっ!?」

「って、ふ、フィノさんっ！」

「あっ、アイリも行くっ？　アイリも一緒にセイケンゴッデスと写真撮とるっ!?」

「撮らないわよっっっ！」

「──ラウルくん」

　わいわいと騒さわぐ部下たちを微笑ましげに見ていた店長が、ふと、ラウルへ顔を向けた。




「せっかくの機会だし、里帰りでもしてきたら？」

「里帰りっ……!?」




　寝耳にスライムな提案に、一いつ瞬しゆん、ラウルは固まって。

「い、いやっっっ！」

　……やがて、ぶんぶんと勢いよく頭かぶりを振ふった！

「そ、そのっ、い、いいですよ里帰りなんてっ！」

「そう？　ご両親も、ミュリちゃんも、とっても喜ぶと思うけど……」

「だ、だいたい俺の村まで片道だけでも軽く一週間は掛かかりますしっ！　いくらなんでもそんなに休むワケにはっ……！」

「魔ま界かいのドラゴンなら一日あれば着くぞ？　オレ様がレイドに頼たのんでとびっきり速いドラゴンを用意してあげるっ！」

「そ、それにっ、急に帰ったら迷めい惑わくにっ……！」

「先に手紙で連れん絡らくしておけばいいじゃない。それに、今はちょうど農のう閑かん期きでしょ？　帰省するにはベストなタイミングだと思うけど？」

「で、でもっ……そのっ……」

　思いつく限りの言い訳をよってたかって封ふうじられ、ラウルはおずおずと目を伏ふせる。

「俺っ、ぜったいに勇者になるって、村のみんなと約束して……──」




　……故郷のことを思い出したとたん、後ろめたさがラウルの胸を締しめつける。

　勇者を目指す俺を応おう援えんし、王都に来るための費用をカンパしてくれた村の人たち。俺が勇者になれなかったことを知っても、みんなは俺を責めるどころか、俺が売うり払はらってしまった勇者予備校の卒業トロフィーを買かい戻もどしてくれて。

　そんなみんなの恩に応こたえることができたハズの最後の機会。ユニーティア女王……ユニィさんが俺にくれた勇者になれるチャンスさえ、俺は蹴けっ飛とばしてしまった。

　もちろん、俺だって懐なつかしいあの村へ帰りたい。父さんの顔が見たいし、母さんの手料理が食べたい。しばらく見ない間にまた少し大きくなったハズのミュリに逢あいたい。そして……なにより、村のみんなに謝りたい。

　俺が勇者になれなかったことを、妹のミュリを通じてじゃなく、この俺の口から直接。

　でも、いったいどんな顔をして帰れば……。

「……バカバカしい」

　……と。

　そんなラウルの迷いを切り捨てるように、アイリがあきれた顔で言い放った。

「なにくだらないことでうじうじしてるのよ、ラウル・チェイサー。勇者制度はもうなくなったのに、そんなこと言ってたら一生帰れないじゃない」

「『オールＡ』っ……！」

「つまらない意地なんか張ってないで帰りなさいよ。みんな、貴方あなたを待ってるわ」

「そうだぞっ!?」

　かたわらでフィノも声をあげる。

「ミュリ、手紙でいつも、ラウルに帰って欲しいって書いてるしっ！　それに、ラウルはほんとの勇者よりもずっとずっと勇者だろっ!?　魔ま王おうたるこのオレ様が言うんだからぜったい間ま違ちがいないぞっ！」

「フィノっ……」

「わたしも、いまのラウルくんには充分、帰る資格があると思います」

「そーそー。立派になったラウル君の姿、胸を張ってみんなに見せてやりなさい」

「店長っ、副店長っ……！」

　同どう僚りようたちのあたたかい言葉に、ラウルは思わず声を震ふるわせる。

　……村へ帰ろう。ラウルはようやく心を決める。

　過去の夢に別れを告げ、新たな目標に向かって歩き始めた今、いちばん最後に残してしまったわだかまりと向き合い、決着をつけて来るんだ……！

「あっ」

　と、ふとなにかに気づいたようにラウルが声をあげる。

「でも、俺の田舎いなかのあたりって魔ま力りよく波は障害でマジックフォンも繫つながらないんです。もしもお店でなにかトラブルがあっても、対応が……」

「お店のことなら、心配いりませんよ」

「まー、魔ま人じんの研修生諸君のお陰かげで頭数だけは揃ってるしなー」

「みんな、とっても真ま面じ目めに働いてくれてますしね？」

「ふはは、もうどこに出しても恥はずかしくない立派な店員だぞっ!?」

　店長の言葉を聞き、研修生たちの教育を任されてるフィノがえへんと胸を張った。

「これもすべて、レオンの社員で魔王たるこのオレ様の教育の賜たま物ものでっ……」

「フィノ様、ここにいらっしゃいましたか！」

　……と。ウワサをすればなんとやら、魔界から来た研修生たちがぞろぞろと現れる。

「フィノ様！　我ら一同、売り上げアップの秘策を持って参りました！」

「こ、ここ一週間、徹てつ夜やで残業して作った最高傑けつ作さくなんだな！」

「ご覧下さい！　入店客に高額商品を買わせるための拷ごう問もん器具です！」

「おい待てどこに出しても恥ずかしくない立派な店員ども！！！！！」

　研修生たちが得意げに持ってきたまがまがしいアイテムを光の速さでゴミ箱へ叩たたき捨てるラウル。

「ったく……！」

「ふふっ」

　ぜえはあと息をするラウルを見やり、店長がにっこりと微笑ほほえんだ。

「──いってらっしゃい、ラウルくん」




　　　　＊　＊　＊




「わああっ！　見て見てっ！　あのおっきい山、店長のおっぱいみたいっ！」

　──大陸中央部、ヴィエラ盆ぼん地ちにあるラウルの故郷、レクサ村へと続く古い街かい道どう。

　村人たちを驚おどろかせないよう、少し手前でドラゴンから降りて歩きながら。はるか彼方かなたに連なるブレッツァ山脈を指した銀ぎん髪ぱつの少女が元気いっぱいの声をあげる。

「あの手前にある低いのはアイリだなっ！」

「なっ……わ、私のはもう少しあるわよっ！」

「……つーか、どうしてお前らまで一緒に来てんだよ」

　つい半眼で呟つぶやくと、ラウルを見上げたフィノがふふんと鼻を鳴らす。

「もちろん一緒に来るに決まってるだろっ!?　ミュリの手紙でしか知らなかったラウルの故郷だしっ、店長も一緒に休んで行ってきていいよって言ってくれたしっ！　へへっ、今日は久しぶりに師し匠しようのミュリとラウルマスター集会をするんだーっ！」

「って、なんだよその怪あやしげな集会は……」

　あきれ顔するラウルの隣となりで、アイリがぶっきらぼうに口を開いた。

「わ、私は後学のためよっ？　図書館で読書して知識を得るのもいいけど、たまには実際に旅をして見聞を広めるのも大事でしょ？　フィノさんがドラゴンを呼んでくれたお陰で旅費も掛からないし……」

「今日のアイリの服すっごくカッコいいなっ！　なんかマジヴィに出る人みたい！」

「そ、そうっ？　これなら、ラウル・チェイサーのご両親にも好印象を……って、べ、べつにいつも通りだしっ！」

　大人びた清せい楚そな白ワンピースを翻ひるがえし、アイリがあわてたように声を荒らげる。




「わああっ、あれがラウルの村っ!?」

　──やがて、前方に現れる小さな村。

　なんだか懐かしい形をした山と、、広場に枝を伸のばす巨きよ大だいな木。こぢんまりした家々の周囲にはやくそうやコロニア芋いもの畑が広がって……子どもの頃ころからずっと見てきた馴な染じみの光景に、ラウルは思わず目を細めてしまう。

　ああ、俺、ほんとに故郷へ帰ってきたんだな……。

「「「「「ラウル君が帰ってきたぞーっっっ！！！！！」」」」」

「……へっ？」

　そんなラウルの感傷を吹ふき飛ばすかのように聞こえてくる歓かん声せい。

　思わず顔を上げると、大勢の村人たちが土つち煙けむりをあげて迫せまって来るのが見え……って!?

「「「「「ラーウルっ！　ラーウルっ！　ラーウルっ！」」」」」

　ラウルコールを連呼しつつ、怒ど濤とうの勢いで押し寄せた村人たちが問答無用でラウル一行を担かつぎ上げる！

「なっ!?」「きゃあっ!?」「わあっ！」

「「「「「ラーウルっ！　ラーウルっ！　ラーウルっ！」」」」」

　おみこしみたいに担がれたまま、一行はあっという間に村の広場へ運ばれていった。







「来たわ！　ラウル君よ！」「お帰りなさいっ！」「ずいぶん久しぶりねえ！」「しばらく見ないうちに大きくなったなあ」「なんだか格好よくなったわねえ」「ほんと、すっかり都会っぽくなっちゃって」「よーっ、ラウル、ちゃんとメシ食ってるかーっ!?」




　ラウルたちが現れたとたんあちこちから上がる声。

　村の中央広場はラウルを出で迎むかえる人々で埋うめ尽つくされていた。

　村のシンボルたるリブレットの巨きよ木ぼくの枝に掲かかげられた『おかえりなさい！　郷土の誇ほこりラウル・チェイサー君』の横断幕。周囲には薄うす紙がみで折られた花が飾かざられ、折り紙の輪わ飾かざりが幾いく重えにも垂れ下がっている。

「わああっ、すごいっ！　屋台まで出てるぞっ！」

　目をきらきらさせながらあたりを見み渡わたすフィノ。

「なんだか、ものすごい歓かん迎げいっぷりね……」

「あ、ああっ……」

　じゃっかん引いたように呟くアイリの隣で、ラウルはすっかり赤面してしまう。……たしかに今日帰ることはあらかじめ手紙で連絡してたけど、いくら畑がヒマな時期だからって村民総出でお出迎えとかやり過ぎだろっ!?　こっ、これだから田舎は……っ！

　……と。

「──お帰り、ラウル君」

　不意に村人たちの間から現れた老人に、ラウルは思わず姿勢を正した。

「そ、村長っ！」

「見み違ちがえるように立派になったのう」

　うれしそうに目を細め、村長がラウルたちを眺ながめる。

「しかし、まさかお嫁よめさんまで連れてくるとは……」

「って！」「お、お嫁さんっっっ!?」

「ほっほっほっ、そう照れなくても良いんじゃよ？　しかし、一度にふたりとは、ラウル君もなかなか隅すみにおけんのう。しかも、たいした別べつ嬪ぴんさんたちじゃ。ちょうどいい、村の衆も集まっておるし、さっそく、この場で祝しゆう言げんを……」

「し、祝言っ……!?」

　ボッと音がしそうなほど顔を赤くして固まってしまうアイリ。

「ち、違ちがうんですっっっ！！！！！」

　あたふたと動どう揺ようしつつラウルがあわてて口を開いた。

「そのっ、こいつらっ……か、彼女たちはっ、そのっ……」

　……と。

「……なあ、ラウルっ」

　あわてふためく少年の隣で、フィノがなんだか不思議そうに首を傾かしげる。

「『ヨメ』って、いったいなんなんだ？」

「へっ……」

　上うわ目め遣づかいにじっと見つめてくる無む垢くな瞳ひとみ。

「いっ、いやっ、そ、そのっ……」

　とつぜんの問いにラウルは言葉を濁にごしてしまう。……ええとっ、こいつ結けつ婚こんの意味は知ってるんだっけっ？　で、でも、彼女の意味もよく分かってないみたいだしっ、どう説明すればっ……。

「──違うのっ！」

「っ!?」

　不意に周囲に響ひびきわたる少女の声。

　思わず顔を上げたラウルの目に、いっしょうけんめい声をあげる一人の少女の姿が映る。

「そのお姉ちゃんたちはっ、お兄ちゃんのお店でいっしょに働いてるひとなの！」

「ミュリっ！」

「おにいちゃんっっっ！」

　──ラウルと同じ色した黒くろ髪かみと、ぴょこぴょこ揺ゆれる大きなリボン。

　ラウルの窮きゆう地ちを救った少女がまっすぐ腕うでの中へ飛び込んでくる！

「お兄ちゃんっ、おかえりなさいっ……！」

　ラウルの胸に顔を埋めて声を震ふるわせる四つ年下の妹ミュリ。

「やっと、やっと帰ってきてくれたねっ……！」

「……ああ」

　ぎゅっとしがみついてくる妹の頭をぽんと撫なで、ラウルは思わず目を細めた。




「なんだ、そうじゃったのか……」

　フィノとアイリを見ながら残念そうに呟く村長。

「あ、あのっ、村長っ！」

　そんな村長へと向き直ったラウルが、なにかを決心したように口を開く。

「その……お、俺っ……」

　緊きん張ちように詰つまる声。口の中が乾かわいて言葉が出てこない。……けど、どうしても、言わなきゃいけない。
















　ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめ、ラウルは思い切り頭を下げた。




「すみませんっ、俺、ぜったい勇者になって帰ってくるって言ったのに……っ!?」




　──ふと、ラウルは息を吞のむ。

　人混みの中から出てきた見覚えのない小さな女の子が、とてとてとラウルに近づいて。

　ぽかんとするラウルを見上げるなり、なんだか少し緊張したような面おも持もちで口を開く。

「おにいちゃん、こんにちはっ」

「へっ……あ、ああ、こんにちは……」

　目をぱちくりさせながら応こたえたとたん、きびすを返して走り出す女の子。

「ぱぱーっ！」「よしよし、エラいぞー？」

　ぱたぱたと駆かけ寄よってきた女の子を抱だきとめ、若い夫婦がラウルを見やった。




「ラウルさん。この子は、あの事件のとき、妻のお腹なかにいた子なんです」

「あの事件、って……」

「はい。もう少しで盗とう賊ぞくに連れ去られるところを、ラウルさんに助けて貰もらって……本当に、ありがとうございました」

「ありがとうございました」「ましたーっ」

　揃そろってお辞じ儀ぎする若い夫婦と女の子。

　女の子の頭をやさしく撫でつつ、若い母親が慈いつくしむように目を細める。

「この子、今年で三歳になるんですよ……？」




　微笑ほほえみを浮うかべて幸せそうに寄り添そう三人の家族。

「──勇者の資格なんて、儂わしらには関係ないんじゃ」

　思わず立ち尽くすラウルの肩かたに、村長がぽんと手を置いた。




「ラウル君は間ま違ちがいなく、この村の英えい雄ゆうじゃよ──？」

「俺っ……」

　ざわりと震える身体からだ。胸の中に、なにかあたたかなものがじんわりと広がって。

　ラウルを囲んだ村人たちが笑え顔がおを浮かべた。

「「「「「ラウル君っ、おかえりなさいっっっ！！！！！」」」」」

「っ……ただいま」

　村人たちの歓かん迎げいに、ラウルはなんだか照れくさそうな表情を浮かべた。




「け、けどっ、村もずいぶん変わりましたねっ!?」

　気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすみたいに声をあげ、きょろきょろと村を見渡すラウル。

　その視線がふと、広場の一角に吸い寄せられる。

　……って。

「ええと、あれは……」

　……広場の真ん中に堂々と鎮ちん座ざする、なんだか見覚えのあるエプロン姿の少年の銅像。

「ラウル君の銅像じゃよ」

　思わず凍こおりつく少年の前で、村長があっさりと返答した。

「村の衆の要望で建てたんじゃ。どうじゃ、カッコいいじゃろ？」

「あ、はあ、あ、ありがとうございます……」

　台座に刻まれた『マジックショップ・レオン王都店販はん売ばい員いん　ラウル・チェイサーの像』の文字。店の制服をまとった自分の銅像を眺め、ラウルは思わず微び妙みような顔をしてしまう。ていうかこの銅像の俺、どうしてこんなにどや顔でマジックライト掲げてんだよ……。

「……って、あれっ？　どうしてみんな俺の銅像を触さわってくんですか？」

「お兄ちゃんの銅像ね、自分の身体の悪いところと同じ部分を撫でるとそこが治るって、すっごい評判なんだよ？」

「最近では、話を聞きつけたじいさんばあさんが周りの街からも押しかけてくるんじゃ」

「へ、へえ……」

　……って、誰だれだよそんなウワサ流したヤツっ!?　「ありがたや……ありがたや……」なんて呟つぶやきながら銅像の腰こしを撫でているおばあちゃんから目を逸そらし、ラウルは話題を変えようと再び視線をめぐらせた。

「あっ、あれっ！　あの建物ってなんなんですかっ!?」

「ああ」

　広場の脇わきの見慣れぬ建物を指すと、村長が待ってましたとばかりに頷うなずいてみせる。

「あれはラウル・チェイサー記念館じゃ」

「へえ、ラウル・チェイサー記念館ですか……ってっ!?」

　あんぐり口を開けるラウルの前で、村長がほほっと笑った。

「ラウル君の勇者予備校首席トロフィーを買かい戻もどしたあと、村の衆の要望で建てたんじゃ。中にはラウル君ゆかりの様々な資料が展示されておるぞい？」

「お兄ちゃんの記念館、村の学校の社会科見学の定番コースなんだよ？」

「ちなみに、今月の特設展示はラウル君の小学生時代の作文じゃ」

「うわあああああああああああ！！！！！」

「……酷ひどいわね」

　頭を抱かかえてのたうつラウルを見やり、アイリがなんだか同情するように呟いた。







「──ただいまー」

　木製のドアを開けたとたんに広がる懐なつかしい匂におい。

「ラウル、よく帰ったな！」

「お帰りなさい、ラウ……」

　待ち構えていたようにラウルを出で迎むかえた両親が、不意に言葉を途と切ぎれさせる。

「っ……」

「あ、あなた、どうしましょうっ！　ラウルがお嫁さんをっ……」

「って、それはもう良いからっっっ！」

　思わず叫さけぶラウルのかたわらで、アイリが丁てい寧ねいに頭を下げる。

「私はラウルさんと同じお店で働いているアイリ・オルティネートと申します。教育係のラウルさんにはいつもお世話になってて……こちら、お土産みやげの王都パイです」

「あらあら、ラウルの同どう僚りようさんなの。ご丁寧にどうも」

「こんにちはっ！　オレ様はフィノ！　オレ様もラウルと一いつ緒しよに働いてるんだぞっ!?」

「あら、もしかしていつもミュリにお手紙をくれるフィノちゃん？」

「ああっ！」

　ラウル母の言葉に自信たっぷりに頷くフィノ。

「けど、ほんと、久しぶりだな……」

　感かん慨がい深ぶかげに呟きながら、ラウルはぐるりと室内を見回した。

　不ふ揃ぞろいの丸太が積まれたでこぼこの壁かべと、長年踏ふまれてつるつるになった白木の床ゆか。こぢんまりした居間には父さんがむかし作った木製テーブルとベンチが置かれてて、母さんが作ったクッションが敷しいてある。

　なんだかほっとするっていうか……ひいき目かもしれないけど、煉れん瓦がやコンクリートでできた王都の建物より粗そ末まつながら、あたたかみのあるいい家だ。

　……と。

『──天気予報です』

　暖だん炉ろの方から不意に、落ちついた女性の声が聞こえてくる。

『旧イーストグラウス王国領地域の明日あしたは晴れときどき曇くもり。各地にスライム注意報が出ています。お出かけの際には足あし下もとに充分ご注意ください……』

「父さんっ！　これっ、もしかしてマジオっ!?」

　ラウルは驚おどろいたように暖だん炉ろ脇わきに置かれた黒い箱を見やった。

　僻へき地ちにあるこの村には、まだマジックアイテムは普ふ及きゆうしてないものだとばかり思ってたのに、改めて室内を見渡せばそこかしこにいろんなアイテムが増えている。

「冷蔵庫に洗せん濯たく機きっ!?　アイロンにレンジまでっ……！」

「どうだ、なかなかのもんだろう？」

「タイミングが良かったわねえ。ちょうど昨日、うちの村にもようやく待望のマジックショップが開店したの」

「マジックショップっ!?」

　思わず声をあげると、母親が「ええ」と頷いた。

「しかもね、ワケあり品とかいうものらしくて、とっても安いの」

「でも、いくらワケあり品だからって、これだけ揃えたらけっこうな金額にっ……！」

「街の銀行でローンを組んだんだ」

　あっけらかんと応える父。

「他ほかの家も、みんなそうしたって」

　言いながら、母親が自じ慢まんげな顔をする。

「ラウルのお陰かげで村はちょっとしたマジックアイテムブームなの。みんなマジックアイテムに憧あこがれてたもんだから、少し無理してでも買ったみたいよ。お店の人も感じの良い娘むすめさんだったし、マジックショップが出来てほんとによかったわあ」

『──天気予報です』

　不意に、マジオがふたたびしゃべり出す。

『旧イーストグラウス王国領地域の明日の天気は晴れときどき曇り。各地にスライム注意報が出ています。お出かけの際には足下に充分ご注意ください……』

「あれっ、このマジオ、さっきと同じこと言ってる！」

　なんだか不思議そうな声をあげるフィノに、ラウルがああ、と頷いた。

「毎年この時期になると多いんだよ。お年寄りがスライムで滑すべって骨折する事故が続出してさ。だからきっと繰くり返かえし注意してるんだ。お前も気をつけるんだぞ？」

「うんっ！」

「でも、おかしいな……」

　暖炉のマジオを見やり、ラウルは首を捻ひねってしまう。

「魔ま力りよく波はを出すコウモリの影えい響きようで、この辺ではマジオもマジヴィも受信できないハズなのに。そうとう高性能な最新機種でさえ、ノイズだらけになって……」

「でも、こんなにキレイに聞こえるぞ？」

　きょとんと聞き返してくるフィノに、ラウルが頭を搔かいた。

「聞いたことないブランドだけど、ＰＢ品プライベートブランドかな……」

「ほう、さすがは、王都のマジックショップに勤めているだけあるな」

　と、感心したように独りごちた父親が、ぽんとラウルの肩を叩たたく。

「だが、うちに帰ったら息子むすことしての仕事が優先だぞ？　最初の仕事は、母さんのごちそうを残さず平らげること」

「ふふっ、いますぐ並べるわね」

「あっ、お義母かあさま、私も手伝いますっ！」

　あわてたように声をあげ、アイリが母親の後を追った。







「──ラウル・チェイサー？」

　……とんとんと、控ひかえめなノックの音。

　そっとドアを押し開けて部屋へ入ってきた人ひと影かげに、ラウルは思わず目を瞠みはってしまう。

「『オールＡ』っ……！」

　揺ゆれるランプの光に照らされた蜂はち蜜みつ色の髪かみと、夜着に包まれた白い肌はだ。

　ほんの少しどぎまぎしつつ、ラウルはおずおずと口を開いた。

「いったい、どうしたんだよ？」

「そ、それは……ちょっと夜風に当たろうと思ったら、まだ起きてるみたいだったから……何をしてたの？」

「ああ……懐かしいな、と思ってさ」

　アイリの問いにぐるりと部屋を見回し、かたわらにあった一冊の本を取りあげる。

「この本とか、こんなに擦すり切れるまで何度も何度も読んでさ。ぼろぼろになった本も、色の薄うすくなったポスターも、剣けんの代わりに振ふり回してた木切れも……この部屋に住んでたガキの頃ころの俺、ひたすら勇者に憧れて、勇者になることしか考えてなくって。俺、ほんと、すげえ一いつ生しよう懸けん命めいに勇者を目指してたんだなあ、って」

「ラウル・チェイサー……」

「……あんなに必死に勇者を目指してた俺たちって、いったいなんだったんだろうな」

　机の前に貼はられたへたくそな勇者の絵を見やり、ラウルはぽつりと呟いた。

「あの想おもいも、努力も、今となっては全部、無意味だったのかって……」




「──無意味じゃないわよ」




　ラウルの言葉を遮さえぎるように、アイリがきっぱりと言い放つ。

「昼間のご家族、貴方あなたがむかし助けた人たちなんでしょう？　もしも貴方が勇者を目指してなかったら、あの人たちを助けることが出来たの？」

「『オールＡ』っ……」

「貴方が勇者を目指して一生懸命に頑がん張ばったお陰で救われた人がいる。意味なんて、それだけでも充じゆう分ぶんじゃない」

　あきれたように言いながら、アイリがラウルの顔を覗のぞき込んだ。

「貴方が勇者を目指してたことは、ぜったいに無意味なんかじゃない。勇者を目指してたからこそ、いまの貴方がここにいるの。勇者じゃなくたって、みんなを守ることが出来る貴方が。そんないまの貴方が、私の好きなラウル・チェイサーなんだから」

「す、好きって……」

「えっ……」

　思わず聞き返したとたん、アイリの頰ほおがみるみる赤くなる。

「って、か、勘かん違ちがいしないでっ！　こ、この場合の好きっていうのはそういう意味じゃなくっ、好ましい人物っていうかっ、ライバルとして認める相手っていうかっ……」

「……サンキュ、『オールＡ』」

　あわてて言いい募つのるアイリに、ラウルはつい、頰を弛ゆるませた。

「俺、勇者を目指しててほんと良かったよ。……なんたって、勇者を目指してなかったら、お前にだって逢あえなかったんだもんな」

「ラウル・チェイサー……」

　ややあって、アイリがなにかを決意したみたいに口を開く。

「わ、私っ、貴方がっ……──」




　がたんっ。




「「!?」」

　とつぜんの物音に身構えるふたり。

　机に置かれてた剣代わりの木ぎれを手に取り、ラウルが鋭するどい声をあげる。

「誰だれだっ!?」

　……しばしの、沈ちん黙もく。

　やがて……。

「ご、ごめんなさいっ……！」

　ドアの後ろから現れた小さな影かげに、ラウルたちは目を丸くした。

「ミュリ!?」「ミュリさんっ!?」

「あ、あのっ……ミュリ、久しぶりにお兄ちゃんと一いつ緒しよに寝ねようと思ってっ……」

　大きな枕まくらを抱かかえたまま、ミュリがおずおずと目を伏ふせる。




「でも、お兄ちゃん、今夜はお姉ちゃんと一緒に寝るんだねっ……？」

「へっ？」




　……一いつ瞬しゆん、ぽかんとして。

　やがて、ラウルが思い切り声をうわずらせた。

「ちちちちち違ちがうっっっ！！！！！」

「え、遠えん慮りよしなくてもいいのっ。ミュリ、お兄ちゃんのえっちな本とかも見たことあるしっ……そ、そのっ、じ、邪じや魔ましちゃってごめんねっ……？」

「いいいいいやっ！　だだだだからっ！　そのっっっ！！！！！」

「っ……」

　あわてるラウルのかたわらで吹ふき出すアイリ。

　面おも白しろそうにくすくすと笑いながら、アイリがすっと立ち上がる。

「……私、戻もどるわね。おやすみなさい、ラウル・チェイサー、ミュリさん」




　　　　＊　＊　＊




「おかしいわねえ……」

　──翌日の朝。

　ラウルたちがあくび混じりに起きてくると、冷蔵庫の前で母親が首を傾かしげている。

「母さん、おはよう」「おはようっ！」「おはようございます」

「おはよう。みなさん、昨日はよく眠ねむれた？　……ねえラウル、冷蔵庫の具合が悪いんだけど、ちょっと見てくれない？　どうも、中からヘンな音がするのよ」

「異音？　初期不良かな……って、これ、ドアが開かないぞっ？」

　中で何か引っかかってるのか、力を込こめてもビクともしない。

「買ったばかりなのに、もう故障かしら……」

「母さん、ドライバーある？　フィノ、ちょっとそっち押おさえててくれ」「了りよう解かいっ！」

　母から受け取ったドライバーでくるくると冷蔵庫のネジをまわすラウル。

　不安げに見守る母の前で扉とびらを外したとたん、ラウルたちは目を丸くする。




　……新品の冷蔵庫の中は、ずいぶん無残な有様になっていた。

　ひっくり返されて割れたミルクやぶどう酒の瓶びんに、嚙かみ千切られたハムやチーズ。手当たり次し第だいに食い散らかされた箱の中で、小さな影が驚おどろいたように顔を上げた。

「う、ウサギっ？」

　驚いたように叫さけぶラウルの母。ふわふわの毛で覆おおわれた真っ白なウサギが、ぱりぱりに凍こおったやくそうをかわいらしい前まえ脚あしでしっかりと抱えてぽりぽり囓かじってる。

「この冷気、スノウラビットかっ!?」

　雪と霜しも柱ばしらの毛皮をまとうスノウラビットは、魔力を《吸熱》に変へん換かんする《生体構文バイオプログラム》を持つ魔ま物ものだ。でも、どうして冷蔵庫の中にっ……!?

『──天気予報です』

　……すっかり混乱するラウルの背後で、不意にマジオがしゃべり出した。

『旧イーストグラウス王国領地域の明日あしたの天気は晴れときどき曇くもり。各地にスライム注意報が出ています。お出かけの際には足あし下もとに充分ご注意ください……』

「ねえラウルっ、あのマジオ、また同じこと言ってるぞっ」

「まさかっ……！」

　なにかに気づいたようにマジオへ駆かけ寄よるラウル。ドライバーでもどかしげに裏うら蓋ぶたを開けたとたん、灰色をした小さなドラゴンが中から飛び出してくる！

『天気予報です！　天気予報です！　ててて天気予報ででですすすすす！』

「これ、オウムドラゴンじゃないっ!?」「やっぱりっ……」

　声をうわずらせるアイリの前で、ラウルがあわてて立ち上がった。

「母さんっ、このアイテムを売ったマジックショップはっ!?」







「洗せん濯たく機きの中から風みたいな魔物が出てきたんだ！」

「買ったばかりのドライヤーがクシャミをするのよっ!?」

「うちのトースターがパンを食べちゃったの！」

　おととい開店したばかりという村はずれのマジックショップは、アイテムの不具合を訴うつたえて詰つめかけた村の人たちでいっぱいだった。

　扉に掲かかげられた『ＯＰＥＮ　８：００～』の札。開店時間はとっくに過ぎてるのに、店が開く気配はない。

「っ、この店、もぬけの殻からだぞっ!?」「ど、どういうことなのっ!?」「まさかっ……」




「やっぱりっ……」

　村人の言葉にラウルは確信する。

「これっ、カエンネズミ商法だっ！」

「か、かえんねずみっ？」「それって、まだマジックアイテムがあまり普ふ及きゆうしてない地方をまわって粗そ悪あくアイテムを売りつけるって悪徳商法よね？」

「ああ。炎ほのおの魔法構文マジツクプログラムを持つカエンネズミを閉じ込めたインチキアイロンやコンロなんかを売り逃にげする事件が多発したのが由来だって、前に副店長に聞いたことがあるっ！」

　たしかに黎れい明めい期きのマジックアイテムには生きた魔物をそのまま組み込んだものもあったらしいけど、メンテナンスや衛生上の様々な問題で普及することはなかった。そもそも、今回のマジックアイテムには給きゆう餌じや排はい泄せつ用の穴すら開いてないし、売りつけるときだけ動けばいいというその場しのぎのインチキ品だ！

　──『ラウルのお陰かげで村はちょっとしたマジックアイテムブームなの』

　母の言葉を思い出し、ラウルは思わず拳こぶしを握にぎりしめる。いくら詐さ欺ぎだったとしても、銀行のローンはチャラにはならない。村のみんながマジックアイテムに憧あこがれる気持ちを利用してお金を欺だまし取るなんてっ……！

「お客さんを騙だますなんて許せないっ！　ラウルっ！　いますぐ追っかけて、その悪いヤツ捕つかまえようっ!?」

「でも、いったいどうやって捜さがすのっ？　手がかりなんて残してくワケが……」

「……いや」

　アイリの言葉を遮さえぎって、ラウルがなにか思いついたように口の端はしを持ちあげた。

「どうやら、そうでもないみたいだぜ……？」







「おほほほほほほほ！」

　──すさまじいスピードで荒こう野やを疾しつ走そうする幌ほろ付き竜りゆう車しや。

　中身のないマジックアイテムが積まれた荷台に高らかな笑い声が響ひびき渡わたる！

「まったく、馬ば鹿かな客たちがまんまと引っかかって！　その辺で捕まえた魔物をそれっぽい箱に入れただけで高く売れるだなんて、ほんっと笑いが止まらないわあ！」

「お、おかしらあ……」

　高笑いする女を見やり、おずおずと口を開く気の弱そうな男。

「いったい、いつまで、こんなこと続けるんですかあ……？」

「……あなた、また王都のマジックショップに戻りたいの？」

　そんな男をあきれたように見やり、女がひょいと肩かたをすくめた。

「クレーマーの対応なんてもうゴメンだわ。真ま面じ目めにお客さんに尽つくしたって馬鹿を見るだけ。客が先に私たちを裏切ったんだから、私たちが客に復ふく讐しゆうするのは当然でしょ？」

「いや、でも、この辺の人たちには、関係ないんじゃ……」

「おだまり。さあ、次の村でも荒あら稼かせぎを……いらっしゃいませっ！」

　ふと気配を感じるなり反射的に営業スマイルを浮うかべて挨あい拶さつする女。長年の業務で染しみついた店員の習性だ。

　幌の中へ入ってきたのは、見知らぬひとりの少年だった。

　ごく平へい凡ぼんな黒くろ髪かみと、どこにでもいそうな顔立ち。あきれたように荷台を見み渡わたし、少年がやれやれと独りごちる。

「ったく、やっと追いついたぜ」

「っ……どうやって、ここにっ……」

「魔物の習性にはそこそこは詳くわしいみたいだけど、ツメが甘かったわね」

　少年に続いて現れる蜂はち蜜みつ色の髪かみをした美しい少女。

　その肩で、灰色のオウムドラゴンがぎゃあぎゃあと騒さわぐ。

『──天気予報です！　天気予報です！』

「オウムドラゴンはすげえ執しゆう念ねん深ぶかいんだ。自分を酷ひどい目に遭あわせた相手を記き憶おくして、地の果てまでも追いかけるんだよ」

「この子、狭せまい箱に入れられて、ずいぶん怒おこってたみたい」

「アイテムに入れる魔物の選せん択たくを間ま違ちがえたな？」

『──天気予報ですっ！　よほうですっ！　ですっ！　デスデスデスっっっ！』

「っ！　こ、このっ！」

　ばさばさと耳みみ障ざわりな羽音を立てて飛びかかってくるオウムドラゴンを払はらいのけ、女がちっと舌打ちした。

「逃げるわよっ！」

「お、おかしらっ！　逃げるって、いったいどうやってっ……」

「馬鹿！　愚ぐ図ず！　どうもこうもないでしょ!?　外に逃げるに決まってっ……」

　罵ば倒とうしながら幌の外へ顔を出したとたん、女は思わず凍りつく。

　竜車と併へい走そうするように飛ぶ漆しつ黒こくの巨きよ大だいなドラゴン。

　ぱっくりと開いたドラゴンのあぎとに、鋭するどい牙きばがずらりと並んでいて。

　ドラゴンの背中に仁に王おう立だちした銀ぎん髪ぱつの少女がニヤリと笑った。

「くくっ……魔ま王おうを怒らせた報むくいを受けるがいいっ……！」




　　　　＊　＊　＊




「……なんだか、とんだ帰省だったわね」

　──眼下に広がるヴィエラ盆ぼん地ちと、霧きりに霞かすむブレッツァ山脈。

　澄すみ切った青空の中を王都へ向かうドラゴンの上、呟つぶやくアイリにラウルが嘆たん息そくする。

「ま、ある意味ではタイミング良かったかもな。お陰で詐さ欺ぎ師しも捕まえられたし」

「村のみんなのお金もちゃんと返ってきたしなっ！」

「今度こそ、本物のマジックショップができると良いわね」

　藍あい色いろの目を細め、たったいま後にしてきた村の方角を眺ながめるアイリ。

　と、ドラゴンのウロコを撫なでてたフィノが、思い出したようにラウルを見上げた。




「なあラウルっ！　オレ様、店長になったらラウルをオレ様のヨメにしてやるぞっ！」

「は、はあっ!?」




　とうとつな言葉にぽかんとするラウル。

　そんな少年の顔を覗のぞき込み、フィノがはしゃいだ声をあげる。

「ミュリに教えてもらったんだっ！　ヨメってのはカノジョのもっとすごいヤツなんだろ？　だからねっ、オレ様、ラウルをヨメにするっ！」

「い、いや、そのっ……っ!?」




　──とつぜん、くちびるを覆うやわらかい感かん触しよく。

「っ!?」

　思わず目を見開くラウルの後ろで、アイリが息を吞のむ。

「ふ、フィノさんっ!?」

「ん……」

　……すぐ目の前に、ふんわりと閉じられたフィノのまぶた。

　首にまわされた腕うでと重ねられたくちびるから、少女の体温がじんわりと伝わってきて。

　思わず赤面するラウルの前で、ゆっくりと顔を離はなしたフィノがにっこりと笑った。

「これで、ラウルを予約したぞっ！」

「よ、予約っ!?」

　思わず聞き返すと、フィノが自信たっぷりに頷うなずいてみせる。

「ああっ！　こうすればラウルを予約できるってミュリが言ってたんだ！　なんせ、ラウルは人気商品だからなっ！」

「に、人気商品ってっ……」

「だって、前にソニアさんにも予約されてたろっ？」

　あっけらかんと答え、フィノがえへんと胸を張った。

「予約多数の場合は抽ちゆう選せんになりますって前に副店長がお客さんに説明してたからなっ！　だから、オレ様も抽選に参加するんだっ！」

「フィノさんっ！　あなたねっ……」

「あれっ、アイリは予約しなくていいのっ？」

「えっ……」
















　フィノの言葉にラウルをちらと見やるアイリ。

　逡しゆん巡じゆんするように口ごもっていた少女がやがて、ぶんぶんと頭かぶりを振ふった。

「い、要いらないわよっ！　そんなマニア向け商品っ！」

「って、誰だれがマニア向けだよっ!?」

「ラウルっ！」

　うれしそうに抱だきついてきたフィノが、ラウルの胸に頰ほおを擦こすり寄せる。




「オレ様、頑がん張ばってラウルを幸せにしてやるからなっ！」

「……ありがとな、フィノ」

　おずおずと答えつつ、ラウルは照れたように頭を搔かいた。




「……ところでフィノ、その本はなんだ？」

「ああっ、ラウル・チェイサー記念館のパンフレットだぞっ!?」

「き、記念館のパンフレットっ!?」

「うんっ！」声をうわずらせるラウルの前で、フィノが大きく頷いてみせる。

「ミュリに連れてってもらったんだ！　これ、記念館に収蔵されてるすべてのアイテムの解説つきですっごいんだぞっ！」

「って、おいっ！　なんで俺の小学生んときのノートが晒さらされてんのっ!?」

「ねえラウルっ、この、『ラウル・ファイナル・ディメンションアウト』っていったいどんな技わざなんだっ!?」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！」

「……酷いわね」

　頭を抱かかえてのたうつラウルを見やり、アイリがなんだか同情するように呟いた。







　エピローグ







「──申し訳ありません」

　マジックショップ・レオン王都店。レジカウンタ前で深々と頭を下げるひとりの店員の姿がある。

　歳としは二十台の半ばほど。レオンの制服に身を包んだ冴さえない黒髪の青年だ。

「申し訳ありませんで済むと思ってるのか!?」

　……しかし、レジ前でふんぞり返る男性客は店員の謝罪に納なつ得とくする様子もなく。巣穴に踏ふみ込まれたドラゴンみたいな剣けん幕まくで声を荒あらげてかたわらの箱を指した。

「こっちはここで買ったマジックレンジを足に落として怪け我がをしたんだぞ!?　これも、この箱が持ちづらいからだ！　商品の欠けつ陥かんだ！　いったいどうしてくれるんだ!?」

「申し訳ありません。メーカーにはそのように伝えま……」

「欠陥品を並べてるこの店にも責任があるだろう!?」

　店員の言葉を遮って客が怒ど鳴なる。

「いいから誠意を見せろよ！　誠意をっ……」

　……と。

「──店長っ！　お客さんっ！　あぶないっっっ！」

　不意に聞こえてくるあわてたような声と、ものすごい勢いでふたりの方へ突つっ込こんでくる廃はい棄き品山積みの重量級台車。

「なっ……」

　クレームも忘れて凍こおりつく客のかたわらで、店長と呼ばれた青年が素す早ばやく身を翻ひるがえした。

「すみません、少々お待ち下さい──《起動ブート》っ！」

　刹せつ那な、視界に走るまばゆい閃せん光こう。

　青年が構えた金定規の前で、暴走する台車が廃棄品ごとまっぷたつに両断される！




「へっ……」

　……超ちよう高熱の刃はに焼き切られてぶすぶすと煙けむりをあげる台車の残ざん骸がい。

　あんぐりと口を開ける客の前で、「《終了ジエンド》」と呟いた青年が頭を下げた。

「失礼いたしました。……お客さま、お怪我はありませんか？」

「は、はあっ……」

「ところで、マジックレンジの件ですけど……」

「あ、ああっ！　い、いいよっ！　さいならっっっ！」

　うわずった声をあげて飛び上がるなりそそくさと店を出て行く男性客。

「ありがとうございました……っと」

　そんな客の背中を見送るなり、若者があきれたように嘆息した。

「……ったく、いくらクレーマー相手でも、台車で突っ込んでくるヤツがいるかよ？」

「へへっ」

　若者の苦言にあっけらかんと笑ってみせるのは、銀の髪かみを腰こしまで伸のばしたとびきり美しい女性。その胸は出で逢あった頃ころからさらに成長し、制服のエプロンが窮きゆう屈くつそうだ。

　人並み外れた美び貌ぼうに子どもみたいな笑えみを浮うかべ、美女がぱちりとウインクした。

「ラウルなら余よ裕ゆうで避さけれると思ってさ！　ねえ、なかなかいいタイミングだったろ？」

「……ったく。あとできちんと台車直しとけよ、フィノ」

　悪びれもせず言い放つ美女にはあっと嘆息する青年。

　そんな彼らの背後から不意に、ぱちぱちと手を叩たたく音が聞こえてくる。

「たいしたモンだなー、ラウル店長」

「……まったく、ちょっとやり過ぎじゃないの？」

「ラウルくんたち、お疲つかれさまです」

「わあっ！」「みんなっ！」

　店に入ってきた懐なつかしい顔に、ラウルとフィノが揃そろって声をあげた。




「副店長、お久しぶりですっ！」

「……って、『副店長』ってのはよしてくれよー。おれ、もう辞やめたんだからさー」

「娘むすめさんもずいぶん大きくなりましたね」

「ふっふっふっ、だろー？　もーセアラちゃんのちっちゃい頃にそっくりでさー」

「あらあら、バイザーくんは親おや馬ば鹿かですねえ」

「店長、本部の仕事はどうですか？」

「忙いそがしいけどとっても楽しいですよ。ラウルくんたちに負けないように頑張らなきゃ」

「ねえアイリっ！　今日はなーす服っていうの着ないのっ!?」

「や、休みの日には着ないわよっ！」




　わいわいと話し始める、この王都店で出逢ったスタッフたち。

　だいぶ前に本部へ異動になったセアラ店長がにっこりと笑った。

「積もる話もありますし、お仕事が終わったら、みんなで食事にでも……」

「きゃあああああああっ！」

　不意に、店の外から聞こえてくる叫さけび声ごえ。

「大変だーっ！　広場にカオスドラゴンが出たぞーっ!?」

「っ……店長っ、すみませんっ！」

　その瞬しゆん間かん、ラウルはカウンタの隅すみに立てかけられてた剣けんを摑つかんで駆かけ出だした！

「フィノっ！　アイリっ！　行くぞっ!?」「うんっっっ！」「ええっ、任せてっ!?」

　互たがいに頷きあいつつ、三人は勢いよく店を飛び出して……──。




　ピンポーン。




「──……へっ？」

　……ぼんやりと視界に浮かぶ薄うす暗ぐらい天てん井じよう。

　まぶたをこすりつつ身を起こし、ラウルはくしゃりと頭を搔く。……なんだ、夢か。

　ピンポーン。

　さっきから聞こえてくるチャイムの音。ややあって、誰かが玄げん関かんのドアを叩き始める。




「ラウルっ！　おはよっっっ！」

　ラウルがドアを開けたとたん、銀色の髪の少女が満面の笑みを浮かべて手を伸ばす。

「ねえラウルっ、一いつ緒しよに仕事行こっ！」

　とても魔ま王おうの血を引いてるとは思えない、いや、魔王だとは思えない無む邪じや気きな笑顔。

　そんな少女をなんだかまぶしげに見やり、ラウルは差し出された手を握にぎりしめた。

「ああ……！」




　一緒に手を繫つないで階段を下りていくのは、かつて勇者になりたかった少年と、魔王になりたくなかった少女。

　そんなふたりが向かう先は、裏通りにある小さなマジックショップ・レオン王都店。

　マジックアイテムなら何でも揃う専門店で、俺たちの職場だ。




　きらきらした朝の光の中、ラウルたちは足を踏み出した。

　さあ、今日も一日、頑張ろう──！







　あとがき







　終わってしまいました……（感無量）。
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　「マジックショップ・レオン王都店はお盆も営業中です。」







「ラウルっ！　これ、なんだっ？」

「へっ？」




　毎度お馴な染じみマジックショップ・レオン王都店。

　レジカウンタに置かれたキュウリのオブジェを不思議そうに見やるフィノへ、ラウルは「ああ」、と頷うなずいてみせる。

「それは『精しよう霊りよう竜りゆう』って言うんだよ」

「そういえば、もうお盆ね」

「おぼん？」

　横から口を挟んできたアイリの言葉に、フィノがきょとんとした顔をする。……どうやら、魔界にお盆という風習はないらしい。

「お盆って言うのはね、亡くなった人の霊が帰ってくる日なの」

「そうそう。死んだ人の魂が乗ってこれるよう、ああして割わり箸ばしとキュウリで作ったドラゴンを供えるんだよ」

「死んだヤツらがこのドラゴンで帰ってくるのっ!?　わあっ、すごいなっ！」

　蒼あおい瞳をきらきらさせ、おそらくセアラ店長作と思われる精霊竜を見つめるフィノ。

　──そんな魔人の少女の背後で、不意に店のドアが開いた。




「あっ！　いらっしゃいま……」




　お客さんの気配を感じたとたん顔を上げ、いつもの笑顔を浮かべたフィノが元気に挨あい拶さつする。

　……けれども。

「っ……！」

　店へと入ってきた銀髪の男を目にした瞬間、少女の面おもてがぴしりと凍りついた。







「……って、どうしたんだよ？」

「あっ……あっ……」

　怪け訝げんげに問うラウルの前で、まるで竜に睨にらまれたスライムのように固まるフィノ。

　そんな少女を眺め、銀髪の男がくくっと喉のどを鳴らす。

「──久しぶりだなあ、フィノ？」

「な、なんでっ……」

　くちびるをわななかせ、フィノがすっかり怯おびえきったように呟つぶやいた。

「なんで親父が、ここにっ……」

「「へっ？」」




　……って、おい、ちょっと待て。　

　フィノの親父ってことは、つまり、こいつっ……！




「「魔王っっっ!?」」




　いや、いくらお盆だからって倒された魔王の魂が帰ってくるのは反則だろっっっ!?







「フィノっ！」「フィノさんっ！」

　反射的に前へ飛び出すラウルとアイリ。

　フィノを庇かばうように腕を広げ、ラウルは目の前の魔王を睨みつける！




「──いったい何しに来たっ!?」

「……何しに、だって？」




　紅べに色いろの目を細め、魔王が馬鹿にするように嗤わらった。




「──そんなん、決まってんだろ？」




「っ!?」「きゃあっ！」

「退どけよ、目障りだ」

　ラウルたちをあっさりと押しのけるなりフィノへ詰め寄る魔王。

「あっ……」

　恐怖に身を強こわ張ばらせる少女へ、魔王がその無慈悲な手を伸ばし──！




　ぽんっ。




「……えっ？」

「大きくなったな」

　戸惑うフィノの頭に手のひらを載せ、魔王が口の端を持ちあげた。

「俺の跡を継いだとは聞いてたが、なかなかどうして、上う手まくやってるようじゃねーか。さすがは俺様のガキだぜ」

「あ、あの……」

「あぁ？」

　おずおずと声を掛けたラウルを、魔王が不機嫌そうに睨みつける。

「親がガキの顔を見に来て何が悪いんだよ？」

「は、はあ……」

　い、いや、まあ、仰おつしやるとおりですが……。

「二年……いや、三年だっけ？」

　フィノの頭を乱暴に撫なでつつ、魔王が感慨深げに独りごちる。

「長いことお前の顔が見れなくて寂しかったぜ。……ほんと、お前は俺様の自慢だよ」

「親父っ……」

「──けど、本当に凄すごい魔力だ」

　おそるおそる顔を上げるフィノの前で、魔王がふと、呟いた。




「それだけの力があれば、俺様を殺しやがった人間どもも、簡単にぶち殺せるよなあ？」

「っ!?」




　禍まが々まがしい言葉に凍りつく背筋。

　口を歪ゆがめて嗤いつつ、魔王がフィノの肩を乱暴に引き寄せる！

「──いいか、フィノ」怯えるフィノの瞳を覗のぞき込み、諭すような口調で、魔王。「お前はぜったい、俺様には逆らえねえ。……なあ？　お前にも、欲しくて欲しくてたまらないモノがあるんだろ？　憎たらしくて、目障りで、邪魔なモノがあるんだろ？」

「ほ、欲しくて欲しくてたまらないモノ……」

　ためらいがちに繰り返すフィノへ、魔王が満足げに頷いてみせる。

「──奪っちまえよ。壊しちまえよ。欲望の赴おもむくまま、好き勝手してやろうぜ？　なんせ、お前は、この俺様の血を引く魔王なんだからな」

「お、オレ様は……魔王……」

　ふるふると揺れるフィノのまなざし。

　透き通るように蒼い少女の瞳が、みるみるうちに紅あかく染まって──！




「フィノさんっっっ！」「フィノっっっ！！！！！」

「っ！」




　ラウルたちが叫んだその瞬間、フィノの瞳からさっと紅くれないの光が消えた。




「お、オレ様はっ……！」

　くちびるをきっと噛かみしめ、フィノは目の前の魔王をまっすぐ睨ねめ上げる。




「──オレ様は、親父みたいな魔王にはならないっ！」




　ずっと恐れてきた父親を見上げてきっぱり宣言するフィノ。

　……やがて。




「──っははははは！」




　固かた唾ずを呑のんで見守るラウルたちの前で、魔王が愉たのしそうな笑い声をあげた！

「っ、俺様に逆らうとは本当に強くなったな！　いいぞ！　それでこそ俺様のガキだ！」

「お、親父っ……？」

「って、なーにマジな顔してんだよ。冗談だよ、冗談。いわゆるマカイアンジョークってヤツだよ。俺様より強いヤツにぶち殺されたっつーのに、いまさら世界征服なんざ企たくらむかっての。それに、あの勇者野郎が五う月る蠅さいしな」

「勇者っ？」

「ああ。俺様があの世にたどり着いたとたん喧けん嘩かをふっかけてきた変な野郎だよ」

　フィノの視線に応えつつ、魔王はなんだか忌いま々いましげに舌打ちする。

「……ったく、まさか、あの世に行ってまで勇者の野郎に倒されるとは思わなかったぜ。魔人の掟おきては弱肉強食。強い者の命令には絶対服従だ。この俺様もこれまでそーやって好き勝手にやってきたんだから仕方ねえ。勇者野郎に言われた通りこうやって大人しくしてるって寸法よ。ま、もちろん、そのうち下げ克こく上じようしてやるつもりだけどな」

「親父よりも強い勇者がいるのっ？」

「ああ。……どういう縁かは知らねーけど、お前がここにいるってのも、その勇者に教えてもらったんだ」

　言いながら、ふと、魔王が顎あごに手を当てる。

「そういや、あいつ、俺様を倒しやがった女に、ちーっとばかし似てたっけ……」

「っ！」

　それって、もしかしてっ……！

「……ま、それはともかく、だ」

　思わず身を乗り出すラウルを尻しり目めに、魔王がフィノを見下ろした。

「せっかくこの世に戻って来たんだ。お前の仕事、じっくり見させてもらうぜ」

「うんっ！」

　銀の髪を揺らして頷き、フィノがうれしそうに胸を張る。

「ふはは、オレ様の成長っぷりを存分に見るがいい！」

「っ……」

　──ふと、足を止めて。

　休憩から戻ってきたばかりの少女がはっと後ろを振り返る。




　……たったいますれ違った青年の、なんだか覚えのある背格好。

　帽ぼう子しの端から覗く、自分と同じ色の髪。

　ふっと感じたやさしいまなざしと、暖かくて懐かしい雰囲気……。




「……気のせい、ですよね」

　微笑ほほえみとともに首を振り、少女はふたたび歩き出す。

　ふわりと広がるスカートと、やわらかなウェーブを描えがく栗くり色いろの髪。

　琥こ珀はく色の目を細め、少女は心の中で独りごちた。

　今度のお休み、バイザーくんと一緒に、兄さんのお墓参りに行こうかしら……？




「──しかし、またずいぶんと殺さつ風ぷう景けいな場所だな。もっと派手に飾り立てたらどうだよ？　こう、天井に臓ぞう物もつをぶら下げたりとか、生首をディスプレイしたりとかな」

「なるほどっ……さすがは親父だ！」

「ってフィノ！　なに真顔でメモ取ってんだよっ!?」

「っ!?　お、おい、なんだこれはっ!?　ま、まさかっ、こんなものが肩こりに効くと言うのかっ……!?」

「ああもうっ！　お前とっととあの世に帰れよおおおおっっっ！」




　……お盆のマジックショップ・レオン王都店に、少年の悲痛な声が響き渡った。





〈ＥＮＤ〉　












勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。10
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